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　その昔。

　絶対に当たると評判の占うらない師がいた。

　最初、人々はその異能に畏い怖ふの念を抱いだいたという。

　だが、次第に疎うとましさを感じるようになった。

　というのも、占い師は正直だったからだ。

　占い師は人々の幸福を言い当てた。

　同様に、人々の不幸も言い当てた。

『～～すればこうなりますよ』

『～～しないとこうなりますよ』

　だから行動を改めるように、という占い師の言葉。

　けれど、行動を改めるのは難しいものだ。痛みを伴うことが多い。特に、パターンに従った人生を快適だと思って生きてきた人々にとっては苦痛でしかない。占い師の忠告に従わない者は多かった。

　その結果、人々は当然の如ごとく、占いで示された通りの不幸に見舞われた。

　不幸に見舞われた人々はその原因を知りたがるものである。原因さえ取り除けば、不幸は起こらなくなるのだから。そして、大抵の人は不幸の原因が自分自身にあるとは思わない。いや、信じたくない。

『占い師の所せ為いだ』

　そう囁ささやかれるのも自然な成り行きだったろう。

　絶対に当たると評判の占いで、不幸なことを占われたのだ。

　占いなどされなければ、不幸になんかならなかったのに！

　人々は、まるでその占い師自身が不幸をもたらす者であるかのように忌いみ嫌いだした。まるで死神を嫌うかのように。

　それでも占い師は人々の幸福を願った。災さい厄やくが人々の身に降りかからぬよう祈った。

　その献身にも関かかわらず、占い師がこの世を去った時、人々はその死を喜んだという。

　これで不幸は起きなくなる。きっとこれからは良いことが起こる、と。

　占い師は人々の幸せのために生いけ贄にえとされたのだ。










　　　プロローグ




　今。

　八や俣また町に、何でも当てるという凄すご腕うで占うらない師の噂うわさが持ち上がっている。

　その占い師もまた生いけ贄にえとされるのか。

　人々に不幸をもたらす原因とされるのか。

　占い師の噂は八俣町の人々に様々な影響を与え始めている……。




　その男は八俣町に戻ってきていた。

　もちろん素す性じようを隠して、だ。男が以前八俣町で起こした騒さわぎを考えれば当然のこと。男を嫌っている者は多いし、この街には気に入らない相手にすぐ手を出すような連中がひしめき合っている。

　男にとって、八俣町は近寄るべきでない危険な場所と言えた。

　だが、それでも男は戻ってきたのだ。何のために？

「……知ってるか？　すごい占い師がいるって話」

「占いだぁ？　てめえ、いつから頭の中お花畑ちゃんになったんだよ？」

「いや、それがマジですげえんだって。何でも当てるらしいぜ。百発百中？」

「は！　それがマジなら次のレースの勝ち馬当ててみろってんだよ、バカくせえ……」

「いや、でもこれ、金の臭においがしてこねえか？　うまく話を転がせば……」

　占いか。と、男は口元を歪ゆがめた。笑っているように見える。小こ馬ば鹿かにした笑い。

　その占いとやらのせいで、自分は今こんな場所にいる。だが、自分はこんなところでは終わらない。必ずやあのヤンキーを叩たたき潰つぶして、忌いま々いましいこの街も更地にしてやる。

　その一念で、男は八俣町に戻ってきてたのだ。

「……申し訳ありません、占い師の話をしていたのが聞こえたのですが、少しお話しよろしいでしょうか？」

　その男は隣席でくだを巻いていた二人の男に声をかけた。




　久く城じよう明あ日す香かには気がかりなことがある。

　以前、とあるヤンキーに占われた内容についてだ。

『父親と向き合って話し合え。殴なぐり合いでもいい。そうしないといつまで経っても良くならねえぞ』

　そんな内容だった。

　そのヤンキーの占いはよく当たる、明日香自身、その占いで助けられたことがあるのだから、実感としてわかる。だからこそ、憂ゆう鬱うつだ。

　お父様と話し合う……。

　そう考えると明あ日す香かは気が重くて仕方がない。

　明日香は父親から逃れてここ八や俣また町にいる。政略結婚の道具とされるのを良しとしなかったのだ。久く城じよう家のために、物言わぬ人形であることを望まれる人生。それが嫌いやだった。

　だから逃げた。

　けれどそのヤンキーは言ったのだ。逃げるばかりでは解決しない、と。向き合え、と。

　簡単に言う。

　明日香はため息を吐つきたくなる。

　お父様のことを知らないから、簡単に言えるのだ。お父様と面と向かったら、自分の言いたいことを言えるかどうか……。それどころか、うまく絡からめ取られて逃げられなくなる怖おそれの方が強い。お父様はそういうことが得意な方なのだから……。

　父親と真正面から話し合う。その場面を想像すると、それだけで明日香はストレスを感じてしまう。

　自分が父親に立ち向かえるだろうか、という不安。そして、負けて久城家へと引き戻されるのではないかという怖れ。

　それを考えると、父親とは会わない方がいいと思うのだ。このまま、この街で父親から逃れて暮らす。その暮らしを続ける。波風を立てたくない。

　けれど、明日香は知っていた。

　あのヤンキーの占うらないは結構当たるのだ。きっと、お父様に向き合って決着をつけなければ良くないことになるのだろう。

　占いの所せ為いで憂鬱な気分にさせられる。そういうことだ。ちょっと……煩わずらわしい。

　明日香は実際にため息を吐いた。

　そこで、携帯電話が鳴る。




　当の凄すご腕うで占い師、叢むら雲くもカズヤはどうしていたか？

「ちっくしょ……どこ行ったんだよ……？」

　困っていた。何でも見通す占い師でありながら、失なくし物をして困っていた。

「せっかく店長から貰もらったってのに失くしちまうなんて」

　カズヤの探していたのは緑の石だ。ヒスイの欠片かけら。自分の勤めるキャバクラ『スターライト』の店長からお守りとして貰ったもの。けれど、それはいつの間にか消えていた。

　どこで失くしたのか。

　店長に対して、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。自分が酷ひどい恩知らずのように感じる。どうにかして取り戻さなくてはならない。

　だが、ヒスイの欠片かけらは消えてなくなったのに、消えてなくならないものもある。カズヤに取り憑ついた幽ゆう霊れいは一向に消える様子がない。その幽霊、ヒミコが言う。

「すみませんけれど、そんなに気にすることないんじゃないですか？　そんな価値のある物じゃないんでしょう？」

「アホか!?　店長がわざわざくれたんだぞ!?　価値のあるなしじゃねえ！　大事な物なんだよ！」

「大事な物……なら、わたしがいますよ。ヒスイがなくなった代わりに、わたしを大事にすれば万事解決です！　わたしならヒスイと違って、ずっとカズっちさんの傍そばにいてあげますから」

　ヒミコはにっこりと笑いかけてきた。ずっと取り憑いていてあげる、というヒミコからの宣言を受けて、

「……消えてなくなったのが逆だったらよかったのにな」

　カズヤはぼそりと呟つぶやいた。

「またまた心にもないことを」

　その程度の軽い皮肉では、ヒミコはちっとも通じないようだ。

　こんな感じで、叢むら雲くもカズヤは困っていた。

「……しょーがねーな……ダメ元で頼んでみるか。一応、あいつらも探偵だしな……」

　カズヤは久く城じよう明あ日す香かに連絡を入れた。
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　　　１　元ヤンVS恋する空回り




　八や俣また町で噂うわさが流れていた。

　曰いわく、

「どんな悩みでも解決してくれる凄すご腕うでの占うらない師がいる」

「その占いは何でも当たる」

「その占い師にかかれば、全てを見通されて何も隠せない」

「占い師の周りには占いによって救われた取り巻き達が何人もいて、一種のハーレムみたいになっている」

「だからその占い師はかなりのイケメンらしい」

　等々……。




「……って、噂があってえ、わたしも占って欲しいー。幸せになりたーい」

「何？　何？　恋占い？　だったら俺が占っちゃうよ！　あーうー、出ました！　ルルちゃんを幸せにしてくれる本当に大事な人はすぐ傍そばにいるって！　そう、例えば今ルルちゃんの隣にいる……」

「あ、すみませーん！　氷お願いしまーす！」

　カズヤはお店の女の子からアイスボックスを頼まれる。無言で頷うなずき、無愛想にならない程度の笑え顔がお。そして、アイスボックスを取りかえる。だが実際のところ、その女の子と客の会話に内心うんざりしていた。

　……だから、オレは占い師じゃねーってのになんでこんな大おお事ごとになってんだよ。

　噂を耳にした叢むら雲くもカズヤはいつも思うのだ。

　そんな占い師いねーよ、勝手に話膨ふくらませてんじゃねえ。オレはただのキャバクラのボーイだぞ！　と。

　ただし、『その占い師はかなりのイケメンらしい』の部分だけはちょっと嬉うれしかったが。

　そう。カズヤはここ、八俣町のキャバクラ『スターライト』で店員をしているのであって、占いを生なり業わいにしているわけではない。占いなんか、たまたまやっただけに過ぎない。大体、カズヤは占いとかオカルトの類たぐいが嫌いである。その自分が占い師として噂になっているとか何の冗談か。そう思う。だというのに、カズヤの背後から囁ささやく者はわざわざカズヤの神経を逆なでするように誇ほこらしげなのだ。

「……えへへ。カズっちさんもいよいよ有名になって、わたしとしても鼻が高いです」

「……うるせえ。仕事中は話しかけてくんじゃねえ」

　カズヤは独り言めいた呟つぶやきを漏もらす。いや、実際に傍はたから見たら独り言だ。カズヤの傍には誰もいないのだから。ただし、それは霊感がない一般人ならそうだということ。カズヤには見えていたし、聞こえていた。

「すみません。でも、噂うわさになるってことはカズっちさんの功績が広く皆に知られてるってことですよ。嬉うれしくないですか？　カズっちさんの占うらない活動が認められてるんです。人の役に立つって何だか気持ちいいですよね！」

　先程からカズヤにそう囁ささやきかけている相手は少女だった。ただの少女ではない。幽ゆう霊れいだ。しかも、

「それも全て、この天才カリスマ占い師幽霊であるところのヒミコ様の指導のおかげですよね！」

　自分のことをヒミコだと言い張る幽霊である。古代、卜ぼく占せんで国を治めたという女王卑ひ弥み呼こ。それが今、自称美少女幽霊として叢むら雲くもカズヤに取り憑つき華か麗れいに復活！

　で、取り憑かれた方としてはたまったものではないわけで、

「ああ!?」

　威い嚇かくするように語気を強めた。さすがは元ヤンキーといったところ。

「すみません、出しゃばっちゃって本当にすみません。でも、いいんですよ？　素直に感謝の気持ちを表してくれて。わたしはこう見えても母性のカタマリのような美少女幽霊ですから、カズっちさんの素直でないところもむしろカワイイっていうか、有り余る包容力で受け入れてあげます」

「腰低い振りして、なんでそう上から目線なんだよ、おめーは！」

「カズっちさんの好みに合わせてるつもりなんですけど……だってカズっちさんって、明あ日す香かさんみたいな上から目線で強気な子が好みですよね？」

「……話が一気に見えなくなったな……ありとあらゆることがわからねーが、まず第一に何でそこであいつの名前が出てくる？」

　ヒミコは訳知り顔でニマニマし、

「えー？　それはもちろん……」

「おめー……あんま調子乗ってるとどうなるかわかってんだろーな……？」

　カズヤは低い声で呟つぶやいた。そこにカズヤの心情を察したのか、ヒミコは竦すくんだ様に身震いし、

「あわわ……す、すみませんすみません……」

　それから、揉もみ手で窺うかがうような笑え顔がお。

「え、えへへー、ほ、ほら、カズっちさんもそんな怖い顔しないで笑顔、笑顔」

「おめー、いきなり態度卑ひ屈くつ過ぎんだろ！」

「す、すみません……あのう、カズっちさん、わたしのこと嫌いになったりしてないですよね？」

「はあ!?　おめー何言ってんの？」

「だ、だって、カズっちさんに嫌われたら、わたし困ります……カズっちさんしかわたしのこと見える人いないですし……独りぼっちになっちゃう……」

「嫌いになんかなるわけねーだろ」

「カズっちさん……！」

　ヒミコの表情がぱあーっと明るくなる。その背後で花でも咲くかのよう。

「嫌いになんかならねーよ。それじゃ足んねー。嫌いじゃなくて超嫌い」

「ひ、ひどい……」

　しおしおと花が萎しおれた。

「だから、あんま調子に乗んなってこったよ。この前、ちょっとはおめーの占うらない手伝ってやってもいいとは言ったけど、あんまりうるせーようならすぐに止やめっからな」

「うう……」

　ヒミコが傷ついたような顔をするものだから、カズヤは顔をしかめた。頭を搔かく。そして、しょーがねーなと呟つぶやいて、

「……気が向いたら手伝ってやっから、その辛しん気きくせー顔止めろ」

　言い過ぎたか、とそう言い添えた。

　すると途端にヒミコはパッと顔を明るくし、

「ありがとうございます！　だからカズっちさんて大好きです。しょげた振りして無罪放免！　こういうの、チョロいって言うんですか？　カズっちさん、チョロ可愛かわいい！　これからもわたしにうまいこと操あやつられてくださいね」

「おい、さらっと不穏なこと言うんじゃねーよ！　何だ、その楽勝感全開の面つらは！」

　などと一人芝居をしていると、当然不審に思われる。声をかけられた。

「何やってんだ、お前。新しい呼び込みの練習か？　それとも新しい病気の練習か？」

　チンピラだった。いや、よく見たら下げ種す井いだった。キャバクラ『スターライト』におけるカズヤの先輩店員。よく観察しないとチンピラと下種井の違いはわからないが、少なくとも下種井の方がキャバの店員風の格かつ好こうをしている。

「あ、とと、下種井さん」

　ヒミコと話しているところを見られて、カズヤは少々慌あわてる。幽ゆう霊れいが見えている、なんて他人に知られたら奇異の目で見られてしまう。

　……特に、この人に知られたらどう言われることか……。

　カズヤには下種井の言い様が目に浮かぶようだった。

　バカじゃねーの？　何、頭の中メルヘンなこと言ってんだよ？　と。

　カズヤも少しは分別がついている。ここ、スターライトで幽霊が見える等の話はするべきでない。周りから奇異の目で見られることは避けるべきだ。だってここは自分の大切な場所なのだから。だから、カズヤは誤ご魔ま化かすことにした。

「えーと、何か店に問題でもありましたか？」

「あったよ。お前が大問題。何、さっきの？　エア友達に慰なぐさめてもらわなきゃいけないくらい追い詰められてんの？　客にそんなところ見られたら、うちの店の評判だって悪くなんだろ。お前、うちの営業妨害したいの？」

「す、すみません、そういうつもりじゃ……」

「……もしかして、お前、そんなにこの店の仕事が大変か？　……なら、無理すんな。俺は優しいからよ、そういうのには理解あるんだ」

「下げ種す井いさん……？」

　思いがけない下種井の言葉に思わず語尾を上げかけたカズヤ。その背後で花でも咲くかのよう。

「だから、いつ辞めてくれたっていいんだぜ？」

「げ、下種井さぁーん……」

　いつも通りの下種井に語尾を下げた。しおしおと花が萎しおれる。

「ま、そんなのはどうでもいいわ。それより店長がお前に用事だとよ。事務室へ来いって」

「店長が？　何だろう？」

「いよいよクビじゃねーの？　短いようで短い付き合いだったな。俺も感慨深ぶけえよ。外で会ったら遠えん慮りよなく声かけてくんじゃねえぞ。しみったれた奴やつに纏まとわり付かれるとしみったれた運が移っちまう。俺は今度のレースに賭かけてんだからよ。ま、当たったらメシ奢おごってやってもいいけどな」

　しっしっ、とカズヤは下種井に追い立てられるように手で払われる。

「……いつも容よう赦しやねえなあ、下種井さんは……」

　カズヤはぼやきながら、スターライトの奥にある事務室へと向かった。深いため息を漏もらす。ヒミコとの会話を下種井に見られた自分の迂う闊かつさが忌いま々いましい。

　と、その元凶であるヒミコがいけしゃあしゃあと、

「カズっちさん、めげないでくださいね？　大丈夫ですよ！」

　無責任に励ましてきた。

「おめーなあ……それにしても、何で下種井さんはいつもオレにああなんだろうな」

　その呟つぶやきをヒミコが拾う。

「一般的に、気になっている相手には色々口なり手なりを出してくるものですよ。つまり、カズっちさんへの関心の表れじゃないですか？　あの人なりの指導というか好意というか」

「下種井さんが？　オレに？　……それはねーな。あり得ん。あの人のは純粋に悪意だろ。……て、くそ、何また自然にオレに話しかけてきてんだよ！　仕事中は黙だまってろっての！　また誰かに見られて変な人って思われちゃうだろ！」

「す、すみません、少しでもカズっちさんを元気づけようと出過ぎた真ま似ねをしました……。で、でも、申し訳ありませんけど、申し開きさせてください！」

「申し訳ないって言った舌の根も乾かない内に、申し開いてんじゃねーよ！」

　カズヤのそんな異議申し立てはやんわりと却下される。つまり、普通に無視。

「こうやって話しかけるのも、カズっちさんのことが心配だからこそなんです。つい口出ししてしまうんですよ。つまり、一般的に気になっている相手には色々口なり手なりを出してしまうという……」

「あーうるせー！　おんなじこと言うな！　そしておんなじこと言わすな！　仕事中は黙だまってろ！」

　カズヤは叩たたき付けるように呟つぶやいた。

　そして、気を取り直して咳せき払い。事務室の前に立っている。胸元のネクタイなどを整えた後に、ノック。

「失礼しまーす。店長、お呼びだそうで……」

　下げ種す井いとの会話でクビを匂におわされていたカズヤ、俯うつむき加減に入室した。店長と目を合わすのが怖い。おそるおそる、窺うかがうように視線を上げる。だから、不意打ちを食らうことになる。

「……な……!?」

　普通、不意打ちを食らうと１ラウンドの間、何のアクションも取れなくなるものだ。ちなみに１ラウンドは約６秒を目安としてください。

「あ、来てくれたのねぇ、カズヤくーん」

　店長が招き入れるように手を振ってくる。普段と変わりのない口調。だが、外見が普段と違った。

　１ラウンド経過後、

「な……なんでそんな常とこ夏なつ気分なんすか!?　ここハワイ!?」

　店長は水着姿だった。上はビキニに下パレオ。上下とも白だ。上は今にも零こぼれそう。下はミニスカめいていて、妙みように膝ひざ上うえ30センチのライン気になるお年頃。

【効果】男性型クリーチャーの視線を釘くぎ付づけにして幻惑状態にするトラップが発動中である。

　カズヤの疑問の声に対して、

「あ、これぇ？　今度お店のイベントで水着デーをやろうかと思ってぇ」

　のんびりした口調で店長は答える。

「どんなのがいいかなぁ、って色々試してるとこなのよぉ。うふふ、きっと楽しいわよぉ。お店の子達みーんな華はなやかな水着着てトロピカルぅ！　あ、そうだ、女の子達にも何を着たいか聞いとかなきゃ。皆で着るんだものねぇ。カズヤくんはどんな水着がいいと思うかしらぁ？」

　どんな水着がいいって言われても……。

　カズヤはお店の女の子達がむちむち水着姿で『いらっしゃいませえー』している姿を想像してくらくらしてきた。そして、はっと気付く。

　え、皆で……って……その水着デーってボーイも水着姿でやんなきゃいけないの？　え、オレや下げ種す井いさんにも水着を着させるの？
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　下種井がむちむちビキニ姿で『よお、よく来たな。来なかったらこっちから行こうと思ってたとこだぞ、てめー、らっしゃい』している姿を想像してくらくらしてきた。

　……誰が得するの？

　といった疑問はひとまず飲み込んで、カズヤは必死に諌いさめた。

「すみませんけど、店長！　一応うち飲食店なんで、そういう格かつ好こうを女の子達にさせるのは非常にまずいというか！」

「ええぇ？　不衛生だってことぉ？　ひどぉい。カズヤくん、私の水着姿ってそんなに汚い？　ちょっとショック……」

「いや、そういうことでは全然なくってですね！　ていうか、汚いんじゃなくて何という女神の所業？　いやいや、そうじゃなくて……いや、衛生法的にというより風営法的にまずいんじゃないかと。それに多分、別の店と間違える客が続出して店の中えらい騒さわぎになりますよ！」

　カズヤは目め眩まいがする。実際に思い浮かべたのだ。目の前の水着姿にタガの外れた客がお触さわりしまくるであろう、地獄絵図。

　わざわざ客から犯罪を引き起こすような格好を女の子達にさせる……それはもう何というか囮おとり捜査というか、罪のないところに敢あえて罪を作り出すというか、ともかくスターライトの平穏をぶち壊してはいけない！

「とにかくダメです！　絶対ダメ！　水着デー禁止！」

「そうぉ？　残念ねぇ、せっかく可愛かわいい水着を見せたかったのになぁ」

「てか、店長もその格かつ好こうで店に出る気満々!?　なんて言うか……店長って事ある毎にお店に出たがりますよね？　目を離すとすぐお店の女の子達と一いつ緒しよになってお客さんの席に着いたり……」

「だってぇ、スーツ姿で奥で伝票整理とかシフトがどうとかつまんないんだもの」

　口を尖とがらせて愚ぐ痴ちを言う店長。

「わたしも綺き麗れいなドレス着てお客さんとキャッキャウフフしたい時だってあるわよぉ」

　そればっかじゃないか……とのカズヤの思いはともかく、

「……とにかく、その、色々困るんで、早く元の服を着てください。それと水着デーはなしの方向で。だからオレ、希望の水着とかないですよ。それでいいですね？」

「女の子達に着せたい水着ないの？　つまり全裸？　うぅん、さすがにそれは大胆ねぇ。私はいいけど他の女の子達はどうかしらぁ？」

「ちょっ、そ、そんなこと言ってないでしょう!?　ていうか、店長はいいんすか!?　そんな格好で人前に出たら捕まるし！　日本の警察舐なめてる!?」

　エロ関係に関する仕事熱心さについては日本の警察はかなり優秀である。たった１枚のＨ画像でもすぐ捕まります。

「カズヤくんなら全裸になっても逃げられるでしょぉ？　ヤクザ屋さんに追いかけられても平気な人だしぃ。じゃあ、全裸で良いじゃない」

「逃げられるから全裸になってもいいとか、完全に変態じゃないですか！」

「相変わらずツッコミ体質ねぇ」

　店長のたわわな部分が揺ゆれた。カズヤは目を逸そらす。目のやり場に困る。困ったから、

「じゃあ、用がないならオレ仕事に戻りますね」

　さっさとその場から退散しようとした。が、止められる。

「ちょっと待って。まだカズヤくんへのお話は済んでないわよぉ」

「？　オレを呼んだのって水着デーのことじゃないんですか？」

「違うの。もっと大切なこと。あのねカズヤくん、ミサキちゃんのこと何か聞いてるぅ？」

「ミサキちゃん？」

　カズヤはお店の女の子の顔を思い浮かべる。小柄でどこか華はなやかな女の子だ。可愛らしくてお客からの指名も多い。遅刻は多いが、それはいつものこと。

「ミサキちゃんがどうかしたんですか？」

「うぅん……ちょっと、ね。カズヤくんなら何か心当たりあるかと思ったんだけど……」

「オレが？」

「ミサキちゃん、カズヤくんに相談事とかしてないかしらぁ？　ご家族に何かあったとか……」

「いえ、聞いてないですけど……何があったんです？」

「その、ねぇ……ミサキちゃん、昨日お給料の前借りをお願いしてきたのよねぇ」

「前借り？　今までそんなことミサキちゃんがしてきたことないですよね」

「そうよぉ。そういうところはしっかりしてる子だから、急にお願いされて変に思って……理由を聞いても、わたしにはあんまりはっきりしたこと言ってくれなくってねぇ。きっとプライベートなことなんだと思うの……だから、カズヤくんなら知ってるかと思ったんだけど」

「いえ、ちょっと心当たりは……ていうか、どうしてオレなら知ってるって思ったんです？」

「あらぁ？　だってミサキちゃんは……」

　言いかけて、店長はカズヤの表情をじっと窺うかがってくる。そして、ぽつりと、

「……うぅん、明あ日す香かちゃんもいるものねぇ……二人のことで揺ゆれてるってところかしらぁ？」

　揺れてるのは店長の胸だ。などということを、カズヤはちっとも考えない。

「カズっちさん、何を妄もう想そうしてるんですか？」

　考えてないといっているのに、ヒミコがカズヤの内心を見透かすかのように尋たずねてくる。

「何も妄想なんてしてねーよ！」

「すみません、何か上の空でＨなことでも妄想しているように見えたものですから」

「オレはあの姉ちゃんみてーに妄想に浸ひたったりしねーの！」




　──一方その頃、八や俣また町のとある探偵事務所で盛大なくしゃみが炸さく裂れつしたという。

「どうしたヒナ君、胸部の貧しさからくる寒さに耐えられなくなったのかね？」

「はい、所長。懐ふところの貧しさに。お給料上げてください。……冗談はさておき、誰かが噂うわさでもしてるみたいですね……困りました。いよいよ組織がわたしの能力に気付いて動き出したのかもしれません。

　ちなみに、その組織には不ふ動どう明みよう王おうの異名を持つ凄すご腕うでの狩人かりうどがいるんです。彼に狙ねらわれた相手は逃げられない……そんな彼が柄にもなく、偶然道で女の子と知り合うんです。それはたわいもない、けれど優しい時間でした。人を遠ざけて誰とも関かかわらないように生きてきた彼にとっては思いもかけない贈り物。……まさか、彼女が次のターゲットだなんて思いもしないで……。組織からは彼女を消すように指令が下ります。不動明王は初めて苦悩し、そして自分の心に従うことにしました。裏切りです。女の子と一いつ緒しよに街から出ようとするんです。当然、組織は黙だまっていないですよね！　追手が放たれるんですけど、その追手が実は不動明王のこと大好きで！　もう、あっちでもこっちでも愛する人を殺さなくちゃいけないと苦悩しまくり！　よし、これでいきましょう！」

「……どこへ行くのか知らないが、風か邪ぜには気をつけたまえ。こじらすと厄やつ介かいだ」

　もう十分何かがこじれている。

　小こ森もり探偵事務所は平常運転だったが、それはさておき──




　スターライトでは店長がやれやれと、

「……ミサキちゃんも可哀かわい想そうねぇ」

「はあ……？」

　カズヤは店長の答えに首を捻ひねる。その店長、首を横に振りつつ、

「……まあちょっと気にしてあげてね」

「わかりました。ミサキちゃんの様子に気を配るようにします」

「そうぉ？　じゃあよろしくねぇ」

　その言葉を受けて、カズヤは急いで事務室から出た。店長が今にも水着を着替え出しそうな雰ふん囲い気きだったからだ。




　店長から言われたミサキの異変。カズヤはそれをすぐに知ることとなった。というのも、ミサキが実際に店に姿を現したからだ。しかも、遅刻せずに！

「あ、あれ？　ミサキちゃん、今日は早いね……え……？」

　スターライトの扉が開いて、カランコロンとベルが鳴る。そうしてミサキを迎えたカズヤは一いつ瞬しゆん目を疑ったものだ。

　……なんだ、この格かつ好こう？

　まったく似合っていなかった。ミサキは小柄で可愛かわいい系だ。仕事中はピンク系統のドレスを着ているし、私服もモコモコしていたり可愛いアクセサリーで飾っている。高校生か、下へ手たをすると中学生っぽい趣味・嗜し好こうといえよう。キャラ小物を携帯やバッグにつけてご満悦。それがまたよく似合っていた。

　なのに今。

　ミサキはヒョウ柄コートなどを身につけているのだ。しかも、露ろ出しゆつが多い割には大人っぽくもなく、かえってちんちくりんといった印象。そのコート、カズヤにはよくわからないがブランド品のようだ。それまでミサキが愛用していたティーン系のブランドではあり得えない。そして、極めつけはそのメイク。それまでのミサキはナチュラルメイクで自然な感じだった。素肌感覚とでも言うべきか。それがドギツイアイラインを入れ、ラメもキラキラ。肌は明らかにファンデーションの塗り過ぎで素肌感が全くなくなっていた。濃過ぎる。口元は不自然なまでに赤いリップで、そこだけ浮き上がったかのよう。

　要するに、マンガか何かでよくあるような厚化粧だった。

　そんな不釣り合いな服装やメイクでキめたミサキは、店に入るなりカズヤの前でじっと立ち止まるではないか。どこか期待した眼まな差ざし。それからよそ行きの声で、

「ふふ、びっくりしちゃった？　見み惚ほれちゃって……でもいいよ、カズっちになら」

　と、ポーズまで決める。モデル立ち。

　鼻高々、といった気持ちが言葉に含まれていた。気取った感じの鼻声だ。

　カズっちにならいいよ、と許されて、正直者のカズヤは心のままに答えた。

「……いや……これは……マジでミサキちゃん、何があったの？　何か悩みでもあるの？　だったらオレに相談してくれよ！」

　心配になる。服装の乱れは心の乱れ、などというお定まりの言葉が常に真実であるとはカズヤは思わない。が、あまりにこれまでと違うと、さすがに何かあったのかと思ってしまう。しかも唐とう突とつ過ぎる変化だ。カズヤの記憶する限り、こうなるような前兆は何もなかった。少しずつメイクの仕方が変わってきていたとか、服装が派手になってきていたとか、そういった変化もなく今日いきなりのこれ。まさに不意打ち。１ラウンドノーアクションノーリアクションになってしまうほどの衝撃だ。

　ところが、どういうわけかミサキの方も衝撃を受けたようで、

「……え……？」

　と、一いつ瞬しゆん絶句してしまう。それから、

「ほ、ほら、セクシー系でしょ？　こういうのが、その、大人の女っぽいっていうか……」

　セクシー系のつもりだったのか！　とカズヤはファッションという世界の広大無辺さに打ちのめされてしまう。呆ぼう然ぜん。

「……あの、すみません、カズっちさん？　大変申し訳ないんですけれど、ちょっとご忠告したいことが……」

　背後からヒミコに囁ささやかれ、カズヤははっと我を取り戻した。咳せき払いなどして、気持ちを切り替える。

「……あの、ミサキちゃん？　とにかく、まず奥でお店に出る準備を……」

「うわ、なんだ!?」

　素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げた奴やつがいる。下げ種す井いだ。のこのこと、入り口の様子を見に来たらしい。下種井は無ぶ遠えん慮りよにミサキの顔をじろじろ見つめ、

「なんだ、ミサキちゃんかよ。どういう心境の変化？　なんでオカマちゃんのコスプレしてんの？」

「……オカマちゃん？」

「いや、だってその化粧とかよ……違うの？　とにかく、全然似合ってねえなあ！」

　下種井の言葉に、ミサキはさっと顔色を変えた。

「……似合ってない……？」

「ああ、全然ダメ。特にその塗りたくったファンデは何のつもりだよ？　オカマじゃなかったらオサル？　それとも新手の都市型迷彩ってやつか？　あ、わかった。鳥除けだろ。カラスとかビビらせようって魂こん胆たんか……でもなければ、セルフ罰ゲームでも受けてんの、それ？」

　下種井は顔をしかめて首を振る。やれやれ、といった風ふ情ぜい。

　カズヤはミサキの目が潤うるむのに敏感に反応した。やべぇ、と手を差し出し、

「あ、あの、ミサキちゃん……」

「げ、下げ種す井いさんのダイナマイトあほーっ！」

「ぽぅ……っ」

　ミサキのか細い拳こぶしが握り締められ、下種井の腹へと吸い込まれていた。魂の抜けるような下種井の吐と息いき。そして、どすん、と尻しりから床に崩れ落ちる。全く鍛きたえられていない腹筋を押さえて転がり回る下種井。

　ミサキはそんな下種井を上から見下ろしながら、

「下種井さんなんて、今度のレースで全財産スって一生煮干で生きれ！」

　悪口だか何だかよくわからないことを言うのだった。感情が高ぶって、言葉がそれについていかなかったのであろう。

　そして憤ふん然ぜんと、スターライトの扉を閉めて出ていってしまった。扉につけられたベルが耳みみ障ざわりに鳴る。その剣幕に、カズヤも声をかけられなかった。

「……すっげー怒ってたな、ミサキちゃん……」

　あのミサキちゃんが手を出すなんて思わなかったぜ……。カズヤはそう思いつつ、転がる下種井に手を差し伸べて、

「あの、大丈夫っすか？　下種井さん？」

「う、うるせえ！　見せモンじゃねえぞ！　散れ！　散らねえか！」

　下種井は顔を赤くして、その手を払ってきた。自力で立ち上がり、

「見てんじゃねーよ！　んだぁ？　俺が女にボディブロー食らって引っくり返ったとでも思ってんのか!?　んなわけねえだろ！　ギャグだよギャグ！　人間モップになって床掃除するっていうギャグ！　……ギャグなんだからちゃんとツッコめよ、コラァ！」

「はあ……」

　ツッコミポイントが多過ぎて、カズヤは流さざるを得ない。円滑な人間関係を維持するにはツッコまない勇気も必要だ。

「それをお前、まるで俺が本当にミサキにノされたみたいな顔して、『大丈夫っすか？』じゃねーんだよ、クソが！　……ったくよ、何だってんだ、あいつ」

　恨うらみがましい目で、下種井はスターライトの外へと繫つながる扉を睨にらむ。忌いま々いましげに舌打ち。

　カズヤは胸むな騒さわぎがして呟つぶやく。

「それにしても、ミサキちゃん、どうしたんですかね……？」

「おう、お前もおかしいと思っただろ、あれ！　なんだよあの格かつ好こう？　お前がああしろって言ったんじゃねえだろうな？」

「い、言わないですよ！」

「本当か？　女はやっぱセクシー系がいいとかどっかでぽろっと言ったんじゃねえのか？」

「まさか！　オレそんなこと言った覚え、まるでないです！」

　下げ種す井いは疑わしげに目を細めるではないか。

「そいつはどうだろうな？　女の子は結構ボーイの一言に反応して傷付いたりするもんだからよ。お前、そういうとこ全然気が回らなそうだから気をつけろ？　いらねえこと言って女の子の機き嫌げん損ねるとか、ボーイとして一番やっちゃいけねえことだかんな」

　いけしゃあしゃあという下種井。さっきミサキにいらないことを言っていた人物とはまったく思えない。カズヤが下種井のことを、すげーなこの人、と思うのはこういう時だ。まったく尊敬できないし真ま似ねしようとも思わないが、とにかくすごい。

　下種井は吐はき捨てるように、

「あー、もー知らねー！　俺は知らねーからな。だから、ミサキのフォローはお前がやっとけよ。面倒見てやれ、お前が。俺に何か言ってくんじゃねえぞ！」

　カズヤに命じてくる。

「あいつがこれで店辞めたりしたらお前のせいだかんな」

「オレっすか!?」

「ったりめーだろ！　ボーイの仕事には店の女の子の精神的なケアも含まれるんだよ！　ああ？　で、お前はなんだ？　この店のボーイだろ？　俺、何か間違ったこと言ってるか？」

　……下種井さんもボーイなんだけど……やっぱこの人、ほんとすげーなあ。

「でも、ミサキちゃんのフォローしろったってどうすりゃイイんすか？　あんな風になった理由だって訳わかんないのに……」

「男だな」

　下種井はズバリと言ったものだ。

「ああいう変な方向に急にトチ狂うってのは大体男絡がらみなんだよ。男になんかそそのかされてあんな格かつ好こうしだしたに違いねえ。だからよ、お前がその男シメルなりぶっ殺すなりしてミサキの目を覚まさせろ。それで万事解決だ」

「んな無茶苦茶な……」

「とにかく、ミサキのことはお前に任した」

　言うだけ言って、下種井は店の奥へと消えてしまう。おそらく、次の競馬の予想で忙しいのだろう。

「……なんだよ、これ……」

　カズヤは頭を抱かかえたくなった。

　ミサキちゃんの様子が変だっていう店長の話は事実だと身を持って知った。……それでどうしろってんだ？　ミサキちゃんに何か悩みがあるってんならオレも手を貸してやれるだろうさ。でも、万が一下種井さんの言う通り男絡みなのだとしたら……オレには荷が重過ぎるってもんだろ。色恋沙ざ汰たはよくわからん。

　などと考え込んでいると、再び背後からヒミコの声。

「あのう、すみません……先程もご忠告しかけたんですけれど、改めて。あのミサキって女の子から、そこはかとなく不幸になる気配が漂ってましたよ。今の内に彼女の手相を見て、不幸を食い止めてあげてはいかがですか？」

「またおめーのその言い草かよ……そういう、助けないと大変なことになりますよ！　的な脅きよう迫はく止やめてくれる？」

「でも、本当のことなんですから仕方がないです。すみません、占うらないが当たってばかりで本当にすみません。カズっちさんも覚悟を決めて、彼女を助けるように全力を尽つくすべきですよ」

「偉そうに、幽ゆう霊れい風ふ情ぜいが……」

　とはいえ、店長からもミサキを気にしてやってくれと言われている。このまま放ってはおけない。

　そもそも店をほったらかしてどっか行っちゃった女の子は連れ戻さなきゃな……せっかく今日は遅刻しないで来たんだから。

　カズヤは店内に目を移す。丁度、ソファに座っていたアケミ姉さんと目が合った。今はお客についていない。いつものように超然とした座り方。姿勢がピッとしていて気持ちいいくらいだ。深い青色をしたドレスはチャイナ風。

　カズヤは素早くアケミ姉さんの待機している席まで歩み寄ると、

「すんません、アケミ姉さん。オレ、これからちょっと外に出ますんで、そのこと店長に伝えといてもらえますか？」

「いいけど……ミサキのこと？」

　落ち着いた声だ。切れ長の目がカズヤを一いち瞥べつしてくる。

「あ、見てました？」

「ええ」

　短く答えたアケミ姉さん、何に思い至ったのか、急にカズヤを睨にらみ付け、

「別に見たくて見たわけじゃないから。店の入り口で何か騒さわいでいれば当然気になるわよ」

「そんなに騒がしかったですか？　すんません……」

「ええ、そうね。わたしがまるでいつもあんたを見てるみたいな言い方されると心外だわ」

「はあ？」

　カズヤの答えに、アケミ姉さんは、ふん、と横を向いた。

「……ああいう騒ぎはお客さんの見えない所でやってほしいわね。プロなんだから」

「す、すんません……」

　アケミ姉さんの厳しい口調に、カズヤたじたじ。と、アケミ姉さんの表情が気遣わしげになる。

「それで、ミサキのことだけど……あんたは何か聞いてるの？」

「あー、その……店長から給料の前借りをしたとかで」

「そう……あの子、急にまとまったお金が必要になったみたいね」

「アケミ姉さんは何か知ってるんですか？」

「……昨日、メールを見てから急に慌あわて出したのよ。せっかくのチャンスなのに今日手持ちがない、とかおろおろして……」

　せっかくのチャンス？　何があったんだ？

「下げ種す井いさんは男絡がらみだって言うんすよ」

「……男に貢みつぐためにお金が必要になったっていうの？」

　アケミ姉さんは含むところのある目でカズヤの顔を見る。そして、

「……それはないわね」

　僅わずかに眉まゆをひそめて言った。

　ともかく昨日、ミサキに何かあったのは確かなようだ。

　カズヤは急いで店の外に出る。

　そこは八や俣また町は安あん針しん通り。いつもの喧けん騒そうが、わっ、とカズヤを取り囲んだ。まだ夜としては早い時間だが、酔客は既に多い。人だかりで万歳三唱している連中がいる。どこかの学校のサークルが変なノリになっているのか、サラリーマンの退職記念とかかもしれない。柄の悪い若者達がその雑踏を搔かき分け走り去る。その後ろから「待てこのガキ！」と喚わめきながらヤクザらしき男達が追いかけていった。実にありふれた光景だ。特にここ最近は不良グループがヤクザのシマで勝手な商売をすることが多いらしく、頭からダラダラ血を流して走り回っている元気な連中をよく見る。もちろん、安針通りを行きかっているのは酔っ払いやヤクザだけではない。闊かつ歩ぽする女の子達は水商売風が一番多かった。その中にミサキの姿はない。どこへ行ってしまったのか。

　カズヤは当てもなく通りを行く。ミサキの姿を追い求めた。女の子の姿が目に入ったり声が聞こえると、即反応。食い入るようにそちらを見つめては、落胆を繰り返す。見つめられた女の子達が気味悪そうに顔を背そむけたりするのには気付かない。

　また違った……いねえなあ……。

　だが、遂に。遂に見知った女の子の姿がカズヤの目に入るではないか。

「あ？　……あれは？」

　それは黒ゴス少女だった。普通のゴスロリ少女ならある意味街に溶け込んでいたかもしれない。安針通りは紳士の社交場が軒のきを連ねる通りだ。このような格かつ好こうの女の子も少なくない。だが、彼女は目立ってしまっていた。触れるのを躊躇ためらわせるような高貴な美しさが滲にじみ出ていたからだ。その容姿ゆえに、道行く酔漢が一々振り返っている。

「……あいつ、何やってんだ？」

　その黒ゴス少女、久く城じよう明あ日す香かは往来で何事か言い合っているようなのだ。相手は女性。ただし、この街には似合わないかっちりした身み形なりの若い女性だ。言い合っているというより、明あ日す香かが一方的に拒絶しているといったところか。

「……もうお話しすることはありません」

　そんな明日香の声が聞こえた。そして、かっちりした身形の女性が引き留めようとするのにも関かかわらず、背を向けて行ってしまう。

　どうも、穏やかではない。

　カズヤはついつい明日香のもとへ駆かけ寄った。人混みを搔かき分け、声をかける。

「おい、何やってんだ？」

　はっとしたように、明日香はカズヤを見上げてきた。

「ああ、あなたでしたか……」

「何かさっきトラブってなかったか？　何があったんだよ？」

「それは……あなたには関係のないことです」

　明日香はツンとした様子で横を向く。そして、思い出したかのように、

「それより、あなたの依頼ですが……所長は報酬が羊よう羹かん一切れでは承うけたまわりかねると申しております」

「ああ？　探偵のくせに事件を選えり好みすんのか、おめーの事務所は？」

「事件？　どこかで失なくした石を一つ探し出すというのが事件ですか？」

「他人から見りゃくだらないものでも、本人にとっちゃ大切な物ってことがあんだよ。小せーこと言うな」

　カズヤは明日香の高貴さにも無む頓とん着ちやくに文句を言った。

　彼女は人じん品ぴん卑いやしからぬ名家、久く城じよう家の子女。裕福な資産家の娘として、本来ならカズヤと交わることなどなかったであろう少女だ。

　それが今、故ゆえあって八や俣また町で探偵助手をしている。久城家を出しゆつ奔ぽんし、小こ森もりという探偵の所に転がり込んだのだ（というか、小森からすれば押し付けられたというべきか）。何という転落人生、そして探偵助手で黒ゴス姿に何か必然性があるのかといった疑念はさておき。

　それらの顚てん末まつにカズヤは深く関かかわっていた。明日香を八俣町に繫つなぎとめたのはカズヤだ。

　そして、久城明日香もまたカズヤにとって特別な存在と言える。というのも、明日香はヒミコの存在を、すなわち霊れいが見えるというカズヤの言葉を信じてくれた唯一の相手だからだ。だから、本来ならお互いにもっと心の交流とか歩み寄りとかあっていいはずなのだが、

「ところで、聞いていますよ。あなた、占うらないにかこつけて随ずい分ぶん沢たく山さんの女の子達に手を出しているとか……呆あきれますね」

　明日香からの蔑さげすんだ視線。どうも二人はやり合ってばかりなのだ。

　また例の噂うわさか！　とカズヤは憤いきどおる。

「はああ!?　してねーよ、そんなこと！　つーか、どうやってやるんだよ!?」

　占うらないを使って女の子に手を出す。そんなこと考えもしなかったカズヤにとっては言いがかりも甚はなはだしいというもの。カズヤは占いが嫌いだ。その嫌いな占いを利用してまでモテようとするとか、そんなみっとねー真ま似ねできるか！　どんだけ女の子に飢えてんだよオレ!?　という思いが強い。

　そう聞いて、明あ日す香かはちょっと考え込んだ様子。

「……でも、街で噂うわさの占い師として有名ですよ、あなたの悪行は」

「オレがそんなことする人間に見えるか!?」

「まあ、見えませんね」

　明日香はあっさり認めた。

「おお、わかってんじゃねーか」

「あなたはそのように要領のいい頭の良い人物ではありません」

「そうそう、オレはそんな頭良くねえ……何か釈しやく然ぜんとしねーンだけど……？」

「私の知っている叢むら雲くもカズヤは他人のために厄やつ介かい事ごとを抱かかえ込んでばかりいる愚おろかな人です。良い言葉でいえばお人よしですね」

「おめーなあ！」

「……どうせ、今も何か厄介に巻き込まれているのでしょう？　誰かのために。あなたがこの時間に店から飛び出して走り回っているとしたら、それしかありませんからね」

　やれやれ。と、わかったような顔で頷うなずく明日香に、カズヤは言い返せない。仕方ないから小学生のような反論をした。

「……んだよ、その顔！」

「違うのですか？」

「……違わねーけど……まあいーや。つーか、人探しならおめーら探偵にとっちゃお手のもんだろ？」

　いいこと思い付いた！　と、カズヤは表情を明るくし、本当に思い付きで話し出す。

「追加で調査依頼だ。オレのヒスイだけじゃなくて、おめー、うちの店の女の子のミサキちゃん、どこにいるか調べてくんねーか？　ミサキちゃんの顔は知ってるだろ？　前にスターライトで会ったもんな？」

　言われて、明日香がため息を吐つく。疲れたような息だ。

「いきなり聞かれて居場所などわかるわけないでしょう……と言いたいところですが知っています」

「そっかー、わかんねーかー……て、え、マジで？」

「つい先ほどこの通りの先の『どんき☆ほおって』に向かうのを見ました」

　カズヤ、途端に気を良くして、

「サンキュー！　ありがとな！　いやー、やっぱおめー頼りになるわ」

　笑え顔がおを浮かべた。それを見て、明あ日す香かは視線をどこにやるべきかわからなくなったかのよう。あたふたと顔を逸そらし、カズヤの笑顔から逃れる。

「た、たまたま見かけただけです。何も調査したり褒ほめられるようなことをしたわけでは……」

「いや、マジで助かったよ。ミサキちゃんが心配でよ」

　すっ、と雰ふん囲い気きが硬化した。

「……少し確認させてください。あなたはミサキさんを探して必死だったというわけですか……？」

「ああ。急に店を飛び出していったし、昨日から様子が変だったらしくてな……やっぱほっとけねーだろ」

　店のボーイとしては、という言葉をカズヤは省略した。

「放っておけない……ですか」

「ああ。てなわけで、オレもう行くわ。おめーも仕事だか何だか知らねーけど、あんま遅くまでここら辺うろうろしてんじゃねーぞ？　じゃーな」

　カズヤは気が急せいていた。さっさと手を振って、『どんき☆ほおって』へと駆かけ出してしまう。だから、その後の明日香の呟つぶやきを耳にすることはなかった。

「……どうして私はこんなに嫌いやな子なのかしら」

　明日香は俯うつむく。

「……ミサキさんのことを心配するのではなくて、むしろ羨うらやましいだなんて……なんて浅ましい……」

「ここにいたのかね、お嬢じよう様」

　明日香に話しかけてくる男がいる。メガネの中年男だ。運動不足が体に表れている。

「勝手に持ち場を離れてもらっては困るな。ようやくポチの居場所を特定できたんだ。まさか不良グループのボスになってたとは……。事務所に連絡してヒナ君にも応援に……どうしたのかね？」

　その中年探偵小こ森もりは明日香の様子に片かた眉まゆを上げる。明日香は一いつ瞬しゆん間を置いたが、すぐに昂こう然ぜんと顔を上げ、

「何でもありません」

　弱味など何もないかのようにきっぱりと言った。




　カズヤは『どんき☆ほおって』の前に立つミサキの姿を発見した。カズヤの登場に、ミサキが目を見張る。

「カズっち……やだ、ちょっとタイム！　見ないで！」

　恥はずかしげに顔を伏せる。

「……こんな失敗メイク、見られたくないよ！」

　失敗したという自覚が、今はあるようだ。

　カズヤは問う。

「ミサキちゃん……聞いたぜ。何か急に金が必要になったって。昨日からそんなこと言ってたらしいじゃん。なあ、マジで何があったの？　オレが力を貸せることなら何でもするから、事情を話してくれよ」

　下げ種す井いさんの読み通り、もしかして悪い男に集たかられているのか。それとも、何か事故でも起こして弁償しないといけないとかなのか？

「え……本当に、カズっちが力貸してくれるの？　わたしの、その……願いを叶かなえてくれる？」

　ミサキの問いに、カズヤが大きく頷うなずく。

「金は持ってねーから貸せねーけど、それ以外だったら胸を貸せるぜ」

「じゃ、じゃあ……あのね、わたし、このままじゃ一生治らない病気にかかってて……不治の病やまい？　それを治すのにお金が必要だったの！　……うん、噓うそじゃないよね？」

　まるで自分に言い聞かせるようなミサキの言葉。

「病気!?　マジかよ!?」

　カズヤは目を剝むいた。一生治らないとか穏やかじゃねーな。……だからミサキちゃんが不幸になりかけてる、とヒミコも嗅かぎ付けたってわけか？

　そこまで考えて、カズヤは思い当たる。

　そうだ、ヒミコがいるじゃねーか。

　カズヤは背後の霊に囁ささやきかけた。もちろん、ミサキに聞こえないように小声で、

「……おい、ミサキちゃん困ってるんだけど。おめーの占うらないで何とかできねーのかよ」

「それはまあ、手相を見れば健康上の問題点やその解決法がわかることもありますけれど……」

　ヒミコは神しん妙みように首を傾かしげている。が、カズヤは気にせず、

「おう、じゃあ頼む」

「すみません、でも、それがこの子の本当の不幸の原因かどうか、なんだかあやふやで……」

「ああ!?　何ごちゃごちゃ抜かしてんだ？　おめーの存在する意味なんてこんな時くらいしかねえんだから、うだうだ言ってんじゃねーよ！」

「ひ、ひどい……」

　と、カズヤはミサキに向き直り、

「ちょっと悪い」

　その手を取った。やや強引に。ミサキは目を丸くし、

「え、あの、カズっち？　急にどうしたの？」

　あたふたする。

　カズヤはどう説明したものか……と言い淀よどんだが、結局簡潔に言うことにした。

「占いだよ」

「え？　なに？」

　ミサキは意味がわからないようだ。それはそうだろう。病気を治すのにお金が必要なんだけど……と話したら唐とう突とつに、じゃあ占うらないで、と言われたのだから。しかもそう言ってきた相手は占いなどと無縁にしか見えないカズヤだ。

　カズヤは言葉を継ぎ足した。

「ミサキちゃんがどうしたら治るか、オレが占ってやるって。だから、手相を見せてくれ」

「カズっち、占いとかするの？」

　ミサキは目を丸くしている。

「ああ、するんだよ。……不本意ながら」

「でも、カズっち占いのこと大嫌いだって前言ってたよね？　どういうこと？」

「あー……それは……うん、オレ占いとか嫌いだよ。大嫌い」

　そう聞いて、カズヤの背後から恨うらみがましい声がする。

「うう、すみません、それはちょっと酷ひどくないですか？　わたしに散々占いさせたくせに……カズっちさん、わたしに飽きたらポイ、ですか？　体だけが目当てだったんですね」

　ヒミコの余計な一言。なんか覚えたての言葉を使いたいだけかもしれない。

「訳分からんこと抜かすな！　体とか言って、おめーに実体とかねーだろ！」

　カズヤが一人激げつ昂こうしている（ように見える）のを見て、ミサキが呆あつ気けに取られる。

「ど、どうしたのカズっち？　いつもの独り言……？」

「あ、いや、なんでもねーんだ、うん。と、とにかくオレは今も占いなんか大っ嫌いだ。特に今、更に嫌いになった」

　背後のヒミコに当てつけて言う。

「でも、本当にクソ忌いま々いましいけど……こいつの、じゃねーや、オレの手相占いって結構当たるんだぜ。だから、ミサキちゃんの病気のことも何とかできるかもしんねー。良い医者とか治療法とか何に気をつけたらいいかとか……助言できると思うんだよ」

「へえー、そうなんだ……ふふっ、それってまるであの占い師さんみたいだね！」

「ん？　あの占い師って？」

「知らない？　最近八や俣また町で噂うわさの占い師さん。有名なんだよ」

　ミサキが微ほほ笑えんだのを見て、カズヤは意を強くする。

「ああ、実はオレ、街で噂のその占い師なんだ。だから、安心してオレに任せてくれよ！」

　くだらない噂でも、こういう時は活用させてもらおう。ミサキの気持ちを少しでも楽にしてやれるように。カズヤはそう思って、あえて誇らしげに胸を張ってやった。そうすると、実に自信ありげに見える。

　それを見て、ミサキは小さく笑った。

「そっかー……カズっち、わたしを元気づけるために……無理してそんな冗談言ってくれてるんだね。うふふ、ありがとう」

「いや、別に無理してるとかじゃねーけど……」

　何だか見み透すかされているようで、カズヤは居い心ごこ地ちが悪い。ミサキは先程からカズヤに握られている手に目をやり、嬉うれしそうに笑う。

「ふふっ、いいからいいから！　わー、カズっちにそこまで心配してもらえたなら、それだけで占うらないは当たってたかも」

「ん？　どういうこと？」

「んっふっふ、もう病気治っちゃったかもしんないなー」

「早いな！　まだ、オレ手相見てないんだけど」

「あ、そっかそっか。じゃあ、見て見て！　わたしの病気がどうしたら治るのか、じーっくり見てよ。……それで治し方教えてよね」

「？　おう、任せてくれ」

　カズヤは言いつつ、ミサキの手をじっと見る。更に小声で、

「……どうだ？」

「……うーん……生命線が途切れてますね」

　ヒミコの返答に、カズヤは更に問うた。

「それが切れてると、やっぱ病気になったり事故に遭ったりすんのか？」

「いえ、一概にそうとは言えないです。生命線が途切れている相は身体的な変化が起こることを表しています。別に病気になるとかだけではなくて、体質が変化するとか生活環境が変わることでも生命線が途切れることがあります。しかも、この子の場合、生命線は途中で途切れていますけれど、そこから重なるように生命線が伸び続けていますから怪け我がや病気になったとしても快復が早いことを意味している相ですね。生命線の張り出し方も大きいですし……こういう相は生命力が強いんですよ。……うーん……健康面での心配事を示す星や四角も生命線上に表れてないですか……わかりました。結論から言うと、この子は今のところ健康上の問題点はありません」

「はあ？　だってミサキちゃんは……」

「すみません。でも、病気じゃありません。彼女、何か勘違いしてるんじゃないでしょうか？」

　ヒミコの言葉にカズヤは首を傾かしげつつ、

「あー……ミサキちゃん？　手相見たところ、ミサキちゃん病気どころかむしろ全然元気そうなんだけど……病気ってどんな病気な訳？　どんなふうに具合が悪いの？」

「ふぇ？　あ、あの、その、わたしの病気は……その、特に熱が出たり、胸が痛くなったり……い、いや、でもそんなお医者さんに診みせるような物じゃないっていうか……」

　しどろもどろになるミサキ。

「？　どうもよくわかんねーな……どういうこと？」

「あ、あのね。実はこの病気って……えーっと……心配しなくて大丈夫だから！」

「そうはいかねーよ！　不治の病やまいなんだろ？」

「実はもう既に治し方は教えてもらってるの、占うらないで。この病気を治す方法」

「はあ？　占いで教えてもらった……？」

「うん。さっき言ったよく当たるって評判の占い師さんにね、どうしたら好きな人に振り向いて……あわわ、あの、わたしの病気！　わたしの病気治りますか？　って、占ってもらったんだよ」

　ミサキちゃん、何言ってんだ？　とカズヤはますますわからない。そんなカズヤの様子を見て、ミサキは一から話し始めることにしたようだ。

「あのね、昨日の夜、急にその占い師さんに占ってもらえることになったんだけど……一回見てもらうのにびっくりするくらいお金がかかるんだよ。しかも時間が今しか空あいてないからすぐに来なさいって急せかされて。それで店長からお給料前借りまでしてお金作って、占い師さんの所へ行ったの」

「え、え？　ちょっと待ってくれ。昨日？　占ってもらった？」

　……もしかしてこれって……と、カズヤは勘付き始める。

　街で噂うわさの占い師ってオレのことじゃなくて……。

　その思いを言い当てるように、カズヤの背後から囁ささやき声。

「……あのう……すみません、カズっちさん。さっきから話に出てきている凄すご腕うでイケメン占うらない師って……カズっちさんのことじゃないんじゃないですか？」

「……つまり、この街にはオレ以外に占いやってる奴やつがいるってことか？」

「それはいるでしょうねえ。……なのに、その凄腕イケメン占い師って自分のことだと勘違いしてニヤニヤしてただなんて……カズっちさん……」

　とても残念そうな眼まな差ざしをされた。

「……色々言ってて、でも内心では結構嬉うれしかったんですよね？　可哀かわい想そう……」

「誰もニヤニヤしてねーだろ!?　おめーだって有名になったのは自分のおかげだって鼻高々だったじゃねーか！」

「そうでしたっけ？　すみません、全然記憶にないです」

「うわ、おめーのすみませんってほんとフラットだよな！　少しも感情が伝わってこねえ！」

　と、そこでカズヤはミサキからの視線に気付き、ごほんと咳せき払い。

「えっと、なんだ。ミサキちゃん、金が必要って……占い師に病気の治し方聞くために必要だったのかよ」

「うん、そういうことになるかな。で、その占いで、セクシー系のメイクや服装をすればうまくいく……じゃ、じゃなくて！　病気が治るって言われたから、それでそうしてみたんだけど……そうしないと、その、病気が治らなくなるって」

「なんだそりゃ？　あの格かつ好こうは占うらない師に言われたからしてきたのかよ？」

「そう、だよ……？　……どうだった？」

「服装変えたら病気が治るって、どんな占いだよ!?　適当過ぎるだろ！　なのに、大金取るなんてひでー占い師だな！」

　カズヤは憤いきどおった。その姿を見て、どういう訳かミサキはがっくりと肩を落とす。

「……やっぱりダメだったんだ……わたしのやり方がまずかったんだね……」

「そいつ、いっぺんシメてやんなきゃいけねーな。悪徳占い師だろ、それ。このままじゃ大変なことになる、とか人を脅おどして言うこと聞かせるとか……オレの知ってる悪の占い師と大差ねーよ！」

「……あれ？　すみません。そこはかとなく、わたしの悪口言ってませんか？」

　カズヤは背後からの問いかけを無視した。

「まったく……ミサキちゃんの様子がおかしいから、オレ本当に心配したんだぜ」

「うん……心配してくれたんだ、ありがとう。……そっか、考えようによっては……うふふ。占い師さんの言う通り、この格好をしてよかったのかも。だって、こうしてカズっちがわたしのこと探しに来てくれたんだから……一応、占いは当たったのかな？」

「はあ？　そんな格好して病気が治るなんて民間療法聞いたことねーけど……」

　カズヤはあまり納得できない。

「……これなら、もう一度占ってもらえば今度こそ……。……でも、まだお金足りないし、昨日の分も払わないと……」

　ミサキが考え込むように言った一言を、カズヤは聞き逃さなかった。

「ん？　今、なんて？」

「……さっき、下げ種す井いさんにこの格好のことあれこれ言われた後、もう一度占い師さんに相談しようと思って連絡入れたの。そしたらこれからまた占ってくれるって……滅多にないことなんだよ。いつも予約でいっぱいで、なかなか占ってもらえないんだから」

「それです！」

　カズヤは突然耳元で大声出されて飛び上がりそうになる。

「この子がその占い師の所へ行くと不幸になる気配びんびんですよ！　良くない感じです！」

　カズヤとしても、その胡う散さん臭くさそうな占い師に良い感情は持てない。

「何でまた？　何でもう一度占ってもらおうだなんて思うの？　金払ってそんな格好までして、でも下種井さんに不評だったりで嫌いやな思いしただろ？　占いの通りにして嫌な目にあってるじゃん。それでもその占い師を信じるのかよ？」

「それは、わたしが上う手まく占われた通りにしなかったからだよ。もっとちゃんと大人っぽい格好をすればよかったのに、わたしがそうしなかったからいけないの。だから、今度はその失敗を取り戻さなきゃ」

　ミサキはそこで一旦言葉を切り、

「……でも、もう一度占うらなってもらうにはまたお金が必要で……しかも、昨日占ってもらった分もまだ払いきれてないの。お金を払わないと、わたし、もっと悪いことになっちゃうんだって……。このままじゃわたし……」

「……なあ、ミサキちゃん。その占い師の所へはオレが行くよ」

「え？　どうして？」

「オレがちょっと話つけてやる」

　どう考えても、この占い師はいかがわしい。金を払わないと不幸になるぞ！　って一番クズな占い師じゃねーか！

「ミサキちゃんは仕事に戻って。占い師の所へは行っちゃ駄だ目めだ」

「で、でも、わたしがお金払いにいかないと色々と不幸が起きるって……」

「大丈夫だって。むしろ……オレがそいつから金取り戻してやるよ」

「や、やめて！　そんなことしたらカズっちも不幸になっちゃうかも」

「……だから、オレは占いとか嫌いなんだよ」

　カズヤは腹の中の苛いら立だちを吐はき捨てるように呟つぶやいた。

「それに、そういうミサキちゃんの信じ方も嫌いだな！」

「え!?」

　言われて、ミサキがびくりと身を竦すくませる。

「で、でも、わたしは、その……う、うまくいかなかったのはわたしが占い通りにしなかったからだし……」

「そこだよ！　オレが引っかかるのは！　占っておいて、それが外れたら占いの通りにしなかったせいだ、とかなんとか。そんなやり方だったらいくらでも誤ご魔ま化かせるじゃねーか！　そんで、そういうのを許しちゃうのもミサキちゃんらしくねえと思うぜ」

「そ、そんな……」

「ミサキちゃん、いい人過ぎるんだよ。自分が悪かったから……なんて自分に責任があるみたいに感じて……なのに、その占い師はミサキちゃんがいい人なのにつけこんでまだ金をむしり取ろうとしてやがる。……許せねえ！」

「許せないって……カズっち、わたし……カズっちから嫌われちゃったの……？」

　萎しおれたように呟つぶやくミサキ。それを見てカズヤは慌あわてる。

「いやいやいや、そうじゃねーから！　違ちげーって！　そんな顔すんなって！　オレが許せねーのは、インチキ野郎が大手を振ってでかい面つらしてるってこと」

「でも……さっき、カズっちわたしのことも嫌いだって……」

「あー、ごめん。オレ、言葉が足んねーからさ……嫌いって、ミサキちゃん本人のことじゃねーぜ？　むしろ好きだし」

「え」

　軽く絶句した様子なのに、カズヤは気付かない。続けて、

「そんなメイクしなくても十分かわいーしよ」

「かわ……」

「なのに、そんな純粋なミサキちゃんを騙だますなんて許せねえって話。だから、ミサキちゃんが嫌いっていうんじゃなくて、なんつーか……インチキ野郎をのさばらせちまう、そういう雰ふん囲い気きが嫌いなんだよ」

「あ、あの、カズっちはわたしのために怒ってくれてる、の？」

「そりゃそうさ。ミサキちゃんに怒ってるわけじゃねーぞ？　ミサキちゃんは何も悪くねーンだ。悪いのは、インチキ占うらない野郎なんだから……だから、ここはオレに任せてくれよ！　言ったろ？　オレこそがこの街の真の凄すご腕うで占い師なんだって。そのインチキ占い師野郎をぶっ飛ばさないと、本物としては気が済まねー」

　カズヤの言葉に背後から、

「そうですね！　真の占い師はわたし一人で十分です。その占い師には消えてもらいましょう！」

「おめー、それやられる側の台詞せりふじゃねーのか……？」

　ミサキは逡しゆん巡じゆんしているようだ。だがカズヤから、

「オレを信じてくれ。オレはミサキちゃんをインチキ野郎から守りてーんだ」

　改めて言われて、何かを思い出したらしい。

「そう……だよね。カズっちは前にもわたしを守ってくれたよね。最初に会った時、わたしがお客さんに絡からまれてた時もそう。……あの時、本当にびっくりしたんだよ」

「ミサキちゃん？」

「わたしね、お母さんがいなくなってからずっと一人だった……。誰にも頼れなかったから、不安で、何かに縋すがらないでいられなかった。それこそ、占いとかね。だから、よく騙されて変な物買わされたりしてて……。でも、そんな話をしてもバカにされるだけ。自業自得だって。バカだから不幸になるんだって。わたしのことを本気で心配してくれる人とかいなかった。『スターライト』に来るまで誰も……」

　ミサキがポツリポツリと語り出した話に、カズヤは思う。

　ミサキちゃんも、オレと同じか。周りに誰もいなかった。信じてくれる人も信じられる人もなく、一人。

　自然に、カズヤの口から言葉が漏もれた。

「……オレもさ」

　一旦、言葉を切る。

「……オレもそうだった。オレにも何もなかったと思う。捨て鉢ばちな気分で、どうにでもなれって思ってた。でも今は違う。この街に来て『スターライト』で店長や皆に会った。店長ってすげーよな？　オレみてーな半はん端ぱ者ものでも受け入れてくれたんだぜ？　そんな人今までいなかった」

「ほんとそうだよ！　わたしもあの時店長に誘われてなかったら、どうなっていたことか……」

　ミサキの同意に、カズヤも頷うなずく。

「オレはここにきて変わったんだと思う。オレは大事な人や居場所を見つけたんだと思う」

「……大事な人……」

　ミサキはその言葉を繰り返した。そして、

「……その大事な人っていうのは……店長や……その……あの明あ日す香かっていう子のこと、だよね……？」

「ああ。そして、ミサキちゃんもだよ」

「え」

　ミサキが硬直する。不意を打たれたといったところか。

　まるで、機械仕掛けの人形のように、ゆっくり、ぎりぎりと、カズヤに顔を向けて。

　ミサキは見み惚ほれたように見つめてきた。まじまじと。

　その沈ちん黙もくは僅わずかな時間だった。だが、その短い間ですら耐え切れなくなったのか。ミサキは急に破顔する。

「も、もー！」

　顔を赤らめて、

「……どうしよう、わたし……」

「ん？　なに？」

「え？　えーと……そ、そんな優しいこと言われたら、好きになっちゃうでしょー。ほんとにもう、カズっち罪作りだなあ！」

　冗談めかした口調。その笑え顔がおに釣られて、カズヤも笑った。

「元気出たみてーだな」

「うん！」

　良い笑顔だった。そして独り言のように、

「……そっかー。別に占うらないの通りにしなくても、わたし大事な人って思われてたんだ……それに可愛かわいいって……」

「うん？　何か言った？」

　よく聞き取れなかったカズヤは問い返した。が、ミサキは、ううん、と首を横に振り、

「いいのいいの！　……うん、わかった。そうだよね……わたし、もう占いとかに頼らないよ。わたしも変わらなくちゃね！　カズっちが教えてくれたもの。占い師さんの言うことより身近にいる大切な人の方が信じられる……そうでしょ？　カズっちみたいな人がいればわたし……。カズっちのいうこと信じるよ！　……カズっちだから、信じられるんだよ？」

「そうか。よーし、ミサキちゃんもその意気で頑張ろうぜ！」

「おう！　わかったよ！」

　任せとけ、とでも言わんばかりにミサキは腕を上げる。がっしり、カズヤの腕を組んだ。

「もちろん、わたしにも任せてください！」

　背後からヒミコが乗っかってきた。

「ミサキさんはカズっちさんを信じ、そのカズっちさんはわたしを信じる……これってつまり、全てはわたしの思いのままですね！　美しい秩ちつ序じよです！　今のわたしは食物連れん鎖さの上位に立ったも同然ですよ！」

「訳わからんこと抜かすな！　大体、オレがいつおめーを信じたよ!?」

　カズヤのツッコミにミサキは戸惑うばかり。

「え？　え？　なに？」

　ヒミコの言葉が聞こえていないのだから仕方がない。

「今日は一段と独り言すごいね、カズっち！」

「あ、いや、何でもねーンだよ……さ、さーて、それじゃインチキ野郎をぶっ飛ばしに行くか！」

　誤ご魔ま化かすようにカズヤは言った。

「そういう訳で、オレはこれからオレの大事なミサキちゃんを虚こ仮けにしたインチキ占うらない野郎を〆しめてやんなきゃなんねー。ミサキちゃん、一人で店に帰ることになっちゃうけど、いいよな？」

「うん、おっけーおっけー！」

　軽いノリで請うけ合うミサキに、カズヤは安心する。

　どうやら、もうインチキ占いに振り回されたりはしなさそうだ。後は、オレが野郎にけじめをつけさせてやらなくちゃな……。

　こうして、カズヤは街で噂うわさの凄すご腕うでイケメン占い師の鼻をへし折りに行くことにした。八や俣また町の雑ざつ踏とうの中へと消える。










　　　２　元ヤンVSバッドエンドフラグ




　そこは少しばかり開けた空間だった。周囲を劇場や映画館、ゲームセンターなどに囲まれた広場。

　陽ひはとうに落ち、既に闇やみが辺りに満ちている。だというのに、その広場は明るかった。周りの遊興施設がぺかぺかと、光を惜しげなく振りまいているからだ。周囲が明るい分、広場の真ん中が一番暗い。

　その広場にカズヤはいた。もちろん、カズヤ以外にも多くの人がその広場に立っている。

「……ここ、デートの待ち合わせスポットじゃねーか」

　カズヤは周囲の様子にようやく気付いた。やけにカップルが多いな、とは思っていたのだ。

「……デートというか、出会い系ですよね？」

　背後から、ヒミコがもっともなことを言う。

　実際には一度も会ったことのない者同士がメールのやり取りを通して意気投合、直じかに待ち合わせてご対面、というわけだ。もちろん、相手の顔や身み形なりを見てお眼鏡めがねに適かなわなかったらゴメンナサイとなる。軽くあしらってさっさと帰るか、最初から姿を見せずにバックれる。そういう男女の熾し烈れつな駆かけ引きが繰り広げられる戦場、それがここ劇場前広場であるようだった。

「……さっきの男の人、あれ、絶対美人局つつもたせに引っかかるパターンですよね？　女の人の行き付けの店だって言われて入ったお店がぼったくりとか、そういうパターンですよ」

「……だからおめーは出会い系とか美人局とか、何でそういういらんことばっか知ってんだよ。幽ゆう霊れいのくせに」

　呟つぶやきつつ、カズヤは顔をしかめる。

「にしても、どういうことだ？　ここに占うらない師がいるんじゃねーのかよ」

　ミサキからの話だと劇場前広場に例の凄すご腕うで占い師がいるはずだった。

『アイス劇場の傍そばにある、劇場前広場、あるでしょ？　あそこに行けば占ってくれるって言われたよ』

　とのミサキの言である。それを聞いてカズヤは、後はオレに任せろ！　とばかりに駆かけ付けたのだ。そのインチキ占い師に話をつけてやるつもりだった。もちろん、この場合の話をつけるとは、必ずしも話し合いではない。

　カズヤはそう広くもないその広場内をくまなく探してみた。目を皿のようにして。だが、どこにも占いをしているような者はいなかった。みな、携帯を気にして、周囲をきょろきょろ見回し、待ち合わせ相手を探している者ばかり。

　そこでカズヤも思い当たる。

　こうやって広場の中にいるオレも、周りから見たら当然出会い系で相手を探している風に見えるんじゃねーか？　何しろ、占うらない師を見つけようとして、待ち合わせ中の連中の顔をじろじろチェックして回ったのだから。

　途端にカズヤは居い心ごこ地ちが悪くなる。

「やべえ、オレ、出会い系の相手にドタキャンされてうろうろしてる奴やつだと思われてんじゃねーか？」

「すみません、確かにモテない男子オーラ全開ですね。先程から、どれだけ必死になって探してるんだろう？　って思われてそうです」

「探してるって、オレは出会い系の相手を探してるわけじゃねーし！　占い師を探してるんであって……！」

「大変申し訳ないですけれど、わたしにそんな言い訳しても仕方ないじゃないですか」

　ヒミコがまたもっともなこと言うので、カズヤは不ふ機き嫌げんになった。

「……あれー？　っかしいなあ、ここに占い師がいるって話だったのになー。占い師どこかな、占い師」

　つい、でかい声で独り言を言ってしまった。すると、ヒミコがはらはらと涙を流しつつ、

「……カズっちさん……もういい……もういいですよ！　そんなわざとらしいことをすればするほど、惨みじめになっていくだけじゃないですか……見てください、周囲の目！」

「ちょっと待て!?　何でそんな憐あわれまれなきゃなんねーンだ!?　オレは本当に占い師を探しに来ただけで、その本当のことを言っただけなのに、何でみっともない言い訳してるモテない男みたいな扱いなんだよ!?」

　と、ぎゃーぎゃー賑にぎやかに（一人で）やっていると、

「はーい、ごめんごめん。遅れちゃったね」

　女の子がカズヤに声をかけてきた。露ろ出しゆつの大きいキャミソール姿。金色の髪。僅わずかにそばかすが浮かんでいる。結構背が高い。

「んじゃ、早速行こうか」

　そして、むにゅっと胸を押し付けるようにして腕を組んできた。

　カズヤは一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られつつ、

「あ？　おわ!?　ちょ、待て！　おめー誰かと間違えてんぞ！」

　狼ろう狽ばいする。見知らぬ少女にぴったり身を寄せられたのだ。こんなことされる覚えがない。すると、その背の高い少女は不思議そうにカズヤの顔を覗のぞき込み、

「えー？　んなわけないでしょ？　だって、劇場前広場で一人漫才やってるのが目印だってメール貰もらったし」

　それから周囲を見回した。

「他に一人でボケたりツッコんだりしてる人いないじゃん。あんたで合ってるよ」

「オレ、ボケたりツッコんだりしてねーよ！　ていうか、そもそもオレ、そんな愉ゆ快かいメールしてねーし！」

　途端に背の高い少女が口を尖とがらせる。

「あ！　そういうこと？　あたしの見た目が悪いから知らん顔しようって腹な訳？　ひっでー、傷付くなー」

「だから、オレはおめーの待ち合わせ相手じゃねーっての」

「何だよー。そんな細かいこと気にしないで行くよ！」

　ぐいぐいと、その少女はカズヤを引っ張るのだ。強引に。

「おい！　どこへ行くんだよ！」

「はああ!?　この期ごに及んでまだ……あんたが行きたい所に決まってんでしょ？　あたしが何のために来たと思ってんだ！」

　劇場前広場から北へ向かうとすぐホテル街だ。

　背の高い少女は北へとカズヤを連れていこうとしている。

「え、おい、ちょっとマジかよ!?　だから違うって！　しかもいきなり……いくら出会い系でももうちょっと心の準備とかをだな……」

「うるさいなー！　いいから愚ぐ図ず愚図しない！」

　ぐいっと、更に強い引き。積極的である。先程から、カズヤの腕は少女の胸に密着している状態だ。
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　次第にホテル街へ。

　暗い照明に『ご休きゆう憩けい』の看板がちらほら見えてくる。街灯もまばらな感じだ。その夜道のそこかしこで、二人連れの影がこそこそぼそぼそ進んでいく。ちょっと目を離したら、それらの影はすぐに見えなくなってしまう。それらの人影は近くの建物の中へと飲み込まれてしまうのだ。

「……ほら、こっち」

　カズヤを導く背の高い少女も押し殺したような声になっている。

「い、いや、だからな……」

　そう反はん駁ばくしようとしているカズヤも同様だ。何だかホテル街の雰ふん囲い気きに吞のまれてしまって、大声を出してはいけない感じ。完全に流されていた。殴なぐり合いなら得意なカズヤも男女間の問題は不得手なので仕方がない。どうしたものか、とあたふたしている内にどんどん進んでいってしまう。

「……こういうとこ初めてだし、やっぱり心の準備ってものがだな……」

　そうしてカズヤが連れ込まれたのは、

「……え？」

　幸いなことに（残念なことに？）ホテルではなかった。雑居ビルだ。

「……もしかしてあんた、なんかＨなこと考えてたんじゃないでしょうね……？」

　カズヤの態度を見て、背の高い少女が冷たい反応を示す。

「ち、違ちげーよ！　オレは別に……て、何だよここ？」

　そのビルには何の店が入っているのか、外目からでは全然わからない。看板も何も出ていないからだ。

「……ふーん、ここがご不満？　ホテルとかに行くの期待してたってわけだ？」

「う、うるせーな！　そーじゃねーって言ってんだろ!?　何だか知んねーけど、どこへでも連れてけってんだ！」

　カズヤはやけくそ気味に叫さけんだ。そして、背の高い少女はそのカズヤの言葉通りにする。

　雑居ビルのホールの脇わきに狭せまいエレベーターあった。少女はカズヤをそこへ押し込むように乗り込ませるではないか。

　がこん、とエレベーターが揺ゆれて上昇し始める。背の高い少女はカズヤに密着したまま、じっと見つめてくる。

「さあ、あんたにも協力してもらうよ。占うらないショーへようこそ」

　がこん、とエレベーターが揺れて停止した。扉が開く。エレベーター内の照明に照らされて、カズヤと背の高い少女の影が扉の外へと伸びた。

　暗い部屋だった。部屋の奥の方で、蠟ろう燭そくが灯ともされているだけだから当然か。人の気配がする。それも複数。と、部屋の奥から小柄な人影が出てきた。随ずい分ぶん小さい。薄茶色の外がい套とうを頭からすっぽり被り、何だか魔法使いのよう。映画かテレビでしか見たことのない格かつ好こうだ。

　背の高い少女がその魔法使いもどきに声をかける。

「叢むら雲くもカズヤをつれてきたよ」

「サキ様、そいつが御ご前ぜんの言っていた……？」

「そう。哀あわれな男」

　そこでカズヤは背中を押されて、部屋の中へおっとっと、と足を踏ふみ入れる。背の高い少女も続いて降りてきたようだ。背後のエレベーターが閉まり、室内が一層暗くなった。

「あ？　何だ？　何でオレの名前を知ってる？」

　カズヤは当然の疑問を口にした。背後の闇やみから背の高い少女の声。

「知ってるよ。名前だけじゃない。あんたのことは何でもお見通し。あんたがミサキって女から話を聞いてやってきたことも、スターライトってキャバクラに住み込んで働いてることも」

「なんだと？」

「それに……あんたが坎かん面めん御前様の敵だってこともね」

「は？　カンメンゴゼン？　なんだそりゃ、日本語か？」

　カズヤは周囲の気配を探さぐる。他にも魔法使いもどきが四、五人はいるようだ。どうも、罠わなの中に連れ込まれたといったところか。もっとも、カズヤにとってはその方が手っ取り早い。ぶん殴なぐって解決！　それこそがカズヤの知っている単純明快な解決法だからだ。だから、カズヤは余裕綽しやく々しやく。

「ふーん。まあ、よくわかんねーけどいいや。で、オレをどうする気だ？」

　目が慣れてきた。蠟ろう燭そくの薄暗い明りでも室内が判別できるようになってくる。室内は集会場、いや教会のようだ。長なが椅い子すが何列も並べられ、正面には演説台のようなものが据すえられている。長椅子から幾つもの人影が立ち上がり、カズヤの方を睨にらみ付けてきていた。そのほとんどが薄茶色の外がい套とうを頭から被っている。何かのコスプレのようだ。だが、その中で一人だけ普通の格好をしている男がいた。30半ばくらいか。きちんと背広を着こなして、面食らったような様子。そして一言、

「あの、これは一体どういうことだい？　街で噂うわさの占うらない師さんに会わせてもらえるって話だったんじゃ……？」

「まあまあ、記者さん。ちょっとしたデモンストレーションを楽しんでもらおうと思ってね」

　サキ、と呼ばれた少女の声。ごそごそと何をしているのかと思ったら、いつの間にか彼女も薄茶色の外套を身に着けていた。ここにいる連中のユニフォームなのだろうか。かなり大きめの外套でぶかぶか。顔も陰になっている、怪しさ爆発だ。その彼女がカズヤの前に回り込んでくる。せせら笑うように、

「あんた、坎面御前様に会いたかったんだろう？　だから、ここへ連れてきてあげたんだよ。御前様は道々で悩める人をお救いになるだけでなく、この場所で悩める人々の運命を見通し、救いの言葉を賜たまわるんだ」

「なるほど、その坎かん面めん御ご前ぜんとかいうのがミサキちゃんから金を巻き上げたインチキ占うらない師か。で、おめーらはその仲間ってわけだ」

　途端に周囲の外がい套とう姿から怒いかりの声が上がる。

「言うに事欠いて……！」

「自分の方こそインチキ占い師のくせに！」

　サキは周囲とは違って小こ馬ば鹿かにした態度を崩さない。

「知ってるよ、あんたも占いやってるんだってね？」

「……まあ、あんまり乗り気じゃねーけどな」

「で、自分より評判の良い坎面御前様のことを逆さか恨うらみして、乗り込んできたんだよね？　でも、残念でした。そんなこと坎面御前様はとっくにお見通し。あんたが来ることは事前に予知してたからね」

「へえ、そりゃすげーや。で？　そのインチキ御前はどこだよ？」

　挑発するようにカズヤは言う。それだけで周りの連中は湯気でも出しそうなのに、サキは鼻で笑う。

「それこそ、あんたの占いで占ってみたら？　御前様がどこにいるか、人に聞かなきゃわかんないの？　御前様はあんたと違って、大勢の信奉者がいる。それだけ御前様は皆から信頼されてるってこと。それをインチキ呼ばわりとか、ただのやっかみにしか見えないけど？」

「信者がたくさんいるってか？　にしては、随ずい分ぶん寂しいじゃねえか」

　カズヤは周りを見回して言った。おそらくその御前様とやらの信奉者であろう外套姿の連中は四人。サキという少女も合わせて五人しかいない。ただ一人まともな格かつ好こうをしている男は記者さんと呼ばれていた。信奉者ではないのだろう。

　その記者に向かって、サキが宣言する。

「さあ、楽しいショーの始まりだよ。これから、この三流占い師と坎面御前様との占い勝負を見せてあげる。記者さん、あんた御前様のこと半信半疑だろ？　でも、これから起こることを見ていたらあんたもその力を信じざるを得なくなるよ」

　記者は眉まゆを顰ひそめて、

「何の話だい？　そういうパフォーマンスはいいから、その最高の占い師坎面御前さんに会わせてもらえないかな。インタビューさせてくれるはずだろ？」

「実を言うとね、今はここにはいない。御前様には人々を助ける仕事があるからね。ここで三流占い師と直接勝負するような暇はないんだよ」

　サキの言葉にカズヤ、睨にらみ付け。

「んだと？　じゃあ、オレはこんなところに用はねーよ」

「おーっと待った。御前様はいないけど、御前様からあんたへの手紙があるから。手紙ていうか予言？　それを読んだら、格の違いを思い知ることになると思うよ」

「知るか、そんなもん。オレはただそのインチキ御ご前ぜんをぶっ飛ばしてーだけだ。そいつがここにいないんだったら意味がねえ」

「とーか何とか言っちゃって、勝負するのが怖いだけでしょ？」

「勝負だあ？」

「そ。御前様とあんたと、どっちが正しい占うらないをするか。丁度取材に来てる雑誌の記者さんもいるし、この場で白黒つけたら面白いと思うんだよね。どーせ、あんたの占いなんてあてずっぽうの出で鱈たら目めなんだろうけどさ」

　サキの声はカズヤを揶や揄ゆするようだ。だが、それに反応したのはカズヤではなかった。その背後から、

「……すみませんけれどカズっちさん。これは見過ごすことはできませんよ。……わたしの得意分野をバカにされては黙だまっていられません。普通の占い師風ふ情ぜいがこの天才美少女占い師であるところのヒミコ様と張り合おうなんて10年どころか１８００年くらい早いってことを教えてやるべきです。こっちはそんじょそこらの占い師が生まれる前から占いやってたんですから！」

　同じ占い師としてプライドを刺激されたということか。無む闇やみに対抗心を燃やしている。

「……んだよ？　何でそんなやる気になってんだ、おめー」

「いえ、何というか……何だか無性に気になるっていうか、無視できないんです。御前とかいう輩やからから感じるものが」

　ヒミコの意気込みにカズヤは肩を竦すくめた。やれやれ、という思い。

　カズヤは眼まな差ざしをサキに向ける。

「時間を無む駄だに使わせやがって。とにかく、ご託たくはいーんだ。インチキ御前が今どこにいるかちゃっちゃと話せよ」

「手相見てよ」

　唐とう突とつにサキが手を差し出してきた。外がい套とうからニュッと腕だけ、カズヤに突き付けるようだ。

「あんた、手相占いするんでしょ？　あたしがこれからどうなるか、どんな運命が待ってるのか。手を見ればわかるんじゃないの？」

「はあ？　別にオレはおめーの運命なんかに興味ねーンだけど？」

「記者さんも見たいよね？　こいつの占い？　本当に当たるのかどうか」

　サキは雑誌記者に呼びかける。

「いや、私も噂うわさの占い師にインタビューできないなら帰らせてもらおうかと……」

「もー、記者さんもかよー。しょーがないなー。じゃあ、この三流があたしの手相を占って、その内容が当たってたら二人とも御前様に紹介してあげるよ。それでどう？」

「は？　そんなまどろっこしいことしてらんねーよ、さっさと教え……」

「……まあ、インタビューできるのならそれでもいいかな」

　記者が同意してしまう。

「おいおい！　オレは占うらなうつもりねーってのに何勝手に納得してんだよ!?」

「カズっちさん、見てやりましょうよ」

　ヒミコが囁ささやいてきた。

「もう、見まくってやりましょう。視線恐怖症になるくらいじっくり、トラウマ級の舐なめ回しで！　カズっちさんのいやらしい視線を浴びせかけてやるんです！　真の占い師を軽んじるとどういう目に遭うか教育してやる！」

　俺のケツを舐めろとでも言わんばかりに超やる気。というか、差し出されたサキの手を勝手に覗のぞき込んでいる。紅葉もみじのような手を舐めまわすかのよう。

「おい、だから勝手に……」

「すみませんけれど、お静かに願います。うーん……あれ？」

　ヒミコが首を傾かしげる。カズヤは小声で問うた。

「何だよ、どうした？」

「いえ、何か……何でもありません。この子の知能線、下がり気味ですから精神的なものを求める傾向があります。生命線と知能線の重なっている部分が格こう子し状になっていますね。幼少時に大病を患わずらったことがあるはずです。張りも弱いですし、病弱です。感情線は特徴的ですね。まっすぐ掌てのひらを横切るような形で端に達してますから、かなり情が深いと見受けられます。思い込んだら一途というか、ちょっと人を信じやすい盲もう信しん者という感じでしょうか……運命線の位置からも、この人はどうも占い師に会って信奉者となった……全てを捧ささげているはずです。これまでの社会的な地位や立場を投げ捨てて尽つくしているようです。学校・職場とか家族とかを投げ出していますね。ご両親に強い不満を持っているように見受けられます。これはかなり不幸になりそうな気配です……ですけれど……何だか一ひと筋すじ縄なわではいかないような……」

　サキの現状を聞いて、カズヤは思わず心配になってしまう。サキに問うた。

「おめー、学校はどうした？」

「はあ？　何ソレ、どういう意味？」

「おめー、まだ未成年だよな？　じゃあ、こんなところでふらふらしてんじゃねーよ。親が気にいらねーのか？　学校を辞めてまで占い師に尽くすとか馬ば鹿かげてる。このままじゃ占い師にも利用されて捨てられるだけだ。さっさと帰った方がいい」

　サキはぽかんとした顔。

「それって……なんであたしが学校を辞めたって……」

「ああ、手相にそう出てるぜ。それから、小さい頃は病弱で……あと、おめーは思い込みが激しい性格みてーだな。情が厚過ぎる。そういうの相手にも負担になるだけだぜ。重い女ってやつだ。占い師にも入れ込み過ぎてんじゃねーの。早く目を覚ました方が……」

　と、サキが吹き出した。

「なーんてね！　あははは！　やーっぱりこんなもんか。あてずっぽうにも程があるね」

「なに？」

「あたしは学校を辞めたりしてないよ。優等生だからね、こう見えても。ほら、学生証でも見る？」

　サキは外がい套とうの奥に手を引っ込め、ごそごそしてからもう一度差し出した。その手の中にはパスケースがある。確かに学生証だ。清きよ井い沙さ希き、高等部２年とあった。しかも、結構なお嬢じよう様学校。

「それにあたしが病弱？　おあいにくさま、病気知らずで元気だよ」

「なんだと」

「ついでに、あたしの性格判断までしてくれたね？　情が厚い？　おもしろいこと言うねえ？　あたし、情なんかじゃ動かないよ。お金大好きだし！　……つまり、あんたの占いは当たってないってこと。あんた、あたしの顔とか態度とか見て適当に言ったんでしょ？　そういうの占いとは言えないよねー」

　外れた？　カズヤは眉み間けんに皺しわを寄せた。その背後で、

「そ、そんなはずはないです！　わたしの占いが外れるなんて道理に反することが……」

　ヒミコの呟つぶやきが漏もれてくる。

　サキはカズヤの顔を覗のぞき込むよう。意地悪な表情だ。

「さあ、占うらない外れたよね？　自分が三流だって自覚できたかな？」

「そんな……そんな、どうして？　なんでだろう……？」

　ヒミコの呟きはおろおろしたものになっている。

　おたおたしてんじゃねーよ！　……しょうがねーな、とカズヤは頭を搔かきつつ、

「……くだらねえ、これじゃ外れたかどうかなんて口で何とでも言えるじゃねーか」

　吐はき捨てた。

「あーん？　どういうこと？」

「おめーはインチキ御ご前ぜんの仲間だろうが。そんな奴やつを占ったんだから、たとえオレの占いが当たってたとしても、当たってない！　と言い張ってるのかもしんねー」

「か、カズっちさん……わたしの占いのこと信じてくれるんですね！」

　カズヤの背中がずっしり重くなった。ヒミコが抱き付いてきたようだ。くそ重めー！　などと内心思っているカズヤに対し、

「でも、あんた、得意気にあたしが学校辞めてまで御前様に入れ込んでるって言ったじゃん。あたしは学校なんか辞めてない。これはちゃんと調べればわかることだよ。はい、終了。詰んだね」

　サキは自信満々だ。少しも動どう揺ようが見られない。たとえ学校に問い合わされても全く問題ないという態度。

　はったりだ。カズヤはそう思う。

「いいや、当たってるはずだぜ」

「だからぁ、あたしの学校を調べてみれば……」

「こんな時間にか？　それに在籍してる生徒の情報なんか、今の学校が教えてくれるもんかよ。おめー、調べられるわけないと思ってたかくくってるだけだろ？」

　そんなカズヤの様子を見て、サキは笑う。

「まったく、随ずい分ぶん意固地だね。まあ、信じたくないなら信じないでもいいよ。んじゃあ、今度は御ご前ぜん様の番。さ、これを読んでみなよ」

　外がい套とうの奥からもそもそと封書を差し出してきた。宛名は叢むら雲くもカズヤとある。

「坎かん面めん御前様から、あんたへの占うらない。いや、忠告かな？　あんたが災わざわいから逃れる方法が書いてあるよ」

「はあ？　オレに災いだと？　何言ってんだおめー」

　そう言いつつ、カズヤは封書を受取る。ムカつきながらも、中身を確認せずにはいられない。

『人の運命を偽いつわる者、報むくいを受けん。運命に生じた歪ゆがみは、その者へと還かえらん』

　そんな一文があった。そして、

『あなたの占いは周りの運命を捻ねじ曲げて正しい運命の流れを阻害している。それは大変危険なことだ。運命の流れに身を任せよ。それこそが自然である。抗あらがう者はその報いを受けねばならぬ。あるべき流れに戻るべく、運命はあなたの周囲に災いを振りまくだろう。

　私から言えることはただ一つ、あなたは今すぐその生なま兵びよう法ほうの占いを止やめるべき、ということだ。さもなくば、あなたの周りで運命からの報復、不幸が起こるだろう。才もなく、学んだこともないあなたには、運命からの報復を避ける術すべがない。

　身を慎つつしみ、あなたに取り憑ついた悪あく霊りようを祓はらいなさい。悪霊の言葉に耳を貸してはいけない。それはあなたの味方ではない。敵なのだ。

　卑ひ弥み呼この名を騙かたっているその悪霊と戦わねば、あなたは全てを失うだろう』

「……何だこりゃ」

　ヒミコのことが書かれていた。カズヤは目を疑ってしまう。

　何で知ってるんだ？　オレに取り憑いてるのがヒミコだなんて、誰も知らねーはずじゃ……それをどうして……？　どうやって知ったんだ？

「言ったよね？　御前様は何でもお見通しだって」

　サキの言葉が耳に入り込む。

「あんたが悪霊に取り憑かれてることも、その悪霊のせいで占いをしてることも御前様は先刻ご承知ってわけ。まあ、あんたも可哀かわい想そうだよね？　幽霊に無理やり言うこと聞かされてる被害者なわけじゃん？　だから、御前様はあんたを救う道を指し示してくださったんだよ。その悪霊の言うことに耳を貸すな、戦えって」

「……おめー何言ってんだ？」

「その悪あく霊りようの言う通りにしてると、あんたの周りに不幸が起きるって御ご前ぜん様は言ってる。そいつが占うらないと称して他人の運命を捻ねじ曲げた分、あんたにその歪ゆがみが向かうってこと。その証拠にあんたの占いは段々当たらなくなっていくよ。運命からのしっぺ返しってとこだね。しかも、運命を捻じ曲げようとした分、罰ばつまで与えてくるようになる。つまりね、あんたが占いをすればするほど、あんたの身の回りで不幸が起きる。あんたの大事な人とかが巻き込まれる。そうなる前に止やめなさいって忠告だよ」

　何を訳のわかンねーこと言ってんだ？　カズヤはそう言ってやりたかった。だが、この手紙はヒミコの存在を見抜いている。

　こいつは一体……御前様とやらは本当に何かそういう力を持っているのか？　オレが幽ゆう霊れいを見られるのと同じように、そいつも幽霊の存在を感じ取れるとか？　……だが、

「……バカじゃねーの？　オレが占ったら不幸になる？　上等じゃねーか。不幸にしてみろや。むしろ、ガンガンやってやんよ」

　御前とやらがヒミコを見る力を持っていたとしても、ただそれだけだ。そいつの言うことを信じなきゃいけない理由はない。

「……つーか、インチキ御前の言うこと聞かないと不幸になるって、ミサキちゃんに仕掛けたのと同じ詐さ欺ぎ師しの手口じゃねーか。誰が信じるかよ」

　背後でヒミコが感極まったような声。

「……カズっちさん……っ！　すみません、わたしを信じてくれるんですね！　わたしが不幸をもたらす悪霊なんかじゃないって！　感動しました！」

「……いいや？　オレはただインチキ御前の言うことを信じないだけで、だからといって別におめーのことこれっぽっちも信じてねーけど？　勘違いしないでくれる？」

「さっきのわたしの感動が台なしです……」

　背後から、心の挫くじける音がした。

　サキは、あーあ、と首を振り、

「……せっかく御前様が忠告してくれたっていうのに……まあ、しょーがないよね？　一応教えてあげたんだからね？　これから先に起こることは全部あんたが責任取りなよ？　占いで人の運命を捻じ曲げた者はその報むくいを受けるって話」

「……えらそーに言ってるけどな。おめーのところのインチキ御前だって占いやってんだろーが！　だったら、インチキ御前だって報いを受けなきゃおかしーよなぁ？」

「あはは、あんたみたいな素人しろうとと御前様を比べるのが間違ってるよ。御前様はそれらから逃れる術すべを知っている」

　そうやってカズヤ達がやり合っている横から、

「……うん、これは面白い企画になるかも……！」

　との声が差し挟はさまれた。そして、

「……あの、ちょっといいかな？」

　カズヤとサキの間に割って入ってきた者がいる。記者だという男だ。手を上げて発言を求めるよう。

「なあに記者さん？　御ご前ぜん様へのインタビューのこと？」

「いや、それもそうなんだが……君も占うらないをするって話なんだよね？」

　記者はカズヤに問いかけてくる。興味津しん々しんといった顔。何だ急に？　とカズヤは片かた眉まゆを上げ、

「あ？　それがどーした？」

「で、占いをすればするほど君は不幸になってしまう。そう坎かん面めん御前さんから予告された。そうだね？」

「……だから何だよ」

「御前さんのその予告というか占いが、本当に正しいのかどうか試してみてはどうだろう」

　まるでカズヤのご機き嫌げんでも窺うかがうかのように笑いかけてきた。カズヤは胡う散さん臭くさげに、

「あ？」

「だから、これから誰かを占ってみて、本当に君が不幸になるか実験してみないか？」

「おい！　何とんでもねーこと言ってんだ!?　唐とう突とつに話に絡からんできやがって、オレが不幸になるの期待してんのかよ!?」

　カズヤがいきり立つと、その記者は冷笑する。

「あ、いやいや、もちろん君が坎かん面めん御前の予言を本当は信じていて、占ったら自分が不幸になると思っているなら、無理しなくていいよ。そりゃあねえ？　口では信じないとはいっても、高名な占い師に不幸になるとか言われたら気になっちゃうよねぇ？」

「……オレが不幸になる前におめーを不幸にしてやりてーなー」

　剣けん吞のんな目つきで見つめてやると、記者は冷笑を引っ込めた。

「い、いやいやいや。不幸は良くないよね！　みんな幸せが一番！　皆で幸せになろうよ！」

「……オレはインチキ御前の脅おどしなんか怖くもなんともねーよ。でも、なんであんたがそんな実験とかしたがるんだ？」

「ああ、失礼。僕はこういうオカルト系の話を扱っている雑誌の記者でね。岡おか崎ざきって言うんだ」

　記者は名刺を取り出した。薄っぺらな名刺だった。聞いたことのない雑誌名に岡崎正まさ樹きという名前。それだけだ。電話番号すら書いていない。

「こういう話があるとどうしても首を突っ込んでしまうんだ。噂うわさの占い師の予言が本当に当たるかどうか、検証したいっていうのは仕事柄当り前の欲求なんだよ。読者の食い付きもよさそうだしね」

　カズヤはオカルトが嫌いだ。だから、それを取り扱っている雑誌記者にも非友好的な眼まな差ざしを送るのだが、

「いいでしょう！　やりましょう！」

　背後の幽ゆう霊れいは鼻息荒いのだ。

「わたしが占うらなったらカズっちさんが不幸になるだなんて、そんなバカな話はないってことを証明してやるんです！　あと、わたしの占いが外れるわけないってことも！」

　……確かに。インチキ御ご前ぜんの脅おどしになんか屈してたまるかよ。

「……いいぜ」

　カズヤは記者の岡おか崎ざきではなく、サキの方を睨にらみ付ける。

「占ってやろうじゃねーか。インチキ御前の言うことがいかにインチキか見せ付けてやんよ。おめーの目も覚まさせてやる」

　言われてサキは、

「あんた、不幸に巻き込まれてそれどころじゃなくなると思うけどね」

「はいはい、お話は尽つきないけどその辺で。ヤンキー君の気が変わる前に占い実験しようじゃないか」

　記者の岡崎がまた割り込んできた。うきうきと、

「じゃあ外へ行こう」

「？　なんでわざわざ外へ行かなきゃなんねーんだよ？」

「イカサマ防止のためさ。もしかしたら君、事前に坎かん面めん御前の関係者達、つまりここにいる人達のことだけど、彼かれ等らを調べているかもしれない。で、そうやって事前に知っていた情報をさも占いでわかったかのように言われたら困るからね」

「はあ!?　前もって調べとくとか、オレがんなめんどくせーことするわけねーだろ!?」

「まあまあ。後から、そういうインチキだったんじゃないか？　とかいちゃもんつけられないように、極力無作為で占い相手を選ぶようにした方がいいってことさ」

「別にあたし達の中から占う相手を選んでくれても、あたし達は構わないけど？」

　サキ達、薄茶色の外がい套とうを被った連中は勝ち誇ほこった様子。

「……おめーらなんか信用できるかよ。いいぜ。外でケリつけようじゃねーか」

　カズヤは顎あごでもって、表へ出ろ！　と指図する。ここだけ見ると、完全にチンピラの所業だった。




　カズヤは雑居ビルの外へ出た。例の記者とサキが続いている。サキは外へ出る時は外套を脱ぐようだ。

「さて……誰を占ってもらおうか……」

　岡崎が通りを一いち瞥べつしながら言った。ホテル街の薄暗い通りに人通りは少ない。それでも、ちらほらと所在なげに突っ立っている者も見える。客引きか何かだろうか。

「あ、あれなんかどうかな？　ヤンキー君」

　と、岡おか崎ざきが指し示す。が、カズヤはその言いなりになるのも嫌いやな気がして、自分で選ぶことにした。

「いや、あれでどうだ？」

　カズヤが指し示したのは若い男。仕事帰りの若いサラリーマンといったところか。

「あの人だね。じゃ、ちょっと待っててくれ、話をつけてくる」

　と、岡崎はフットワークも軽くそのサラリーマンの元へと駆かけ寄っていく。

「……すいませーん、実は今雑誌の取材中でして……ちょっとご協力願えないでしょうか……おーい、協力してくれるって。こっち来てこっち」

　カズヤは岡崎達の元へと歩み寄った。

「へえー、占いねえ。俺、そういうのよくわかんないけど、ただで占ってくれるんなら見てくれよ」

　そのサラリーマンは物珍しげにカズヤを見てきた。カズヤは早速サラリーマンの手を取り、

「……いいか？」

　小声で背後に尋たずねた。まるでそれに応えるようにヒミコから光が発せられ始める。

　最初から本気ってことかよ。

　そう思うカズヤの背後で、ヒミコがみるみる大きくなっていった。小柄な体にゆるゆるだった衣装が、今でははち切れそう。たわわな胸がカズヤの頭に乗せられる。その感触はないが。少女だったヒミコは大人の体になっていた。体だけではない。今や、嫣えん然ぜんとした表情だ。

「……よかろう。妾わらわの手を煩わずらわすこと、許す」

「……なんで上から目線なんだよ、おめー」

　呟つぶやきつつ、カズヤはサラリーマンの掌てのひらに目を落とす。

「……密事を抱かかえておるな。人を欺あざむく相なり」

「は？　こいつ噓うそつきってことかよ？」

「噓とは限らぬが……日々、偽いつわりの暮らしをしている。それが正しくないと知りながら、己を偽って生きている。内面ではこれを終わらせたいと思っているようだが、言い出せぬようだ。これは今の役割に不満であるということ。あまり良くない局面にいるな。この者の運命そのものが助言している。偽りの生活を止やめ、己おのれを取り戻すべし」

　カズヤはその言葉を自分の中で置き換える。

「あー……あんた、今の仕事とかに不満があるんじゃないか？」

「な……っ」

　サラリーマンは絶句した。

「そうやって自分を偽り続けると無理が出るぜ？　あんた自身もわかってんだろ？　もう限界だって。このままじゃ折れちまう。勇気を出して、間違った道から抜け出さないと……」

「し、失礼な奴やつだな、おい！」

　サラリーマンは顔を赤くした。

「僕は今の自分に満足してる！　不満だなんて少しも思ってない！」

　カズヤはその有様に眉まゆをひそめ、

「……こいつ何の仕事してるんだよ？」

　大人ヒミコに尋たずねる。

「知能線から見ると、人と接する業種、営業、飲食、演者などにも向いておるようだな」

「酷ひどい占うらないだ！　当たってない。まったく当たってない！」

　サラリーマンの剣幕に、岡おか崎ざきがまあまあと割って入る。

「ああ、すいません。ご協力ありがとうございました。ほんとどうも……」

　宥なだめ賺すかしてお引き取り願った。それから岡崎はカズヤの方を向き、

「困るよー。あんな怒らせちゃって……」

「でも、本当のことのはずだぜ？」

「いやいやいや、君も聞いたでしょ？　君の占い、全然当たってないって。あの人、言ってたでしょうが」

　カズヤは大人ヒミコの表情を窺うかがった。大人ヒミコはつまらなそうに、

「手相はそう語っておる」

　それは自分の占いが外れたなどとは少しも思っていない態度。ごく当たり前のように言っていた。だからカズヤは、

「……いいや、当たってたはずだ」

　大人ヒミコの言葉に従う。そして、考える。

　こいつの占いが外れるとは思えない。だが、サラリーマンのあの態度は何だろう？　ちょっと不自然なくらいだった。あれはまるで図星を突かれて……ああ、そういうことか。

「いや、だから外れたって……」

「正しい占いをしても、それが本人に喜ばれるとは限らねーってことさ」

「どういうことだい？」

「本当のことを言われて、ムカついたことあるだろ？　本当の気持ちを見み透すかされたからこそ、必死で否定しちまうってこともある。だから……今のはオレの話の持っていき方が悪かったんだろうよ。……占い自体は間違っちゃいねーはずさ」

「……ほう？」

　背後で大人ヒミコが面白そうな声を上げる。

「お主、妾わらわの占いが外れたのではなく、自らの不手際であると言うか？」

「……おめーの、しかも本気の時の占いは外れねーンだろ？　……だったら、それしか考えられねーだろうが」

「まさかお主にそのように補われるとはな。……ふふん、褒ほめて遣つかわす」

「だから、どーしてそう偉そうなんだよ！」

　そんな風に、カズヤが大人ヒミコと小声でやり取りしていると、

「そんな言い訳聞きたくないんだけど？　ていうか、それよりもあんた占うらなっちゃったよね？　また運命の歪ゆがみがあんたに跳はね返ってくるよ」

　サキに警告された。

「そう、それが本題だ！　君の占いが当たろうが当たるまいが実のところどうでもいい！　どう？　早速どこか不幸なところはない？」

　岡おか崎ざきが目を輝かせながらカズヤに聞いてくるので、ぶん殴なぐってやろうかと思う。

「ああ!?」

「坎かん面めん御ご前ぜんの警告が本当に正しいのか……それこそがこの占い実験の狙ねらいだからね」

「へ！　見ての通り、オレはピンピンしてるけど？　占ったら不幸になるとか、出で鱈たら目めじゃねーか」

「そうかな？　気付かないだけで、もう不幸は始まってるんじゃないの？」

　サキはしたり顔だ。

「御前様は言ってたよね？　不幸があんたの周りに降りかかるって。あんた自身に何かが起こるんじゃなくて、むしろあんたの周りが危ないんじゃないのー？」

「何だと？」

　そこで突然、カズヤの携帯が鳴った。まるで狙いすましたかのように。

「……何だ急に……店から？」

　カズヤは急いで携帯を取り出し、

「もしもし？」

「あ、カズヤく～ん！　ちょっと急いでお店に戻ってくれるぅ？」

　店長からだ。いつになく慌あわてた口調。

「どうかしたんすか？」

「ミサキちゃんが、ミサキちゃんが大変なの！」

「なあに？　何の電話？　ま、あたしには大体予想できるけどね」

　サキがニヤニヤ問いかけてくる。

「……そんな……さっき占った時は何も問題なかったんですけど……」

　いつの間にか元の姿に戻っていたヒミコが呟つぶやく。

　カズヤは嫌いやな予感がした。




「もー、店長ったらやだなー！　大げさだってば」

　ミサキは困ったような笑え顔がおで宥なだめていた。カズヤが『スターライト』に駆かけ戻って目にしたもの。それは、店のソファに横たわったミサキを店長が介抱している姿だった。ミサキの横で、包帯が山のように積まれている。全身を覆ってミイラ女にしてもまだ余ろうかという量だ。

　一種異様な光景にカズヤ慌あわてて、

「な、何があったんすか？」

「あ、カズっち。いや何でもないんだよー。お店に戻る途中でちょっと転んじゃって……」

　ミサキがカズヤに手を振ってから、再び店長に、

「だから、すりむいただけですよー」

「何言ってるの？　膝ひざから血が出てるじゃないのぉ。親御さんからお預かりした大切な女の子の肌に傷をつけちゃうなんて……取り返しがつかないわぁ」

　店長はおろおろしているのだ。そして、

「カズヤくん、近くのお医者さんのところへミサキちゃんを連れていってくれるぅ？　どこがいいかしら……この時間からでも緊急入院させてもらえるところに連絡取らないと……」

　ミサキはぴょんと立ち上がり、

「お医者さんとか行かなくていいですよ！　ほ、ほら、全然大丈夫ですし」

「でもぉ……傷の痕あとが残っちゃうかもしれないじゃない」

　どうやら、それほど大事ではないようだ。カズヤは大きく安あん堵どの息を吐つく。店長からの電話は、もう今にもミサキが死ぬのではないかという勢いだったのだ。

「……とにかく、ちゃんと病院に行かなきゃダメ！　そんなに言うなら入院はしなくてもいいけどぉ……しっかり診みてもらってお薬貰もらってきなさい。そうじゃなきゃお店に出させないんだからぁ」

　店長が頑強に主張するので、ミサキも遂に譲じよう歩ほする。

「ほんとに店長は心配性なんだから……はーい。わかりましたー。病院行ってきまーす」

「というわけで、カズヤくん。ミサキちゃんを抱っこして連れてってあげて」

「え？」

　店長の言葉にカズヤは戸惑う。

「え、じゃないでしょぉ？　女の子が足を怪け我がしてるんだもの。男の人が抱っこして連れていってあげなきゃ……」

　なるほど、そのためにオレを呼び戻したのか。でも、だったら下げ種す井いさんだっているはず……と、カズヤが頭を巡らすと、

「あーいてー。腰がいてーなー」

　わざとらしく腰を叩たたいて腰痛アピールしている下種井の姿が目に入った。

「下種井さん、もしかしてさっきミサキちゃんに一発食らって腰やられたんすか？」

　心配になってカズヤが尋たずねる。と、なぜか下種井は不ふ機き嫌げん極まりないしかめ面つらになり、

「……お？　やんのかコラ？　お？」

　中腰になってカズヤの顔を下からねめ上げてきた。チンピラ風威い嚇かく。腰は大丈夫なのか。そして、

「……いいか？　その話は二度とすんな！」

　ぷい、とどこかへ行ってしまった。何怒ってんだ？　とカズヤはそれを見送ることしかできない。

　いずれにせよ、何だか成り行き上、カズヤがミサキを近くの病院まで運ばねばならなくなったようだ。

「カズヤくん、それじゃよろしくねぇ」

「ほんとに大丈夫なんだけどなあ……カズっちもごめんね？　わたしの怪け我がに付き合わせちゃって……あはは、わたしも道で転ぶとかどん臭くさいよねー」

　ミサキは眉まゆを八の字にしたまま笑う。苦笑い。

「慣れない靴はいてたせいかなー。人混みでちょっと押されたらゴロンって。あ、でも、これってドジっ子アピールで好感度上がるかなー？」

　そして、ひょこひょこと歩き出したものだから、

「カズヤくん、ほら、抱っこしてあげて！　ミサキちゃん歩くの大変そう！」

「へ？　いや、大丈夫大丈夫！　わたし、そんな歩けないほどじゃ……！」

　店長の声にミサキは顔を赤らめた。が、急に押し黙だまる。俯うつむいて何か思案中。思案終了。

「あ……いたたた……あ、あれー？　やっぱりちょっと……痛い……かな……？　痛い……かもしれないなー……痛くても不思議じゃない？」

　ちら？　と、カズヤの方を窺うかがうようだ。そう言われると、カズヤも弱い。

　……ミサキちゃんを追いかけた後、一人で店に帰しちまったんだよな……オレが目を離したせいでミサキちゃんが怪我をしたようなもんだし……。

「よっし、わかった！　オレがおんぶしていくから、背中に乗ってくれ」

　カズヤは屈かがみ込んで、ミサキに背中を曝さらけ出す。

「じゃ、じゃあ、遠えん慮りよなく……」

　遠慮しいしい、ミサキが背中におぶさったのを確認して、

「じゃあ、医者のとこまでちょっと行ってきます」

「お願いねぇ？　気をつけるのよぉ」

　店長の言葉を背に受け、カズヤはスターライトから外へ出ようとした。そこで声がした。

「……私も今度怪我しようかな」

　そんな風に聞こえたので、カズヤは思わず振り返る。

　アケミ姉さんがいた。が、アケミ姉さんはよくよく見れば素知らぬ風。口元を引き締め、つんとしたもの。聞き違いだったか、とカズヤは先を急いだ。




　カズヤは近くの医者の所までミサキを届けた。

「先生、ちょっと休ませてやってくれよ」

　と医者に頼んで、一旦医院を出る。外の雑ざつ踏とうの中で携帯を取り出した。店長にミサキを無事送り届けた報告だ。

「……あ、店長ですか？　カズヤです。今ミサキちゃんを……え？　マジですか!?」

　電話の向こう側からの慌あわただしい声にカズヤは驚いた。スターライトにネズミの群れが出て大おお騒さわぎなのだという。

『お客様の足元を走り回ったりして、女の子もみんな怖がっちゃってぇ……何とか追い出したけれど、お客様もみんな逃げ出しちゃったわぁ。ショックぅ……』

「うちの店にネズミだなんて……いつも清潔にしてたのにどうして……？」

　カズヤはスターライトに住み込みで働いているが、店内でネズミを見かけたことは一度もない。それなのに、ネズミの群れが発生するなんて……という思いだ。

『本当よねぇ。こんなこと今までなかったからびっくりよぉ。……まるで沈む船から逃げ出すネズミみたいだった。縁起悪いわぁ』

　ともかく、そんな修しゆ羅ら場ばに怪け我がしたミサキちゃんがいなくて不幸中の幸いだったわぁ、などと店長は話を締めて、通話を切ってきた。

　電話が切れた途端、待ち構えていたようにカズヤの携帯が鳴り出す。矢継ぎ早の催さい促そく。

「はい、もしもし……？　え？」

　今度はスターライトに勤める女の子からだった。今日休ませて欲しいという。親が急病という連絡があったのだそうだ。一刻も早く親元に帰りたい、というその子の声に、

「わかったよ。店長には伝えておくから……お大事にな」

　カズヤは労いたわりの言葉をかける。焦あせっているらしいその女の子を落ち着かせるように、二言三言忠告して、それから電話を切った。

　……色々起こるな、今夜は。

　などと感慨深げに携帯をしまったところで、カズヤは捕まった。

「……どうだった？　不幸があんたの周りにちらつき始めたでしょ？」

　背の高い少女、サキだった。もちろん、今は坎かん面めん御ご前ぜんの集会所で着ていたようなローブ姿ではない。カズヤの姿を認めるなり、すたすたと歩み寄ってきて言い放つ。

「御前様の言葉を信じる気になった？」

「また、おめーかよ……」

「あんたが占うらないを止やめないと……いいえ、あんたに取り憑ついてる悪あく霊りようを追い払わない限り、あんたにはこれからも悪いことが起き続ける。それでもいいのかなあ？」

「ふざけんな。別にオレの身に不幸なんて起きてねーぞ」

「だぁかぁらぁ！　わっかんねー奴やつだな！　あんた自身じゃなくてあんたと近しい人に不幸が降りかかることもあるって言ってんの！」

「ミサキちゃんのことかよ？　あれはちょっと転んだだけ……」

「でも、医者に連れてきたってことは怪け我がしたんでしょ？　わかってんの？　これあんたの所せ為いなんだけど？　人に怪我させといて、何その軽い受け止め方？　今回はそんなんで済んだけど、次はどうなるかわかんないじゃん。人の命や安全がかかってんだよ？　もっと深刻に受け止めなよ」

　急に厳しい顔つきになって、カズヤを責めてくる。カズヤはむかっ腹を抑おさえきれない。

「おい！　なんだそりゃ？　何でおめーにそんなこと言われなきゃなんねーンだよ！　何でオレの所為だ、この野郎！」

「あんた、御ご前ぜん様のせっかくの忠告を無視する大おお馬ば鹿かやろーでしょ？　それが周りに迷惑かけてるから怒ってんだよ」

　サキは一歩も引かない。

「もう占うらないなんてしないって約束しなよ。ほんと迷惑なんだから。それとも何？　あんたってそんなに占い大好きちゃんなわけ？」

「……オレは別に占いなんか」

　カズヤの背後で慌あわてた声。

「ちょ、ちょっとカズっちさん!?」

「でも、インチキ御前の言う通りに、ハイそうですか、なんて従えるかよ！　そいつ、勝手なこと言ってるだけじゃねーか。これから不幸が起きるってのも、たまたまミサキちゃんが転んだのをさも関係があるかのように当てはめて、ほら当たった当たった！　って喚わめいてるだけだろーが。オレはそんなんで他人を都合よく動かそうする奴やつが大嫌いなんだ。全然、人の背中を後押しするような占いじゃねえ！」

「へえー、ご立派だね。悪あく霊りように都合よく動かされてる奴がさ。……たまたま、ね。たまたま偶然、事故が起こったと思うんだ？　じゃあ、これからもっとたくさん傷つく人が出たら、そこでようやくわかるってわけね。……まったく、愚おろかというか痛い目に遭わないとわからない馬鹿というか……」

　サキの口ぶりに、カズヤは良い気分ではいられない。先程あった電話の内容も思い出される。スターライトにネズミの群れが出て大おお騒さわぎになった……女の子の親が急病になった……。

　んなわけねーだろ、と自らの考えにツッコミを入れた。偶然だ、と。

　ちょっとよぎった不安を振り払うように、カズヤは強く言う。

「……さっさと消えろ。おめーの顔見てるとイライラするわ」

「あたしだってあんたの顔なんか見たくもねーんだよ！　でも、御前様の命令だから……いい？　よく考えてよ？　あんたに憑ついてる悪霊が何で占いをしようとするのか、その理由を考えたことはないの？」

「はあ？　んだよ突然」

　サキはカズヤを睨にらんでくる。いや、カズヤの背後を睨んでいるのか。見えてはいないはずなのに。

「考えてみれば変な話だと思わない？　幽ゆう霊れいが占うらなって人を不幸から救う。そんなことして、幽霊にどんないいことがあるのよ？」

　サキは御ご前ぜん様から知らされていたのか、ともかくカズヤとヒミコの関係を把握しているようだった。

「さーな」

　カズヤは短く受け流そうとする。だが、サキは食い下がるのだ。

「よく考えろって言ったよ？　幽霊は何でそんなことをしたがる？　……あんたに憑ついてる悪あく霊りようは自分のこと卑ひ弥み呼こだって名乗ってるんだろ？　まあ、それが卑弥呼だと信じるとしても、なんで卑弥呼が今の人々を救いたがるわけ？　救うことで、卑弥呼にどんなメリットがあるんだろうね？　怪あやしいと思わない？」

　カズヤは振り返る。ヒミコを見た。ヒミコは幼い顔をぷるぷると振って、

「……な、何でって……わ、わかりません。で、でもメリットとかそんなんじゃなくて……目の前で困っている人がいたら助けたい……すみません、そう思うのはそんなにおかしなことですか？」

「……困ってる人がいたら助ける。それがおかしなことかよ？」

　カズヤはヒミコの言葉を繰り返してやる。それに対して、サキはこれっぽっちも感かん銘めいを受けた様子はない。

「すっごい不自然。そんな動機で人は動かない。人は益がないと動かない。ま、今あんたに憑いてるのは幽霊だけど。とにかく、これはあたしが今まで生きてきて得た結論。そう考えると、その悪霊は何か本当の狙ねらいを隠してるとしか思えない」

　憤ふん慨がいのあまり、だろうか。ヒミコはカズヤに向かって息苦しそうに、

「わ、わたしが何か隠してるとか……ありませんよ！　そ、そりゃ長いこと幽霊として生きてきたせいで……その……確かに記憶があやふやなところがあるんですけど……」

　強く首を振った。

「で、でも！　すみません、隠し事なんかないです！　カズっちさんに占いをして欲しいのは本当に……！　ただ、そうしないと……人々を不幸から遠ざけないといけない、そう感じるから……」

　ヒミコの言葉が聞こえないサキは語り続けている。

「……そこには別の意図が隠れてると疑うべきじゃないの？　人を救うのはいいことだよ。でも、その結果としてあんたに全ての不幸が降りかかってくるんだ」

　サキはカズヤと目を合わす。

「もしかしたら、その幽ゆう霊れいは自分のやっていることが本当にいいことなんだと信じているのかもしれない。善良なのかもね。でも、そいつの行動であんたに不幸が降りかかるのは変わりない。だとしたら、一番厄やつ介かいなタイプの悪あく霊りようだよ。そいつは自分が正しいと信じていることのために、あんたを犠牲にしてもいいと思ってるんだ。ねえ、ほんとにわからないの？　あんた自身騙だまされてると思ったことない？」

「……」

　カズヤは黙だまって見つめ返すにとどまる。

　サキは小こ馬ば鹿かにしたように、

「……おめでたいね、まったく！」

　呟つぶやいた。そして、

「大体、運命を変えることでその人は助かるにしても、その結果あんたとかあんたの周りとか全然別な人が不幸になる。誰かの幸せを願って行動したとしても、結果、別の不幸を生み出すだけ。そう考えると、その幽霊のやっていることは全部無む駄だだよね。むしろ、そいつが動くことで本来犠牲になるべきでない人間が不幸になるんだ。総体的には幸も不幸も変わらない。だったら、素人しろうとは運命を変えようなんて考えないで、全てを流れに任せるべきなんだよ。運命を変えようなんておこがましい」

「……おめーの言い分だと、何やっても無駄ってことか？」

　カズヤは呟いた。

「どうせ変わらないんだから全部身を任せていけ、と……。あのよ、だったら最初から死んでた方がよくね？　どうせ何も変わらないんだから、生きてるのも無駄だろ？　生まれてこなければ無駄がなくていい」

　そこまで言って、カズヤは頭を搔かいた。

「なーんて、アホか」

　自分で言って自分でツッコむ。

「オレはそうは思えねーンだよな。未来を見通せるからか何か知らねーけど、先を見通してああこれ無駄だから、って最初から何もしない。それで満足できるのか？　そんなのが人間の生き方か？　そんなのはなんつーんだろ……ロボット？　機械？　みたいだな。それにおめー、得にならないのに人を助けるのが不自然って言ってたっけ？　オレには自然に思えるぜ。だって、オレも目の前に困ってる奴やつがいたら何かしてやりてーって思うもんよ。それって人として普通のことじゃねーの？」

　サキもまた頭を搔く。

「こんだけ言ってもダメなんだ。……別にあんたがどうなろうがいいけどさ。じゃあ、これからも占うらない続けなよ。そして、何が起こるか身をもって知ればいいんじゃない？　例えば、あの子を占うのはどう？」

　そう言ってサキは指差す。その先には黒いゴスロリ少女がいた。明あ日す香かだった。道の先から、ずっとカズヤ達を見ていたらしい。

「何だよ、あいつまだうろうろしてたのかよ」

　カズヤは明日香の方に視線を動かした。

　サキはそこでニヤリと笑う。

「じゃ、元気でね。あんたに憑ついてる幽ゆう霊れいの言う通りに占うらないを続けて、自分の周りに不幸を招き入れるといいよ。それがあんたの選んだ道だ。あんたが悪い。あっちの彼女も可哀かわい想そうにねえ。この馬ば鹿かと知り合いなばっかりに、きっと酷ひどい目に遭うと思うよ」

「おめー、そうやって脅おどし透すかしするのやめろよ！」

「心配なら彼女のこと占ってやれば？　得意の手相で。悪い運命を変えてやればいいんでしょ？　もっとも、そうやって不幸を遠ざけようと占うからこそ不幸が訪れるっていうんだから詰んでるよね」

　含み笑いを残しながら、サキは身を翻ひるがえす。ちら、とカズヤの表情を振り返りながら、人混みの中に消えた。その口元は意地悪く笑っていた。

　明日香が難しい顔をして近付いてきた。

「先程の方……あなたに憑いている幽霊さんのことを知っているようでしたが？」

「ああ、そうなんだよ……インチキ占い師がオレに憑いてる幽霊のこと知ってるらしくて、その仲間のあいつも知ってるんだろうな」

「それに……あなたが占えば占うほど不幸が訪れる？　あれは一体どういう意味でしょうか？」

「ああ、それはな」

　と、カズヤはそれまでの経緯をかいつまんで明日香に話した。

　明日香は一層難しい顔になった。

「悪い運命を変えようと占いをすると、その歪ゆがみが占った者の周囲に影響を及ぼす……そんなことがあるのですか？」

「んなわけあるか。どういう理屈だよ。なんで運命が変わったら、それで歪みが生じることになるんだ？　つーか歪みって何だよ。で、それが何でオレの周りに来る訳？　理屈も何もねえ。ありゃ、適当に雰ふん囲い気きのある言葉を並べて話作ってただけだろ。くだらねえ」

「……そうですね。くだらない話です。でも……」

　明日香はカズヤを見つめてきた。

「……大丈夫ですよね？」

「あ？　何だよ、おめーもオレに何か悪いことが起きるとか心配してんじゃねーだろうな？　ねーって、そんなこと」

「私が心配しているのはそちらではありません」

　明日香はカズヤの背後を透かし見るようだ。

「先程の彼女の話を聞いて、あなたは不安を感じたりしていませんか？　幽ゆう霊れいさんのことを疑ったりしてないですよね？」

　どきりとした。先程、自分の胸の中をほんの少しよぎった不安。

　ミサキちゃんが怪け我がをした。スターライトでネズミが出て騒さわぎになった。女の子の親が急病になった。……何か起きているのではないか？　いや、それどころか……こんなのはまだまだ序の口でこれまで以上のことが起きるとしたら……そう思ったのを見み透すかされたような気がしたからだ。

　だから、カズヤはあえて鼻で笑ってやる。不安を笑い飛ばすように。ヒミコは悪あく霊りようでオレに不幸をもたらすとか、馬ば鹿かげた話だ、と。

「当たりめーだろ。オレはあんなインチキ御ご前ぜんの仲間の話なんか、端はなから相手にしてねーよ」

「なら、私を占うらなってください」

　明あ日す香かが命じるようにぴしりと言ってきたから、カズヤは一旦言葉に詰まる。

「……そりゃ……おめー……」

「大丈夫。あなたやあなたの周りに不幸など訪れるわけがありません。私はあなたを、そしてあなたが信じている幽霊さんを信じます。あなたの占いがなければ、私はきっと今ここにいない……連れ戻されて籠かごの鳥になっていたでしょう。私は幽霊さんに救われたのだと思います。でも、その代わりにあなたに不幸が訪れていた……そうだとしたら、私は大変気分が悪いです。占いで運命を変えるべきでなかった、そんなことしても結局は無む駄だだ、などと言われるのは……我が慢まんできません。それは今の私を否定されることだから。あなたの占いで今ここにいる、私が間違っていたかのような言い分です」

「……おう、そーだな。確かに、そうだ」

「だからこそ！　だからこそ、占ってください。何もあなたに悪いことなど起きないと証明しましょう。あなたが幽霊さんを信じていること、それを証明するんです。そう、さっきの子の話など、私達に何の瑕か疵しも与えられない……」

「まあ、言われてみりゃそうだな……あいつの話なんか無視して今まで通りにやってればいいだけの話だ。あんな与よ太た話に乗せられてあたふたするこたぁねーわな」

「そうですとも」

　明日香はカズヤの答えを聞いて、自信ありげな笑えみを浮かべた。と、少し気き遣づかうように首を傾かしげ、

「……ところで、幽霊さんはどうなんですか？　あんな話を聞いて、まさか占いを止やめるとか言わないですよね？」

　ヒミコはふつふつと、

「……わたしは占いたい……占いたいです！　だって、わたしにはそれしかないから……わたしが占いをできなくなったら、わたしはカズっちさんの傍そばにいる意味がないんです……！」

「な、何だよそれ」

　カズヤはヒミコの思い入れっぷりに少し面おも映はゆくなりながら、

「……なんにせよ、やる気満々みてーだぜ？」

　ヒミコの様子を明あ日す香かに伝えてやった。

「なら問題ありませんね。さあ、どうぞ」

　そう言って明日香は自らの右手を差し出してくる。

「でも、おめーの手相はもう前に見ただろ」

「手相は変わるものと聞きました。それに、先程の彼女が言ったように、あなたの周りに何か不幸が訪れるのなら、私の手相にその予兆があるかもしれません。確かめてみてください」

　それならば、とカズヤは明日香の手を取った。以前にも触れた手。カズヤは背後に確認の声をかける。

「……どうだ？」

「……特に何も悪い予兆は出ていないですね。……以前に拝見した時と比べると、知能線上の島が小さくなっているようです。神経に障さわるような障害がなくなったか、あるいはそれに打ち勝つような気持ちの強さを身につけたと見てとれるでしょう」

　ヒミコの答えを聞いて、カズヤも頷うなずく。

「そうだな。初めて会った時に比べて、余裕を持てるようになったのかもな。探偵の所で働いてるのが良いのか？　ゆとりがあるっていうか、見ててそんなに不安にならねえし」

「そう、ですか」

「おめー、最初の頃はピリピリしてて、何か危なっかしかったもんよ。周りに対する当たりもかなりキツかったしな。……まあ、今でもオレに対する当たりはキツイが……」

「……何かご不満でも？　ご自分のふしだらな行いが原因だという反省はないのですか？」

「何でオレが悪いんだよ!?　オレ、何か悪いことしたか!?」

「ご自分の胸に手を当ててください」

　木で鼻を括くくる、といった態度。カズヤは疲労感に襲われて、ため息を吐つく。

「……とにかく、おめーに何か悪いことが起きそうな気配はねーな。……で、オレにも不幸なことは起きそうにない」

「……やはり彼女の言ったことは出で鱈たら目めだった、ということですね」

　明日香は納得したように、だが、どこか含みありげに頷うなずく。

「あなたが占うらないをしても、それで不幸が私に降りかかる様子はない。それに占いも当たっています。やはり、先程の彼女の言っていたことは出鱈目で気にするようなことではなかったのでしょう」

　ヒミコも力を得たように、

「そうですとも！　わたしの占いがカズっちさんの周りに不幸をもたらすなんて出鱈目に決まってます！　ああ、良かったぁ～」

　カズヤは明あ日す香かをまじまじと見てしまう。

　オレを、オレ達を安心させるために、身をもって証明したわけか。ヒミコの占うらないが間違ってないってことを。オレがちょっと不安に思ったことを打ち消すためにわざわざ……。

　と、明日香は何か抱かかえていたものを吐はき出すように語り出した。

「……占ってもらったように、確かに今の私には余裕が生まれている気がします。……お父様と向き合うことを考えられるようにはなりましたから……」

「あ？　お父様？　それがどーかしたのか？」

「……私の手相に変わりはないのでしょう？　……つまり今も、お父様と向き合わなければいけない、と出ているわけですよね？　……実は先日、お父様から使いが寄こされたのです。戻ってくるように、と」

「なに!?」

　どういうわけか、カズヤは動どう揺ようしてしまう。

「……今占われて少し吹っ切れました。向き合わなくては……そして、自分の気持ちをお父様に伝えなくては」

「そいつはおめー……」

　家に帰るってことか？　と確かめるのをカズヤは躊躇ためらってしまった。

　明日香は何か言葉を飲み込み、

「……余計なことに手間をかけさせられました。仕事に戻らなくては」

　顔つきを切り替えた。仕事の顔だ。

　カズヤも今感じた何かを口にすることなく、別の事を口にしてしまう。

「……そういえば、何でおめーここにいんの？」

　ミサキを送り届けた医院の前の道路。そこは奇しくも、小こ森もりの探偵事務所があるタバコ屋通りだ。狭せまい通りである。

「事務所に忘れ物を取りに来たんです。ついでに待機中のヒナさんも迎えに。所長が、人出は多い方がいいと仰おつしやって」

「じゃあ、こんなとこで道草食ってる場合じゃねーじゃねーか！　あのねーちゃん、事務所で待ちっぱなしだろ」

「そうです。まったく、あなたの所せ為いで……」

　ボン、と鈍にぶい音がした。

　カズヤは肌で感じる。うなじの毛が逆立つ感覚。

「……危ねえ！」

　カズヤは明日香に覆いかぶさった。反射的に悟さとったのだ。危険が迫せまっていることを。

　過あやまたず、カズヤの背後で、上から降ってきたガラスが地面に叩たたき付けられた。それが割れる盛大な音。更に、

「……ぐっ……！」

　鈍にぶい音とともに消火器がカズヤに当たった。肩口に走る鈍どん痛つう。その消火器も上から降ってきたものだ。カズヤが身を呈ていしていなければ、明あ日す香かに直撃していただろう。

「……え？」

　明日香の表情がそのまま固まった。凝視。カズヤも振り返り、その視線の先に目をやった。

　とあるビルの二階から煙が上がっている。夜目にも黒いのがわかる。それはカズヤ達にとって見知った場所、小こ森もり探偵事務所のあるべき場所から噴き上がっていた。

「……そんな……」

　明日香が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。周囲の連中も一いつ瞬しゆんの硬直から解かれたのか、慌あわただしくなった。

「火事だ！」

「ガス爆発？」

「なぁ、おい！　今目の前で爆発起きたんだけど！　すげー、マジだ、マジだわ！　お前も早く見に来いよ！　マジぱねぇって！」

「これ、動画に撮っといたらどっかに売れね？」

　次第に騒そう然ぜんとしてくる中、明日香が呟く。

「……そんな……中にはヒナさんが……」

　カズヤは既に動き出していた。煙を上げる小森探偵事務所へと、口を押さえて飛び込もうとする。小森の事務所が入っているビルの各テナントから、人々が逃げ出してきていた。丁度、カズヤと鉢はち合あわせするような格かつ好こうだ。外へ逃げ出してきた人々は、中に入ろうとするカズヤに目を丸くする。

「お、おい、危ないぞ！　中に入るんじゃない！」

「うるせえ！　あそこにゃまだ人が残ってるんだよ！　助けねーでどうする！」

「無茶だ！」

　そう言われて、カズヤは肩を押さえられる。丁度、消火器が当たった場所だ。一いつ瞬しゆん、痛みで息が止まる。

「だ、大丈夫ですか!?　私のために……」

　痛みに顔を歪ゆがめたカズヤを見て、明日香が慌あわてた様子。

「別になんてことねーよ。心配すんな。それよりも！」

　カズヤはビルの上を見る。最も早はや一刻の猶ゆう予よもない。押さえられた肩を振り払って、中へ向かおうと試みた。が、カズヤのその勢いに驚いた人々が必死でカズヤを食い止めにきた。

「やめろって！　あんたが危ないぞ！」

「放せ、放せって！」

　言いながらも、押し流されるようにカズヤはビルから遠ざけられる。路上に立って、煙を噴き上げる事務所を見上げることしかできない。妙みような非現実感。

　……そういえば、とカズヤはぼんやりと思い返す。

　あんたの周囲に不幸が降りかかる。

　そんなサキの言葉。それがカズヤの頭の中で繰り返されていた。

　オレが明あ日す香かを引き止めたりしなければ、今頃あのねーちゃんは明日香に連れられて事務所を出て助かってたかもしれない。占うらないをしていた時間の分で、日ひ名なを連れ出せていたかもしれない。助けられたかもしれないのに。むざむざ、目の前で……くそ！

「え？　なに？　何が起きたの？　撮影？」

　野次馬の数が増してきていた。サイレンの音も聞こえ始める。

「あの、何があったんですか？」

「……火事だ」

　……いや、あれだとガス爆発か。カズヤはそうも思ったが、そこまで口にする気力もない。疲労感に満ちた一言を漏もらすのがやっとだった。

「え？　ええーっ!?　うそ……じゃあ、あの中は……」

　くそ……オレの所せ為いで……。

「じょ、冗談じゃないですよ!?　わたしのＰＣ88が！　それにようやく手に入れた『新世界のアダムとアダム』の初版本がっ！」

「……って、何で生きてんだよ!?　幽ゆう霊れいか！　つーか心配するとこそっちかよ!?」

　コンビニ袋にプリンなど入れた草くさ田だ日名（小こ森もり探偵事務所の助手にして棒っぽい体の持ち主）が、カズヤの横で打ち震えているのだった。どしゃり、とその手からコンビニ袋が滑すべり落ちた。

「ヒナさん！　無事だったのですね！」

　明日香が安あん堵どの声を上げる。対する日名は、この世の終わりといった震え声。

「ぜ、全っ然無事じゃありませんよ！　え？　これ、何でですか？　ちょっと夜食を買いに出たら……まだ読み終わってなかったのに！　アダムとアダムがようやく出会ったところだったのに……そこに新たなアダム投入、更にスミスも！　アダムとアダムとアダムとスミスが上へ下への大おお騒さわぎだったのに！　ちなみに叢むら雲くもさんは上と下ならどっちが好きですか？」

「知らねーよ！」

「どちらでもいける口、と。ふふふふ……ふふふふふ！」

「……おめー、結構余裕あるな……」

「は！　そ、それどころじゃありませんでした！　あー、どうしましょう！　こ、こうなったら一刻も早く回収を……！」

　日名が耳に唾つば付けてから事務所内に半泣きで飛び込もうとしたので、カズヤと明日香は必死に止めた。




　小こ森もり探偵事務所の火災による被害は思ったより小さかった。事務所内の物品が破損したが、負傷者が出なかったのは幸いといえよう。もちろん小森は、これのどこが幸いだ、と天を仰あおぎたい心境だったろうが。

　カズヤは明あ日す香か達と別れて、スターライトに戻っていた。治療を終えたミサキを伴ともなっている。近くで火事があったのだから、ミサキを医院に置いておくわけにもいかない。巻き込まれたら大おお事ごとだ。

　そうして戻った店内はてんてこ舞い。

　店長からの電話であったように、ネズミの群れが店に発生したのだ。その後始末の真っ最中である。ネズミに驚いて転んだりして、お客や女の子が数人、怪け我がをしていた。

「おかえりぃ～。ミサキちゃん、ケガは大丈夫ぅ？」

「は、はい」

　怪我人の手当てをしていた店長から言われて、ミサキはうなずく。そして今度は店長と一いつ緒しよになって自分から怪我人の手当てを手伝いだした。

「おら、お前はネズミを追いだすの手伝え」

　下げ種す井いから指示されて、カズヤは店内にネズミが残っていないかしらみつぶしに探すことになった。その間、終始言葉少なである。

「……っかしよお、店にネズミが出るなんておかしな話だぜ」

　下種井がぶつぶつ言う。

「こんなことは今までなかったもんな。何か呪のろわれてんのか？」

　手にした箒ほうきで椅い子すの下や物陰を乱暴に搔かき回す。隠れているネズミを追い出そうというのだ。

「……呪われてる……」

　カズヤは下種井の言葉を繰り返した。と、下種井が唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「つーかよ？　こりゃ店に住み込んで働いてる奴やつが原因なんじゃねーの？　ネズミが出るような汚ねえ住み方してたせいでよ。なあ？」

　オレのせいなのか？　カズヤの頭をふとよぎるそんな思い。カズヤは問わずにはいられない。

「あの、下種井さん。下種井さんの身に最近、何か悪いことありませんでしたか？」

「はあ？　俺に悪いことなんか起こるわけねーだろ？　俺って神に祝福されし強運の持ち主なんだぜ？　……そうだな、強しいて言うなら、最近、覚えの悪い後輩が入って、えれえ迷惑かけられてることくらいか」

「ギャンブルで負けたりとかしてませんか？」

　まるで痛いところを突かれたよう。下種井は真っ赤になって反論してきた。

「な、ふ、ふざけんな！　俺はトータルでは勝ってんだよ！　たまに外れてるみたいに見えるかもしんねえけど、トータルで見たら儲もうかってんの！　実質、負けなしだ！　きょ、今日もナイトレースで万馬券当てたぜ！」

「本当ですか？」

「あ、なに？　おめえ疑ってんの？　俺を？　先輩であるこの俺を？　だ、だったら証拠見せてやるよ……今すぐ万馬券持ってきてやるから、待ってろ！」

「あ、いや、下げ種す井いさんの身に何か悪いことが起きてなけりゃそれでいいんで……」

　下種井は憤ふん然ぜんと店の奥へと消えてしまう。態ていよくサボられた。だが、下種井には悪いことは起きていないようだ。それだけで少しカズヤは安心した。

　……まさか、下種井さんに安心させてもらえる日が来るとは。

「……じゃあ、お客さん達をお医者さんの所まで送っていくから、お店の方はよろしくねぇ」

　店長の声が聞こえてきて、見れば店長が怪け我が人達をタクシーに乗り込ませているらしい。店長に後を託されたアケミ姉さんがそれを見送った。

「……大変な夜ね」

　アケミ姉さんが呟つぶやくのが聞こえる。

　全くだ。と、カズヤも思った。

　そうして、カズヤは一人、まだネズミが隠れていないか店内を調べ歩く。手にした箒ほうきでガサガサ。だが、当然カズヤは一人に見えて一人ではない。

「……あのう、カズっちさん……すみませんけれど今日のこと……」

　ガサガサ。

「わ、わたしの占うらないが間違っていたわけではないですよね？　明あ日す香かさん自身には何も危害はなかったわけですし……」

　ガサガサ。

「すみません……すみませーん！　あのう……わたしが占ったから火事が起きたなんてことは……わ、わたし悪あく霊りようなんかじゃ……！」

「……わかってんよ」

　カズヤがようやく呟つぶやいた。

「おめーは悪くねえ。悪気なんかねえんだ。……おめーにそんな悪わる巧だくみするような上等な頭がついてるとは思えねーし」

「……ちょっと引っかかりますけど、すみません、信じてくれてるんですね」

「……ああ」

　そう言いつつ、カズヤは俯うつむいて箒を動かし続ける。言葉を続けられないのだ。何と言っていいかわからない。

　と、スターライトの入り口の扉がカランカラン鳴った。

「……へえー、こういうお店、中に入るの初めて……。……なんか香水クサッ」

　無ぶ遠えん慮りよに入り込んでくる者がいる。少女にしては背が高い。

「……おめー、こんな所まで来やがったのか」

「言ったじゃん、あんたがスターライトって店で働いてるのも坎かん面めん御ご前ぜん様はお見通しだって」

　サキだった。険しい目付き。文句をつけたくて仕方がないといった風だ。

「これの責任取ってもらうよ」

　と、右手をかざす。その手には包帯が巻かれていた。

「あ？　何の話だ？」

　サキは意地の悪そうな笑えみを浮かべる。

「聞いたよー。知り合いの探偵事務所が燃えちゃったんだってね？　で、感想は？」

「ああ？　何がだよ？」

「何がってことはないでしょうが。あんたの所せ為いで火事が起きてどうだった？　って聞いてるんだけど？」

　カズヤは箒ほうきを壁に立てかけて向き直る。

「あんまイラつかせんじゃねーよ。何でオレの所為だ？　ああ？」

「何度も御前様の言葉を伝えてやったでしょ？　それを無視して悪あく霊りようと戦おうとしないから、こうなったんじゃん。完全にあんたの所為」

「うるせえ、その戯たわ言ごとならもう聞き飽きたぜ。仕事の邪じや魔まになるから出てけ」

　サキはカズヤを正面から見み据すえてきた。試すような眼まな差ざし。

「……あんた、まだ続ける気？　占うらない」

「……関係ねーよ」

「今日不幸が降りかかったのは、あんたの知り合いの探偵事務所だった。でも、それだけじゃない。それだけじゃ済まなかった。ていうのはね、あたしにまでとばっちりが来たからよ。あんたを救ってやろうっていう御前様の言葉に従っただけのあたしが、何でこんな目に……」

　そう言って、包帯の巻かれた右手をずい、と突き出してくる。

「あんたに関かかわったせいなんだからね。あたしにまでこんな怪け我がさせて……どうしてくれるの？」

「な……！　おめーの怪我までオレの所為にすんじゃねーよ！」

「あんたの所為でしょうが！　悪霊の言いなりになって占い続けてるから、被害が広がってんじゃん！　で、次は？　次は誰に不幸をもたらすつもりよ、あんた」

　それからサキは淡たん々たんと、

「この店とか……あんたの尊敬する店長とかに何か起こると思わないの？　何か起こってもいいの？　あんたにとって、この店はそんなものなの？」

　カズヤは黙だまってしまった。店では既にネズミの発生という歓迎されざる事態が起こっている。

　もしかして……本当に？　そんな思いが毒のようにカズヤを冒す。

　その沈ちん黙もくを見て、サキは何かを察したらしい。

「……他にも何か起きてるんじゃないの？　あんたの周りで。思い当たる節ふしがあるんでしょう？」

「……うるせえ、黙だまって……」

　カズヤが言いかけたところで、ガシャーン！　とグラスの砕くだける音が響いた。女の子の悲鳴。

「ネズミ！」

　ちょこまかと走る白いネズミがグラスにぶつかったらしい。グラスは床に落ちて粉々だ。

　ネズミが悪意を持ってカズヤのことを見つめてきた、ような気がした。

　まだ残ってやがったのか！　とカズヤは色めき立つも、その白いネズミはすぐに店外へと逃げ去ってしまう。

　サキは、やっぱりね、などとネズミの消えた方向を睨にらみつつ、

「……あんたが占うらないを続けようとしてるのは何のため？　御ご前ぜん様の言葉に従いたくないっていう子供っぽい意地？　あんたのそんな個人的な思いで他人を巻き込んでいいと、本気で思ってる？　これが考え直す最後のチャンスかもしれないよ。全てを失う前に、よーく考えな」

　それだけ言うと、サキは鼻をひくひくさせながら、香水クサッと繰り返しつつ出ていった。扉が閉まり、ベルが鳴る。

　カズヤは黙り込んだままだ。

　そこへ下げ種す井いがやってくる。慌あわてた様子で、

「なくなっちまった！」

「……はい？」

「万馬券だよ、万馬券！　俺の大事な万馬券がねえんだよ！　どうなってんだ、くそ！」

　下種井は、盗まれたのか!?　だの、ゴミと間違えて捨てた奴やつがいる！　だの、万馬券の消えた理由をあれこれ喚わめく。だがいずれにせよ、手元から消え失うせたことは確からしい。

「……俺の万馬券……もしかして風に吹かれて外に!?」

　下種井は店から飛び出していってしまった。

　カズヤはそれを呆あつ気けに取られたように見送るしかない。

　と、今度はその下種井を追うようにアケミ姉さんまでやってくるではないか。表情から血の気が失われている。

「……下種井さんは……いないわよね？」

「どうかしたんすか」

「いい？　落ち着いて聞いて。店長が交通事故に巻き込まれたわ」

「……え!?」

「乗っていたタクシーが追突されて……わたしは急いで病院に行ってくる。お店のこと、下種井さんに頼もうと思ったんだけど……いないならあんたに任せる。頼むわ」

「店長が……事故……け、怪け我がの状態は!?　まさか大怪我とか!?」

「……わからないわ」

　アケミ姉さんは唇くちびるを嚙かみ締めるかのようだ。

「とにかく、わたしは行くから後はよろしくね」

　手短に言う。そして、慌あわただしく出ていってしまった。

　残されたカズヤは、膝ひざから力が抜けていくのを感じる。大地が失われたかのよう。壁に手を突いて、ようやく体を支える始末。

　そして、考え込んでしまう。

「……何で皆……店長まで……何なんだよ……」

　ミサキちゃんが怪け我がをし、店の女の子の親が急病になり、スターライトにはネズミの群れが出、小こ森もりの探偵事務所が燃え、サキも怪我をし、下げ種す井いさんが万馬券を失なくし、店長まで事故に遭った……。

　そこでヒミコが、たまりかねたように声を出した。

「か、カズっちさん……これは偶然……そう偶然です。それに、事故に遭ったっていう店長さんも、実は車に乗ってなかったとかいうオチですよ！　そんな考え込まないで、さあ、元気出して行きましょー！」

　そのヒミコの空元気っぷりが、カズヤの神経を逆さか撫なでした。

　カズヤは重い口を開く。

「……オレだってあんな話、真に受けてなんかいねーよ」

　カズヤの重い口ぶりに、ヒミコは一いつ瞬しゆん飲まれたようだ。不安げに、

「あ……はい……そ、そう、ですよねー」

　それから急に力強く、

「あ、あんな話、まったく何を言っているのやら、ですよね！」

「……ただ」

「え？　ただ？　え？　え？」

「考えちまうんだ。店長の怪我が大おお事ごとだったら……この店が燃えちまったら……明あ日す香かとかミサキちゃんに取り返しのつかないことでも起きたら……」

「か、カズっち……さん？」

「おめーが悪意を持ってるとか、そんなことはねえってオレも思ってるよ。だけど……占うらなうの、止やめてみねーか？」

　その言葉が紡つむがれた瞬しゆん間かん、ヒミコは雷に打たれたかのようになる。ひどいショック状態。

「あ、あのう……え、ええ？　今、何て？　……すみません、今……」

　カズヤは頭を下げる。まるで地に向けて言うように、

「……止めようぜ、って言ったんだ……」

　本当に占いで不幸が起きるのか確かめるためにちょっとだけ。そういうつもりだった。叢むら雲くもカズヤにとって、自分のやっていることで周りに被害が及ぶなど我が慢まんならないこと。

「で、ででででも、わたしにはこれしか……これしかできないんですよ？　占うらないで人助けができなくなったら、それはもうわたしじゃなくて……そしたら、誰もわたしなんか見えなくなっちゃう……いないのも同然になっちゃう……」

「おめーのことはオレが見えてるだろ。オレの傍そばでいつもみてーに茶々入れてりゃいーじゃねーか」

「！　そんなの……そんなのダメです！　絶対ダメ！」

　ヒミコはカズヤの首に縋すがり付く。

「す、すみませんカズっちさん！　もう一度占いましょう！　占いを止やめるなんて弱気なこと言わないでください！　わたしがわたしであるために、それはとっても大事なことなんです！」

「……オレだって、あんなインチキ占い師の言うことなんざ聞きたかねーよ！　当たりめーだろ！　でも、どうしようもねーじゃねーか！　オレがひでー目に遭うだけなら何の問題もねーけど、そうじゃねえ！　オレだけの問題じゃねーンだ！　もしこれ以上誰かがひでー目に遭ったら、オレは……」

　それだけ言うと、カズヤは黙だまってしまった。これ以上何も言えない。

　沈ちん黙もくの間が過ぎていく。そして、

「あ……」

　ヒミコは全てを悟さとったという顔。呆ぼう然ぜんと、

[image: ]

「わたしのこと……信じてくれてないんですね」

「違ちげーよ！　そういうこっちゃねえ！　ただ、このままじゃ皆が……」

「……えへへ、そうですよね……すみません……わたしがいるから……悪いこと起きちゃうんですよね……え、えへへ……」

　ヒミコは無理やり笑え顔がおを作って、

「……そ、そうですよね……もともとカズっちさんは幽ゆう霊れいとか嫌いでしたし……わ、わたしが勝手に押しかけて……勝手に仲良くなれたと思い込んでただけ……。すみません……すみませんすみません本当にすみません……」

　ヒミコの姿が薄らぐ。

「お、おい!?」

「……すみません……すみません……もうこれ以上ご迷惑はかけませんから……だから、これ以上嫌いにならないで……」

「おいってば！　おめー、どこに行くんだよ!?」

　カズヤの叫さけびも空しく、ヒミコの姿は消えていった。




　　　◇




　ヒミコは当てもなく彷徨さまよっていた。いや、漂っていたと言った方がいいか。自らの意志で居場所を求めて流離さすらうのではなく、八や俣また町の空気の中をただ浮かんで流される。そうして漂いつつ、思うのは取りとめもないこと。

　どこへ行けばいいのかわからない。こんな気持ちをカズっちさんに見つけてもらうまでずーっと感じていた。長い長い時間。夢と現実が混じり合うようなフワフワした感触。記憶が混こん濁だくし、現実と幻の区別がつかなくなる。そして、次第に自分自身もあやふやになって、また誰かに見つけてもらうまでそれは続く。わたしでもわたしでもない存在。そこにあり、又はそこにない……。

「……そんなに見つけて欲しいのかい？」

　呼びかけられ、ヒミコははっと我に返る。

「え……あのう、すみません、どなたかわたしに御声をかけてくださいましたか？　すみません、ちょっとボーっとしていて……まさかわたしの姿が見える人がカズっちさんの他にもいるなんて……」

「見えぬわけがなかろう」

　先程とはまた違う声がした。ヒミコはその声の主に目をやった。叫んでしまう。

「えっ。あなたは……！」

　その言葉が漏もれた瞬しゆん間かん、ヒミコは闇やみに食われた。










　　　３　元ヤンVS疑心暗鬼




　カズヤは公園のベンチにどかーっと座り込んでいた。態度極めて悪し。大おお股また開き。腰浅く、いかにもベンチに寄りかかっている風だ。そのままだとずり落ちてしまいそうだからか、両手をベンチの背もたれにかけている。

　そうしてカズヤ、顎あごを上げ、天を睨にらむ。後頭部もベンチに乗せたような格かつ好こう。そんな態勢をずっと維持していた。

　八や俣また町の北東にある東公園。陽ひ射ざしも傾かたむきかけた頃合いだ。

　どうにも近付き難いオーラを放っている。下へ手たに目を合わせたら、立ち上がって迫せまってくるであろう雰ふん囲い気き。大抵の人はヤンキーに迫られるのを好まない。声をかけるなどもってのほか。だから、カズヤはずっと一人、黙だまってベンチに座っていた。

「……カズにゃんって、ここにいる時はいっつもそんな格好してるね？」

　そんな雰囲気を物ともせず、話しかけてくる者がいる。可愛かわいい声で。それどころか隣によいしょと腰掛けてきた。

　カズヤは気け怠だるげに首を巡らす。見知った顔が、カズヤと目を合わせてニコニコしてきた。以前、占うらなったことのある少女だ。

「……おー、環たま江えか」

　カズヤは感情のこもらぬ声で応えた。カズヤに占ってもらったことが切っ掛けで、自分のやりたいことに一歩踏ふみ出した少女。その少女が首を傾かしげた。

「んー？　どうしたのカズにゃん？」

「どうって？」

「大丈夫？」

　首を傾げながら問いかけられた。

「ん？　別に全然大丈夫だけど？　ところで、芝居だか声優だかはうまくいってんのか？」

　カズヤは話を逸そらす。その少女、金かな越ごし環江はうかうかとそれに乗った。

「うん！　あれから小さいけどそういうプロダクションに入れてもらってね！　レッスンとか結構忙しんだよ。オーディション受けて、本当に良かった！」

「そうか。じゃあ有名になったらサインくれ」

　まるで気乗りのしない声でお願いするカズヤ。

「……ていうか、オレ今休きゆう憩けい中なんだよ。休ませてくれるか」

　環江をマイルドに追い払おうとしたものの失敗する。

「休憩中の割には全然リラックスしてないみたいだけど」

「超リラックスしてるっつーの。もうユルユル」

「そうかなー？　でも、休きゆう憩けい中なんだよね？　じゃあ、ちょっとお願いあるんだけどいいかな」

「いや、だから休ませてくれって……」

「カズにゃんの占うらないの力をまた借してほしいの！　ねー、占ってよー」

　カズヤの肩を摑つかんで揺ゆすってくる。カズヤに対して物もの怖おじしない少女だ。そのお願いに対して、

「……そいつは無理だな」

　カズヤは素っ気なく答える。

「どーして？　お願い、希のぞ美みちゃんが大変なんだよ」

　鹿か住ずみ希美のことか、とカズヤは思い浮かべる。

　環たま江えの友人で、占いを憎んでいた少女。環江を占いから守ろうという一心で、逆に環江を危険に追いやってしまった。オレに対して非常に攻撃的な態度を示していたが……。

「またあいつ、何かやらかしたのかよ」

「うん、何かね、凄すごく悩んでるみたいなの。で、わたし希美ちゃんのこと助けてあげたくて……カズにゃんなら希美ちゃんの悩みも解決できるでしょ？　占いで良い方法を見つけて」

「……占いなんか頼らねーで、自分達の手で何とかした方がいいぞ」

「えー？　でもなー……」

「……占いなんてしなくても、皆何とかしてるし何とかなってる。そういうもんだろ」

「そんなこと言わないで、聞くだけ聞いて。それで何でもいいからアドバイスしてよ。希美ちゃんね、最近食欲がないみたいなの」

「どんな答えでもいいんだな？　病気か？　よし、病院行け。解決」

　カズヤは環江から視線を外し、またグダーっと空を見上げる。環江がぐい、とカズヤの首を捻ひねってきた。顔ごと視線を環江自身に戻らされる。

「イデデデ、痛いてーって！」

「そういうんじゃないんだよ。あのね、多分なんだけど……希美ちゃん、きっと誰か好きな人ができたんだと思う！」

「よし、結婚しろ。解決」

　喋しやべること自体が億おつ劫くう、といった答えだった。

「ダメだよ、そんなの！　まだ高校生なんだし……」

「じゃあ、卒業しろ。解決」

　投げやりとしか言いようがない。そこにあるのは、会話を打ち切りたいという明確な意図だ。だが、環江は食い下がる。

「解決になってなーい！　もう、ふざけないで真ま面じ目めに！　カズにゃんの占いで、希美ちゃんの恋をうまくいかせてあげてほしいの。いいでしょ？」

「……オレにはあいつの恋の行ゆく方えなんて占えねーよ」

「じゃあ、せめて希のぞ美みちゃんの恋の相手が誰かだけでも占うらなってよ。わたしがその人に希美ちゃんの気持ち伝えてあげるから」

「人の恋路に首突っ込むとロクなことにならねーって。放っとけよ」

「でもー……。……何でいつもみたいに占ってくれないの？　あの、カズにゃん？　どうしてそんな……調子でも悪いの？」

「あん？」

「だから……占いの調子が悪いとか？　最近、当たらないとかで落ち込んでるの？」

　言われて、カズヤはつい強い口調で言ってしまう。

「……もう占いなんかやってねーンだよ！」

　思ったより苛いら立だちを含んだ声になってしまった。まるで環たま江えに怒いかりをぶつけるかのような。

　そこへ、鋭するどい声が切り込んできた。

「環江！　危ないから、その男から離れて！」

　猛もう然ぜんと駆かけ寄り、金かな越ごし環江をカズヤから引き剝はがしたのは誰あろう鹿か住ずみ希美。ポニーテールが揺ゆれていた。部活帰りか、バックにバットなど入れて担かついでいる。

「大丈夫？　何かされなかった？」

　と、環江を気き遣づかった後、険しい目でカズヤを睨にらむ。

「……あんた、なに女の子に怒ど鳴なってんの？　最低だね。やっぱり環江に手を出そうってわけ？」

「やっぱりって何だよ？」

「噂うわさになってるよ。八や俣また町で占い師が女の子に手を出してるって……環江はこれから大事な時なんだ。蠅はえみたいにたかるの止やめてくれる？」

「……またかよ……その噂の占い師ってのはオレのことじゃねーよ」

　カズヤは呟つぶやくように言った。

　え？　という顔で希美が戸惑う。

「……何、あんた？　……何か企たくらんでるでしょ？」

　カズヤは疲れたようにため息。その様子を見て、希美はさらに、え？　え？　といった風。予想した反応ではないことに違和感を覚えたのか、

「……あんた、どうしたの？」

「……いいか？　オレが環江に纏まとわり付いてるわけじゃねーぞ。環江が占って欲しいって来たんだからな」

　カズヤの声は沈んでいる。

「そうだよ希美ちゃん、わたしはただ希美ちゃんの恋がうまくいくようにカズにゃんに占ってもらおうと思って」

「な!?」

　鹿住希美は絶句した。

「え……？　環たま江え、こいつに言ったの……？　あ、あたし、恋とか……そんなのしてないし！　何言ってんの環江!?　この男に何か変なこと吹き込まれたの!?　違うから！　あたし、誰かのこと好きだなんてそんな……！」

　希のぞ美みはカズヤの方を見ながら、大きく首を横に振る。

　それに対して、カズヤは気にも留めない様子だ。

「……でも、オレはもう占うらないとかやってねーんだよ。だから、話はおしまいだ」

　取り乱していた希美が、カズヤの言葉を聞いて目を丸くする。言い訳めいた言葉の数々を飲み込み、カズヤの表情をじっと窺うかがうようだ。そして、

「あんた、ほんとにどうしちゃったの……？　何かあった……？」

「……ほっとけよ」

　面倒だった。ここにいたら休きゆう憩けいなんてとてもできそうにない。カズヤは立ち去ることにした。「……じゃーな」

　呆あつ気けに取られた希美は環江とともに取り残された。希美はぽつりと、

「……なに、あいつ……？」

「そうだよねー。今日のカズにゃん、ちょっと変だったよね」

　環江の言葉に希美は同意する。

「そう、そうだよ！　変！　絶対変だ！　全然元気ないっていうか……いつもだったらもっとぎゃんぎゃん突っかかってくるくせに……」

「希美ちゃん、気付いた？　今日のカズにゃん、全然独り言を言わなかったんだよ」

　金かな越ごし環江は気がかりな目をカズヤが消えた方へ向かって送った。その脇わきで鹿か住ずみ希美は力なく、

「……あいつ、なに萎しおれてるのよ……気持ち悪いじゃない……」

「希美ちゃんも、カズにゃんのこと心配なんだね」

　環江の何気ない一言。だが、それが希美の引き金を引いてしまったようだった。

「ち、違うから……！　あ、あたしは別に心配とかじゃなくて……！」

　あわあわと、

「大体、あたしが恋してるとかそういう話も全然違うから！　あいつのことなんか……い、いや、別にあんな奴やつどうでもいいよ！　いや、どうでも良くない！　死ねばいい！　環江に手を出そうとするなんて……許せないよ！」

　声を荒げた。それに対して環江は少しびっくり。

「う、うん、でも、カズにゃんは別にわたしに何も悪いことしてないから、落ち着いて、ね？」

　希美は聞いていない。もじもじと、

「……あ、あたしは環江がいてくれたらそれでいいんだからね……あいつのことなんかどうでも……」




「はっ!?　今、すごくいい感じの受信をしましたっ！　すごく業の深い愛の形が！」

　何を感じたのか、草くさ田だ日ひ名なががばっと顔を起こした。今まで立ったまま寝てたのに、夢から覚めたといった態てい。

「この設定、聞いてください！　主人公はボーイッシュな女の子なんですよ。ソフトボール部所属の元気っ娘こです。で、彼女には大切な女の子がいるんです。友達として守ってあげなきゃって思うような可愛かわいい子です。……でも、実のところ友達としてじゃなくてもっと深いところで一いつ緒しよになりたいと思ってて、ふふふ。同性ですからその感情は無意識に押し殺して、ふふふふ、そっと見ているだけのプラトニックな片思い。ですが、その友達に恋人ができちゃうんですね。相手はヤンキーみたいな男なんですが、友達はその男のことを信頼しきっていて言うがまま。女の子としてはたまったもんじゃないわけですよ！　ずっと密ひそかに思いを寄せていたのに寝取られじゃないですか！　しかも汚い男に！　女の子は友達を守らなきゃとその男を追い払おうとするんです。色々手を尽つくして。でも、逆に女の子もそのヤンキー男に危ないところを助けてもらう羽目になって、悔くやしい！　でも……って気になり始めちゃって！　友達とヤンキー男、しかもヤンキー男は友達の恋人で……許されざる思い、ぱんぱんにはち切れそう！　その子はどちらにも気持ちを伝えることができず、また自分でもそんな気持ちに気付かない振りをして誤ご魔ま化かし続けるんです。でも、そんなことがいつまでも続くわけありません。目の前でいちゃいちゃする二人の姿を見て、その心は傷つき嫉しつ妬との炎で焼かれます。もうぼろぼろ！　あんなに清らかな目をしていた女の子はもういない……本当の愛に気づいてしまった彼女はもう元の清らかな心には戻れない！　日々の葛かつ藤とうはいよいよ激しく、遂には限界に……！　ふふふ、最後にその子が選択し思いを伝えるのはどちらなのか……！　そして、どちらを選んだとしても悲劇的な結果しか見えないっ……！　ああー、どうにかして幸せになって欲しいですね！」

「ははーん、それより私の推理を聞いてくれたまえ。ヒナ君、君は病気だね？　病院に行くことをお勧めする」

　小こ森もりが冷静に指摘した。

「今すぐ、整形外科に行って胸の緊急移植手術をしてもらってくるんだ。今の君の胸は危険水域だ。パリだったら革命が起きる程の困こん窮きゆうぶりではないか」

「乳房を８つくらいに増やせというんですね」

「そんなおっぱいは犬に吸わせたまえ！　違う！　数を増やすのではない！　もっとボリュームを！　丸みを！　円を！　円の動き、君に足りないのはそれだ！　ブルンブルンとした動き。というか、それだけあれば他の全てを許そう。突然妄もう想そうを延々と話される我が身の不幸もおっぱいさえあれば慰なぐさめられる」

「マリー・アントワネットは言いましたよ。胸囲がないならお菓子を詰めればいいじゃない、と。たぶん、あんまんとかですね」

「言わんこっちゃない！　そんなこと言ってるからパリは革命の炎に包まれ、あらえっさっさだ！　人民はお菓子よりおっぱいを求めることになるのだよ！　人民の人民による人民のためのおっぱい！　人はお菓子のみで生きるに非あらず、おっぱいのみで死するを恥はじず、だ！　というかだね、君の話はいつもおかしい。何で同性相手に恋愛感情を抱いだくんだ、その女の子は。物語的にも生物学的にも不自然ではないのか」

「カップリングさえできるなら、整合性や性別なんて大した問題ではないんです」

「一生理解できん」

「わたしも所長の巨乳に対する病的な執しゆう着ちやくは理解できませんからお互い様ですね」

「何を言う！　おっぱいこそが真理であり一にして全、全にして一である。おっぱいの動きは円、すなわちそれ古武道の動きである。ゆえに古武道を極めればその者はおっぱいに等しい」

「……あの……お二人とも何を仰おつしやっているのですか？」

　明あ日す香かは目の前で延々と続く無む駄だ話に幻惑されかかっていた。頭が痛くなってくる。

「今は探偵事務所をこれからどうするか、可及的速やかに議論を進めねばならない……そう仰ったのは所長だったと思いますが」

「失礼。つい冷静さを失ってしまった」

　小こ森もりは、ふう、と一息吐ついて、

「ヒナ君も突然電波を受信したりしないで、真ま面じ目めに考えよう。……我々のこれからの身の振り方を」

　室内を指し示した。そこは小森探偵事務所だ。窓ガラスが丸ごと欠落していて、今は段ボールで塞ふさがれている。かろうじて隙すき間ま風は防いでいるといったところ。天井にはあちこちに黒ずみがある。焼け焦こげた跡。床はまだ濡ぬれていた。消防が室内にジャンジャカ放水した結果だ。真っ黒に煤すすけたデスクや応接用のソファもびしょ濡れ。おかげで延焼は免れたわけだが。

　日ひ名なもため息。

「すみません、この現状を見たらさすがのわたしも現実逃避したくなってしまいまして」

「いつも通り平常運転だったと思うが」

　小森が諦あきらめたように呟つぶやく。

「ともかく、これは大打撃だ。家賃の支払いでも困こん窮きゆうしていたのに、これを立て直すとなったら……とても金が足りない。事務所を閉めるしかない」

「閉める……？　それは探偵を廃業するということでしょうか？」

　明日香は、聞き捨てならない、と身を固くした。

「その通りだよ、お嬢じよう様。小森探偵事務所は全てを失った。今まで積み上げてきた捜査資料もＰＣとともに失われ、腰掛けるための椅い子すさえない状態だ。残念だが、もう無理だ」

　小森が首を振る。

「……諦あきらめるのですか？」

　明日香が唇を嚙かみ締める。

「私は……嫌いやです。ここは、私がこの街にい続けることを許してくれた場所です。私を受け入れてくれました。だから、この事務所がなくなったら……私はこの街にいられない」

　小こ森もりは驚いたように眉まゆを上げ、

「そんなことはない。君は自分のしたいようにできる。この街に留まりたいなら、そうすればいい。ここに拘こだわる理由などないだろう」

「私が街にい続けたとして、そこに所長はいますか？　ヒナさんは？」

　明あ日す香かは訴えかける。

「私は……皆さん方とともに、この街にいたいのです。同じ事務所の仲間として。誰かが欠けたら嫌なんです」

「そ、そうかね……」

　小森は口ごもる。当惑している様子。一方、草くさ田だ日ひ名なはにこりと笑った。

「明日香ちゃん、そんなにも小森探偵事務所のことを気に入ってくれてたんですか。所長のセクハラトークばかりで、てっきり呆あきれられていると思ってましたよ」

「ヒナくんの恋愛脳垂れ流しこそ、お嬢じよう様には呆れられて然しかるべきではないのか」

「そういったやり取り全てひっくるめての小森探偵事務所だと私は思います。そして、事務所がなくなったらもうそれもなくなってしまう……だから、嫌です！　諦あきらめないで、やり直しましょう」

　明日香の言葉に、だが、と小森は肯がえんじない。

「そうは言うが……この状況を見て、ここからどうやり直すのかね」

「まずは後片付けをしましょう。まだ使えるものがあるかもしれません。今回の火事で本当に失われた物は何かリストアップして、それをどう補っていくか考えましょう。何も手をつけない内から全てを諦めるのは勿もつ体たいないことです」

　そういう明日香の言葉に、日名も悪戯いたずらそうに目を光らせた。

「大体、所長は探偵を辞めてどうする気ですか？　わたしは将来性もある有能な探偵助手ですから他の事務所から引く手あまたでしょうけど、所長のようなセクハラ中年に新しい勤め先があるとでも？」

「……むう」

　小森も自分に再就職は難しいだろうという自覚はあるようだ。

「ヒナくんの言うことにも一理ある。……一理だけで他は全然理に適かなってないことを言ったようだが。しかし、火災で失われたものを取り戻すといってもなあ。いくらかかることか……」

「大丈夫です」

　明日香は請け負った。

「小森探偵事務所で本当に大事な物は何一つ失われていませんから。だって、あの爆発で誰も怪け我がをせずに済んだんですよ。誰も欠けることなく、まだ私達はここにいます。だからやり直せるはずです」

　小こ森もりの動きが一いつ瞬しゆん止まる。そして、

「……すまない。おっぱい以外のことでこんなに心を動かされるとは……私もまだまだということか……。それはともかく、なるほど、お嬢じよう様の言う通りだな」

　小森はそう呟つぶやくと、ニヤリと笑った。

「確かに、こんなことで尻尾しつぽを巻いて街から出ていくのも癪しやくに障さわる」

　どうやら、その気になったようだ。腕まくりなどしながら、

「とりあえず、焼け残りや破片を片付けよう。もしかすると、このビル自体に被害があって、ここを立ち退のかなくてはならなくなるかもしれない。その際は、どこか別に仮事務所を準備しないといけないな」

「……そうですね！　明あ日す香かちゃんがそこまで思っててくれたなんて……それって愛ですよね！　ふふふふ……よし！　これでまたご飯が進みます！」

　言っていることはよくわからないが、日ひ名なもまた明日香の言葉に動かされたようだ。

「所長もやる気になったようだし、これも明日香ちゃんのおかげですね」

　日名は明日香に微ほほ笑えみかけてきた。

「私は別に……その、単に私の自分勝手な願望をお二人に押し付けただけです。この事務所になくなって欲しくないという、私の我わが儘ままを」

　明日香は、そっぽを向くようにして、ぼそりと言った。

「ふふふ、またまた～。褒ほめられるとすぐそうやって照れちゃうんですよね。照れ隠しに冷たいこと言ってみたり」

「て、照れてなど……何を勘違いされているのかわかりませんが……」

「叢むら雲くもさんもそういうところあるかもですね～。ふふふふ、お二人とも似てるのかも」

「あ、あの人の話は全然関係ないではないですか！」

　明日香がムキになって言い返してくるのを、日名はまあまあと受け流す。

「それはともかく……所長、やっぱりこれって今追いかけてる事件絡がらみなんですかね？」

「いや、さすがに彼等も事務所を吹き飛ばすことまではやらないと思うのだが……」

　黒焦こげデスクをよろよろ移動させていた小森が、腰を叩たたきながら一息吐つく。明日香は目を瞬しばたたかせ。

「事件絡み？　とは、どういうことですか？」

「今回の火事、事故とかじゃありません。おそらく何者かの手によるものですよ」

　日名が真ま面じ目めな顔をして言うので、逆に冗談かと明日香は思う。

「わたしが事務所を空けた時、事務所内に火元は何もなかったですし。消防の検分でも放火の疑いが強いみたいです。もっとも、この街の警察はアレですから、犯人を見つけてくれるとは思えませんけれどね。自分で探さないと。あ、明日香ちゃんは安心してください。明日香ちゃんには手出しさせませんから」

「その犯人捜しを最優先としよう。きっちり弁償させないといけない。何でもいいから、どこかから金を引っ張ってこないと……」

「その犯人がお金持ってればいいですけれどね。それより、仕事を選えり好みしないで受ければ良いだけだと思います。依頼人が巨乳だからそっちを優先とか、出で鱈たら目めな仕事は止やめてください」

「そこが探偵として最も大切な、退ひいてはいけない一線ではないか」

　日ひ名なと小こ森もりはまるであっけらかんと会話を続けている。が、明あ日す香かはそうはいかない。

　明日香はてっきり火の不始末かビルの老ろう朽きゆう化によるガス漏もれ等が今回の火事の原因かと思っていた。だから、驚いた。

　何者かが悪意をもって小森探偵事務所を破壊したの？　だとしたら、私は所長や日名さんをわざわざ危険な立場に引き留めてしまった……？　どうして二人は身の危険もあるというのに、こんなに平然としていられるのだろう。慣れているのか。だとしても、私の我わが儘ままで二人に何かあったら……。

　明日香は胸がざわつくのを押さえられなかった。




「いらっしゃいませー」

　と、カズヤが客を迎えて、

「はい、お一人様で。ご指名の方は？　……はい、ではこちらの席へどうぞ」

　テーブル席へと案内する。

　店長が交通事故に巻き込まれた、といっても幸運なことに怪け我がはなかった。小森がいたら、店長のおっぱいがエアバッグの代わりになったのだと力説するところだろう。もし負傷していたなら、『スターライト』の営業にも差し障さわりがあったに違いない。

　ともかく、そういう訳で今日も『スターライト』は普通に営業している。いつも通りの『スターライト』の風景。だが、それをいつも通りと感じない者達がいた。

「……ね？　やっぱり変でしょ？」

　ミサキが囁ささやく。今日は先日と違い、可愛かわいい系のメイクをしていた。

「いつものカズっちじゃないよ」

「そうね」

　その相手をするのはアケミ姉さんだ。冷たささえ感じさせる整った横顔で、カズヤを一いち瞥べつ。

「……いつもと雰ふん囲い気きが違う」

　二人は待機席からカズヤの様子を窺うかがっていた。どちらからともなく、今日のカズヤの違和感が話題となっている。

「いつもはもっと元気いいっていうか、張り切ってるのに」

「心ここにあらず、というところね。……何があったのかしら」

「いつもの変な呼び込みもしてないし……アケミ姉さんも心配だよね？」

「……別に。ただ、あんな気のない態度で接客とかして欲しくない。プライベートで何があったのか知らないけれど、それで仕事を疎おろそかにするなんて許されないことよ」

　アケミ姉さん、意を決したのか、立ち上がろうとする。

「ちょっと、一言いってくる。……ついでに、何があったのか聞いてくるわ」

　ついでに、以降が本題なのだがそんなことはおくびにも出さず。だが、そこへ、

「ありゃ、女だな。女と何かあったんだろ」

　下げ種す井いがしたり顔で横から現れた。こちらはいつも通りのチンピラスタイル。ぶれない男であった。先日、ミサキに一撃されたことなどすっかり忘れた風。全然懲こりていないのか、

「たぶん、女にこっぴどく振られやがったな。おーおー、見てらんねーや」

　ニヤニヤしながら、

「ははは！　見ろよ、あのしけっ面つら！　結構凹へこんでんな、あいつ」

「下種井さん、何か知っているの？」

「いや、全然？　だって、あいつに興味ねーし」

　アケミ姉さんは冷たく、

「知らないんだったら黙だまっていてくれないかしら」

「そうだよ！　黙ってて！　わたし、また怒るよ!?」

　ミサキも嚙かみ付くように言う。それで下種井は一いつ瞬しゆんビビったようにボディを庇かばった。

「それに聞いたよ？　せっかく当たった馬券失なくしたんでしょ？　意地悪ばっかり言ってるから罰ばちが当たったんじゃない？」

「あ、あれは別にいいんだよ……俺みたいな大物になると万馬券の１枚や２枚……」

　が、すぐに虚勢を張り、

「ていうか、なんだぁ？　おめえら、そんなにあいつのこと気になるのかよ？　金でも貸してんの？」

「……私は気になんてしてないけれど？」

　アケミ姉さんは足を組んで座り直した。もう一方のミサキは素直に、

「わたしは気になるよ！　だって……昨日、わたしを送ってきてくれた時から、あんな調子なんだよ？　今日になってもあんな風だし……絶対何か問題があったんだよ！」

「だから、女だろ」

「う……」

　下種井の無ぶ遠えん慮りよな一言に、ミサキが怯ひるむ。

「へへへ……俺に任せとけよ。あいつ、べろんべろんに酔わせてどうして振られたか聞き出してやっから。こんな美お味いしい酒の肴さかな、ほっとく手はねえもんな！　あいつの泣きっ面、おめえらも拝みてえんだろ？」

「……本当に名は体を表すというところね」

　アケミ姉さんが切り捨てるように言うが、下げ種す井いは屁へでもない様子。

「おいおい！　おめえらだって知りたいんじゃねえの？」

「……私はあんたとは違うわ」

　アケミ姉さんはそっぽを向いてしまった。あとはもう氷壁のような態度。ミサキはおろおろと、アケミ姉さんと下種井の両方を見比べ、

「あの、でも、カズっちが何か悩んでるなら助けてあげたいっていうか……」

「だから、そういうのは俺がケアしてやっから、お嬢じようちゃん達は仕事に集中集中！　なんたって俺はあいつの先輩だし、辛つれーわー、下のもんのために気配りしねえといけねえんだから、辛れーわー」

　下種井はわざとらしくため息を吐つく。

「ま、俺に任せとけって。おめえらが気を揉もむ必要ねえんだよ。あいつだっておめえらに陰から心配されてたら辛いかもだぜ？　放っとけよ。その分、俺があいつのことしっかり見といてやるから」

「え？」

　下種井が何だか普通に先輩のような面倒見の良さを見せたので、ミサキは呆あつ気けに取られる。

「任せとけって！　ガツンといびってやっから！」

「いびっちゃ駄だ目めだよ！」

　やっぱりダメだ！　と、ミサキのツッコミ。

　と、スターライトの入り口のベルがカランカランと鳴った。

　客か？　と下種井はそちらに目をやり、

「……おー、こりゃ俺が出るまでもねーかな」

「え？　なになに？」

　ミサキが身を乗り出してきた。

「いいから、ミサキちゃんはあんな奴やつのことは気にすんなって。……あの女が乗り込んできたってことは、これから修しゆ羅ら場ばか？」

　下種井はスターライトの扉を潜くぐってきたゴスロリ姿の少女を見て、呟つぶやいた。




　カズヤは顔をしかめて言った。

「何だおめー。オレがこの時間仕事中だって、わかってんだろ」

「叢むら雲くもカズヤ、あなたに相談があるのです。時間を作りなさい」

　久く城じよう明あ日す香かは有無を言わせない。スターライトに入店してきて、カズヤの姿を認めるや、つかつかと歩み寄って言ったものだ。

「あなたの占うらないの力が必要です」

「はあ？　……客じゃねーなら、店から出てってくれるか？」

　カズヤは素っ気ない。だが、明あ日す香かは引き下がらなかった。

「失礼なのは重々承知しています。けれど、所長達を助けて欲しいのです。あなたと幽ゆう霊れいさんの力を貸してはくれませんか？」

「おいおい、あの中年探偵、占いに頼るってのかよ。占いで犯人捜しとかそんな探偵いねーだろ！」

「……これは所長からの依頼ではありません。私が独断でお願いしています。私の我わが儘ままで所長やヒナさんを危険に晒さらしてしまっているかもしれないのです。早く犯人を見つけ出さないと……どうか、あなたの占いで助けてください」

　明日香は頭を下げた。それから、真しん摯しな眼まな差ざしでカズヤを見つめてくる。カズヤは目を逸そらし、

「……占いなんかに頼ってんじゃねーよ。くだらねえ」

「何を仰おつしやっているのですか？　私はあなたの占いを、あなたを信じているからこそ……」

「占いはもうやってねーンだよ」

　投げやりにカズヤは言った。

「は？　どういうことですか？」

「どーもこーも、言ったままの意味だけど？」

　そこで明日香ははっと思い当り、

「もしかして、占いを行うことであなたの周りに不幸が訪れるという話ですか？　あれを気にしているのですか？　だからもう占いを止やめる、と？」

「……昨日もおめーんところが火事になったろ」

「あれは確かに不幸なことと言えますが、けれど占いのせいではありません。あれは不幸な事故や不運というより、悪意の結果でした。偶然、火が出たのではなく、人の意思で引き起こされたものです」

「どういうことだよ？」

「放火なんです。事故ではありません。だから、占いのせいで悪いことが降りかかったのではないのです。人為的な原因だとはっきりしています。私がお願いしたいのは、その放火犯のこと……正体までは無理でも、怨えん恨こんか脅きよう迫はくか何らかの金銭目的か……少しでも犯人の手掛かりが欲しいのです。早く捕まえないと、また所長やヒナさんに危険が迫せまるかもしれません。あなたの占いで何かわかりませんか？　所長の手相を見れば、誰かに恨うらまれているとかわかるのではないですか？」

「ああ？　ちょっと待てよ。おめー、何言ってんだ？　事故だろうが故意だろうが、どっちにしてもオレが占った後、悪いことが起きたのには変わりねーだろ」

「あなたの占うらないと火事には何も関連もありません。占いとは関係のない、どこかの誰かが火をつけたのですから、あなたが火事のことで責任を感じる必要はないんです。だから、占いを止やめるなんて言わないで……」

　カズヤは首を振る。

「オレが占ったせいで、どこかの誰かが急にトチ狂って火をつけたってことも考えられるだろ」

　さすがに明あ日す香かも眉まゆをひそめた。カズヤの態度があまりに頑かたくなだからだ。

「それでいいのですか？　あの御ご前ぜん様とかサキとかいう子達の言うがままに占いを止めて、それで納得するのですか？」

「納得も何も、とにかくオレは占わねえよ。ていうか、もう占いはできなくなったんだ」

　カズヤは遠くを見る目で呟つぶやき、はっとする。

「……それはどういう意味です？」

「……そりゃ、おめー……」

　迂う闊かつだったか、とカズヤは口ごもる。占いができなくなった、とか言ったら当然、

「……あなたに取り憑ついている幽ゆう霊れいさんはどうしたのですか？」

　そう聞かれるに決まっている。久く城じよう明日香は、カズヤに取り憑いている幽霊のことを知っている。ヒミコがカズヤに占いの指示を出していることを。

　カズヤは目を逸そらしながら、それでも応えざるを得ない。とても、見逃してくれなさそうだ。

「……いねーんだよ」

「何ですって？」

「だから、あいつはもういねーんだ。消えちまった」

「どうして？　あなたに懐なついていたのでは？」

「はあ!?　……幽霊に懐かれるとか気色悪わりい話だなー」

「……真ま面じ目めに答えなさい」

　明日香が静かに一いつ喝かつした。カズヤは一いつ瞬しゆん色を成したが、すぐに不ふ貞て腐くされたような声を出した。

「……あいつ、オレが占うのを止めるって言ったらさっさと消えちまったよ」

　それから空とぼけるように明るく、

「ま、多分、今頃別の誰かに取り憑いて、そいつに占いさせてんじゃねーのか。だからオレじゃなくてそいつを探して頼めよ、占い」

　明日香は呆あつ気けに取られた様子。

「占いを止める……何な故ぜ、そんなことを言ったりしたのですか」

「……仕方ねーだろ。おめーとかこの店に迷惑がかからないように、だよ。……一旦取り止めて様子を見ようとしただけだ。なのに、あいつはそんなちょっとも我が慢まんできねーで、さっさと消えたんだぞ？」

「幽霊さんがあなたの前から消えるのも当たり前です！　誰かに迷惑がかからないように占いを止やめると……幽ゆう霊れいさんにそれを言ったのですか!?　一旦であれ、占うらないを止めるということは不幸が起きるのを怖おそれたということ。そういう目で見られたのだと知ったなら、幽霊さんが消えてしまいたくなるのも当然でしょう！」

「占いを止めて、それで何か起こるか起こらないか。試してみるのがそんなに気に入らねーのかって話だよ。それくらいの我が慢まんができねーでどうするんだ」

「……つまり幽霊さんが消えたのは幽霊さんの都合、幽霊さんが悪い、と？」

「……悪いとは言わねーよ。そもそも、オレは幽霊なんかに取り憑つかれて迷惑だったわけだし？　だからあいつもオレなんかじゃなくて、もっと幽霊に理解のある奴やつに取り憑けばいいんだよ」

　カズヤは大げさに肩を竦すくめてみせる。

「ま、丁度よかったんじゃねーの？　あいつもオレなんかと一いつ緒しよにいるよりは別の奴と組んだ方がいいって思ったんだろ。オレも幽霊なんぞにつきあってらんねーもんよ。大体、オレの本職はキャバの店員であって、占いとかそんなのにかまけてたこと自体おかしかったんだ。これでやっと普通の生活に戻れるってもんだぜ。居なくなってくれて助かったわ。あー清々した」

「……今、あなたは噓うそを吐ついています」

　明あ日す香かが静かに呟つぶやいた。カズヤはムキになって、

「ああ!?　んだと？」

「今述べたこと、本心ですか？　違うでしょう？」

「……んなこと、おめーにどうしてわかるってんだよ！」

「……わかりますよ！　こういう時、本心を隠すためにわざわざ冷たいことを言ったりする……私にはわかってしまいます。……ヒナさんの言う通り……似ているのでしょうね」

「は？　何の話だよ？」

　カズヤは不審げに眉み間けんにしわを寄せる。が、明日香は取り合わない。

「……そんなことより！」

　ビッとカズヤの鼻先に人差し指を突き出してきた。コンクリートでも穿うがつような勢いだ。

「どうして信じてあげなかったのですか！」

　放たれた言葉もカズヤを穿つかのよう。

「私には幽霊さんの姿は見えません。でも、いることは信じます。なぜなら、あなたがそう言ったからです。あなたのことを信じているから、私は幽霊さんの存在も信じられます」

　カズヤは鼻白んで何も言えない。

「なのに、あなたは……。誰かに信じてもらえないのは辛つらいことだとご存知のはずでしょう？」

　カズヤは思い出す。子供の頃の記憶。花か壇だんを荒らした犯人のことを信じてもらえなかったあの時。幽霊に教えてもらったと口走ったばかりに嘲ちよう笑しようされたあの時。

「……なのに、どうしてそのあなたが幽霊さんのことを信じてあげなかったのですか？」

「オレは……」

　そういうつもりじゃなかった。そう言いかけて、止やめてしまう。言い切れない。

　明あ日す香かはカズヤに突き付けていた人差し指を引っ込める。

「……自分の占うらないの所せ為いで悪いことが起きる。幽ゆう霊れいさんがあなたにそう思われていると知った時、どういう気持ちだったか想像できるはずです。自分が疑われている……自分を見てくれる唯一の人に信じてもらえていない。そう思った幽霊さんがいたたまれなくて、その場から消えたくなったのも無理からぬこと」

　カズヤは力なく反抗する。

「……うるせーな……わかってんだよ、んなことは」

　そして、

「でも……あいつは消えたんだ。引っ繰り返したコップの水は二度と戻らねえ。それで、おしまいさ」

　明日香の眦まなじりがキッと上がった。

「おしまい？　あなた、本当にそれでいいのですか？　こんな形で終わりにして……本心からそう思っているというのですか？」

「……ああ、そうだ。これで良かったんだよ」

　カズヤは明日香の顔をまともに見ずに答えた。

「……また噓うそを吐つきましたね」

「噓なんか言ってねーよ……」

　そう言うカズヤの言葉に力はない。

「……そういうところも含めて、あなたなのでしょうね。叢むら雲くもカズヤとは本当に困った人です……。でも……それでも……そんなあなたでも、私は信じます。そして、幽霊さんのことを信じます」

「……オレはあいつのことを信じてねーんだけど？　だから、あいつもオレの前から消えたわけで……」

「いいえ。私は幽霊さんのことを信じてあげていた頃の叢雲カズヤの言葉を信じます。今のあなたを、ではありません。今のあなたの言葉など、少しも本心ではないはずです。だから信じません」

「……それは、今のオレが間違ってるって言いてーのか……？」

「それくらい、ご自身で判断できるでしょう？」

　突き放すような口調。明日香はカズヤに背を向けた。

　そうして、久く城じよう明日香はスターライトから出ていく。去り際に一言。

「……信じてますから……あなたを」

　扉が静かに閉められる。

　カズヤはそれを黙だまって見送った。
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「なあなあ、あの女出ていっちゃったけど、いいのか？」

　下げ種す井いが無ぶ遠えん慮りよに尋たずねてきた。そそくさとカズヤの脇わきに近寄ってきて、

「こういう時はよ、男の方がさっさと頭下げた方がいいぜ？　どーせお前のことだから、あの女に無神経なことでも言ったんだろ？　しょうがねえ野郎だな。さっさと追いかけて、土下座でもしてこいって。なあに、女なんて単純だからちょっと詫わび入れりゃコロッと騙だまされてくれるもんだぜ？」

「……あいつ……そうじゃねーんだよ……」

　カズヤには下種井の言葉が耳に入っていなかった。立ち去った明あ日す香かの姿が見えているかのように、入口の扉を見つめている。

「……オレだって……でも、しょうがねーじゃねえか……あいつはオレに愛想尽つかして消えちまったんだ……何とかできるなら、何とかしてるつーんだよ……でも、オレにはわからねえんだ。どうしたらいいのか、打つ手がわからねえ……」

「だから、謝っちまえって！　打つ手なんかそれで十分だっつーの！」

　下種井が横からやいのやいの言っているのに、カズヤにはそれでも聞こえていない。

「……そもそも、あいつには関係ねー話じゃねーか……なのに……どうしてほっといてくれねーんだよ……」

「おい、おいって！　……重症だな……。しょーがねーなあ！　じゃあ、オレが奢おごってやるからちょっとヤラシイところでも行くか？　なあ、おい！　おーい！」

　カズヤは下げ種す井いには何も答えぬまま、店の裏へと消えた。




　カズヤはポリバケツにゴミを入れ、裏口から店外へ出る。そのまま、共同ゴミ集積所へと向かった。薄暗い裏道。光源は僅わずかな電燈しかない。

　手にしたポリバケツの重みがずっしり来た。ゴミ集積所にそれを置く。腰を伸ばすと、ぽきぽきと背骨が鳴った。そうやって当たりを見回す。壁の染みが人の顔のようだ。

「……幽ゆう霊れい、か」

　カズヤは呟つぶやいた。

　ヒミコを初めて見たのはここだった。最初は違和感を覚えた。誰かに見つめられている、という感覚。背中の毛が総毛立つような緊張感。

　そういうものを思い出して、カズヤは短く息を吐はいた。

　思い出してどうなる？　あいつはもういねえ。それより残った仕事を片付けなければ……。

　ぞくりとした。カズヤは硬直したように動きを止める。背筋は凍り、肌は粟あわ立だつ。

　この感覚は……！

　見られている。そうと悟さとると、カズヤは、

「おい！」

　と、振り向いた。

　ヒミコがいた。裏道の先。角から半身だけこちらを覗のぞいている。すぐに、さっと角の向こうへ姿を隠してしまった。

　黒い穴のような目。それがカズヤの脳のう裏りに焼き付いた。

「おい、ちょっと待て!?　何で逃げる!?」

　カズヤは急いで追いかけた。何か胸むな騒さわぎがした。

　あんな黒い目、見たことねえ。まるで何も見てないかのような、底知れなさ。

　それに……背丈も少し大きくなっていなかったか？　オレが見ねーうちに、あいつに何があった？

　カズヤは禍まが々まがしさを感じて、幽霊を追った。裏道から裏道へ。

「おい、待てって言ってんだろーが！」

　カズヤの声にヒミコは応えない。霞かすんだ様な後姿を残して、すぐにカズヤの視界から逃れて行く。

「……お？」

　いつのまにやら、袋小路こうじに入り込んでいた。ビルの谷間にたまたまできた、狭せまい空間。廃棄されたソファやら古タイヤが積まれている。ビル裏口にある非常灯がぼんやりとした明かりを投げかけていた。

「くそ、幽ゆう霊れいのくせに逃げ足が早はえーってのはどうなんだよ……つーか、話ぐらい聞けってーの。何で逃げるんだよ。逃げるくれーなら最初から出てくるんじゃねーよ」

「彼女は逃げたのではありません。呼び寄せたのでしょう。あなたを不幸に誘い込むために」

　くぐもった声がカズヤにかけられる。カズヤは身構えた。

「……誰だ？」

　暗くら闇やみから人影が出てくる。ぼんやりした明りに照らされて、見えてきた。頭からすっぽり被ったローブ姿。かなり大柄だ。こんな格かつ好こうで外を出歩いていたら目立つことこの上ないだろうに。だが、その姿はどこか見覚えがあった。ローブをまとったその姿……。

「……おめー、坎かん面めん御ご前ぜんとかいうインチキ占い師の仲間か？　その珍ちん妙みような格好は見覚えあるぜ？」

「私がその坎面居こ士じです。皆は御前と呼ぶようですが」

　ぼそぼそとした声。布か何かで口元を覆っているかのようにはっきりしない。

「おいおい、インチキ占うらない師ご本人様の登場かよ」

「私は全てを見通します」

　ぼそりと呟つぶやく。

「あ？　いきなり何言っちゃってんだ、おめー？　イカれてんのか？」

　カズヤの挑発にも御前は激した様子はない。ぼそぼそと、

「あなたは悪あく霊りように取り憑つかれていて、危険な状態にあった。悪霊の言いなりになり、運命を弄もてあそぶことに手を貸していた。その結果、あなたは運命から報復される。あなたの占いは当たらなくなり、それどころか周囲に不幸をもたらすものへとなり果てた。……私が警告した通りのことが起きたはずです」

「……あいつは悪霊なんて上等なもんじゃねーよ」

　カズヤは口をへの字に曲げた。それでも、御前はヒミコの呼び方を改めない。

「だが、今のあなたは悪霊から遠ざかっている。良い傾向です。私の見通した通り、あなたは私の警告に従い悪霊の囁ささやきに耳を貸さないように努力した。讃たたえましょう」

「おめー、何か上から目線じゃねーか？　何だ？　オレはおめーに褒ほめられて喜ばなくちゃなんねーのか？　おお？」

「そう。あなたは喜ぶべきです。悪霊と縁が切れつつあることを。けれど、まだ足りない。あなたの周りにはまだ悪霊がちらついている。いつかあなたに再び取り入ろうと悪霊がうろついている。完全に払われたわけではない。だから、私がここに来ました。あなたが悪霊から決別する手伝いをすること。それが私の見通した運命です」

　カズヤはげんなりした。

「あのよー……誰がそんなことしてくれって頼んだ？　勝手に一人で悦えつに入ってんじゃねーよ、気色悪い。何かキメてんのか？」

　坎かん面めん御ご前ぜんはローブの奥で笑ったようだった。

「予言しておきましょう。あなたは私に感謝することになる」

「はあ？」

「私はあなたをお助けしたい。不幸な運命からあなたを救ってあげたい。私がそう望んだことを、あなたは後のちに感謝するでしょう」

「……マジで気持ち悪わりーな。大体、おめーがオレを助けるって何する気だよ？　金でもくれるの？」

「正しい道を指し示すこと。それがあなたを救うことになる」

　御前は一旦、言葉を切る。

「あなたがここへ、あの悪あく霊りように連れられてやってくることは見通しておりました。だから、私はここで待っていたのです。あなたに正しい道を指し示そうと」

「付き合い切れねーな。戯たわ言ごと聞くのって疲れるし。誰がおめーに感謝なんかするか。何でも見通し通りに進むと思ったら大間違いだ」

「では、試してみましょうか？」

　御前は懐ふところから何かを取り出した。それはガラス瓶びんだ。中の液体は無色透明。ただの水のように見える。それをカズヤに向かって放ってくる。思わず、カズヤは手で受け取った。

「あなたはその瓶を投げ捨てる。それが私の見通した運命です」

「あ？　何だそりゃ？」

「それは霊れい力りよくを高める呪じゆ薬やくです」

　御前はぼそぼそと、

「それを飲むと、あなたは再び悪霊の姿を見ることができるようになる。あなたとの縁が切れかかっていて、消えそうな悪霊の姿を。霊感が高められた結果としてね。それどころか、あなたはもっと別の霊的な力すら手に入れるかもしれない。ですが、もちろんあなたはそんなことはしないでしょう？　それはあなたには必要のないもの。あなたは悪霊が見えなくなって良かったと思った。これで普通の生活に戻れる、と。違いますか？」

「……」

　カズヤは無言で聞く。

　確かにオレは、ヒミコがいなくなって、これで良かったんだ、と言った。もともと、幽ゆう霊れいが見えてあまつさえ占うらないまで手伝ってやるという状態がおかしかったのだ。あいつがいなくなって、それから解放された。幽霊やら占いやらに煩わずらわされることはもうない。……この薬を飲んだりしなければ。

「……おめー、なんでこんなもんオレに渡すんだよ？　何が狙ねらいだ？」

「あなたに決意させるためです」

　御前はローブの奥から囁ささやく。

「悪あく霊りようは今もあなたを見ている。陰に潜ひそみ、あなたに働きかける機会を窺うかがっている。あなたがまた悪霊の囁ささやきに耳を傾けるのではないかと期待して。その望みを、奴やつの見ている前で打ち砕くだくのです。さあ、決意とともにその瓶びんを投げ捨てなさい」

　カズヤは手の中の瓶を見つめ直した。いかにもそれっぽい、ゴシック調の装飾がされている。

「その瓶を投げ捨てることで、あなたは悪霊と決別する意思を示すことになる。もう悪霊などの声に耳を貸さない、と行動で示すのです。もう二度と自分の前に現れるな、と悪霊に宣言してやりなさい。そうすれば、あなたは二度と悪霊と関かかわらなくて済む」

　カズヤが動かないのを見て、御ご前ぜんは重ねて囁いてきた。

「まさか、まだ悪霊に未練があるわけではないでしょう？　強い意志を示せば、悪霊ももう手は出せない。さあ、どうぞ。その瓶を投げ捨てれば、悪霊との決別の意思表示となる」

　カズヤはまだ動かない。御前の声が揺ゆらいだ。

「叢むら雲くもカズヤ？　どうしました？　……まさかこの期ごに及んでまだ悪霊の言いなりになろうと……？」

「オレは……あいつの言いなりになんかならねーよ」

「ならば……」

「でも、おめーの言いなりになるつもりもねーな！　わかったような口利くんじゃねえよ！　外野がガタガタうっせーンだっつーの！　上等だ。これ飲んで、もう一度あのアホの面つらを拝んでやる。そんで首根っこ捕まえてどっちが偉いか、教えてやらあ！」

　カズヤは一気に瓶の中身を喉のどの奥へと流し込んだ。妙みような苦み。鼻がツンとする。

「おお……」

　御前が絶句したようだった。

「おら！　おめーの占うらないは外れたぞ！」

「まったく……あなたはなんと愚おろかなのだろう」

　御前がぼそりと呟つぶやく。その声は、それまでのくぐもった声とは違い明めい晰せきなもの。声を作り忘れて、思わず漏もれた一言のように思えた。その声に、ん？　と思ったカズヤだったが、次の瞬しゆん間かんにはそんな引っかかりもどこかへ行ってしまう。

　というのも、暗くら闇やみの奥から待ち構えていたように人影が浮かび上がってきたからだ。それは人間ではありえない姿の見え方。

「……おめーか!?　ヒミコ！」

　カズヤは叫さけび、そして口ごもる。

　……あんな風に別れた後に、何と言って声をかければいい？

　そんな迷いがカズヤに生じていた。ばつの悪い思い。が、

「……あれ……？」

　カズヤは目を瞬またたいた。物をはっきり見るように。そして、

「おめー……何だ、その格かつ好こう？」

　カズヤは問いかけてしまった。

　よく見直してみる。

　確かにヒミコに違いない。巫み女こを思わせる直ひた垂たれ姿。何もおかしなところはなかった。着ている物は。

　中身が少しおかしい。服の丈が、脛すねまで＆肘ひじまで。胸も僅わずかに盛り上がっている。

「例の本気ってやつ……でも、ねーよな？」

　ヒミコの本気スタイルなら、もっと爆ばく誕たんしている。手足はぐんと伸び、胸は乳と呼ぶに相応ふさわしいものへと変わっていなければならない。今のヒミコはそれには及ばない。

　大人でも子供でもない状態。年の頃でいったら中学２年生くらいか。

　中２ヒミコは刺すような眼まな差ざしでカズヤを睨にらんでくる。そして、

「……貴様……貴様の所せ為いで……」

　その声からは血が絞しぼり出されているかのようだった。

「……私が苦しんでいた時、貴様等は……私は一人で……あの闇やみを……あの狂わしい絶望も全て貴様の所為だ！」

　カズヤはゾクリとした。祟たたられる、というのはこういうことか。まさに悪あく霊りようという言葉に相応しい。

「おい、何なんだよ、どうしたんだよ、おめー？」

「……貴様をここに招いたのは物の道理をわからせてやるためだ。ここなら人の目はない。貴様のような凡ぼん夫ぷでも理解できるよう、心行くまで説いてやろう」

「何言ってんだ？　……占うらないを止やめるって言われたことがショックで、おかしくなったってのか……？」

「おかしくなった？　ふ、ふ、ふ」

　中２ヒミコは笑う。引きつったような笑えみ。眼差しは鈍にぶい光を放っていた。明らかにおかしい。

「……それは偽者の私のことだ」

　中２ヒミコは吐はき捨てるように言った。

「私こそが本物の、正当な卑ひ弥み呼こである。貴様は私を喜びとともに受け入れねばならぬ。何な故ぜなら、私が復活することで多くの人々が救われるからだ。貴様にはこれまで偽者を崇あがめていた罪がある……。これからは私のために全てを捧ささげろ。それでこの街は救われる」

「……やべー、マジでおかしくなってやがる……。なあ、幽ゆう霊れいにはどんな薬つけたら病気治るんだ？　ムヒムヒとかメンソレータムタムとかじゃダメか？」

「戯ざれ言ごとはいい」

　短く、切り捨てるような声。そこには冗談やおどけの一切を拒否する冷たさがあった。

「正義のため、私に協力しろと言っている。理解したか？」

「随ずい分ぶん偉そーだな、おめー」

「正義を為なすためだ。この街を、いやさ、この世の中を災さい厄やくから守るために必要なこと。それを貴様にもしてもらうぞ。何、簡単なことだ。私の偽者に絶望を与えればよい」

　中２ヒミコはそう言って、自らの胸を開いた。小ぶりな胸がポロリと出てくる、のかと思ったらそこには真っ黒な闇やみしかない。モザイクとかでもなくて黒塗り。そこから小さな瞬またたきがコロリと落ちてきた。その瞬きは外へ出るや、すぐに大きく、形を成して、

「……何だと？」

　カズヤの目の前で、見知った姿のヒミコになった。ただし、ぐったりと脱力し、意識もあるかどうかわからない。

　中２ヒミコが冷たい口調で言う。

「元々、私は一つの存在だった。だが時が経ち、いつしか私は二つに分かたれてしまったのだ」

　だが、カズヤはそれどころではない。

「おい、しっかりしろ、おめー！」

　カズヤは倒れている方のヒミコを気き遣づかう。そして、中２ヒミコに対して、

「……つまり、てめえは偽者って訳か！　本物に何しやがった!?」

「本物は私だ！」

　カズヤの言葉に中２ヒミコは激する。

「私は使命を忘れることなく保持していた！　だが、こいつは忘れて遊び呆ほうけていただけだ！　日々無為に過ごしおって！　わかるか？　こんな奴やつに未来を占うらなう力を奪われ、使命を果たせぬ焦しよう燥そうを抱かかえながら一人で苦しむ……。こいつは貴様と遊んで楽しんでいただけなのに、私は！　……私こそが本物だ。そうでなければ不公平だ！」

　怨おん霊りよう。そう言いたくなるような鬼き気き迫せまるものがあった。目が底知れぬ穴のように黒くなる。

「私は私を取り戻す。こいつを取り込んで元の完全な私に戻らねばならぬ。……だがな、この偽者は過分にもそれを拒むのだ。何という思い上がり。本物である私に力を返し、私に吸収されるのが筋だというのに」

「こいつを吸収する？」

「ああ、そうだ。私が完全体となるために、元の私に戻るために。けれど、貴様の存在がその邪じや魔まとなっている」

　中２ヒミコはじろりと黒い目を向けてきた。

「忌いま々いましい……私を煩わずらわすとは。こいつにとって、貴様の存在がこの世へのよすがとなっている。この偽者にとって、貴様はこの世との関かかわりそのものだ。貴様に存在を認められたからこそ、この世にいられる。それだけ貴様の存在がこいつにとっては大きいということだ。私がこいつを飲み込んで吸収しようとしても、こいつは貴様というよすがに縋すがってそれを拒みよる。消えたくない、自分の思いをこのまま失いたくない、と。貴様と離れたくないというのだ。未練がましい。これでは同一化できぬ」

　カズヤは胸を突かれたような気持ちになる。

　オレと離れたくない？　こいつ、そんな風に思ってたのか？　なら、何でオレの前から消えやがったんだよ？　……オレに迷惑がかかるから？　オレが占いを止やめると言ったから？

「……わかるか？　貴様の所せ為いで完全になれない私の気持ちが……？　力を失なくし、惨みじめに存在するだけの無為の日々が……！　貴様さえいなければ、私は……！」

　中２ヒミコが薄く笑った。美しいが、背筋が凍る。

「だから、貴様に協力してもらう。嫌いやとは言わせぬ。貴様はこいつにとって大事な存在だ。その大事なよすがから拒まれたら、こいつはどうなるだろう？　貴様から、お前などいらない、と言われた時、こいつはこの世にいる意味を失うのだ。それはすなわち、私に抵抗する力を失うことを意味する。そして私は完全体となるだろう」

　中２ヒミコの黒い目がカズヤを覗のぞき込んでくる。引き摺ずりこまれそうな錯覚。

「さあ、言うがよい。この偽者に、消えろ、と。それで私は全てを取り戻し、一つの卑ひ弥み呼ことしてこの世に顕けん現げんす。この世の正義の為にそれは大変重要なこと。災さい厄やくを防ぐのだ。貴様にその一いち翼よくを担になわせてやる」

「……誰が言うかよ。そもそも、何言ってんだかわかんねーな！」

　カズヤは中２ヒミコを睨にらみ返した。心が持っていかれないように、強く睨む。

「完全体？　一つになって力を取り戻す？　馬ば鹿かじゃねーの？　オレがそんなことに協力して何の得があんだよ？　馬鹿馬鹿しい。オレを呼び寄せた理由がそれか。オレは忙しーんだよ。帰らせてもらうぜ。……そこで引っくり返ってる馬鹿を連れてな」

　カズヤはぐったりしているヒミコに話しかけた。

「おい、とっとと目ぇ覚ませ！　いつまで寝ぼけてやがる！」

　それを見つめる中２ヒミコの表情は仮面のよう。

「……そういうことなら仕方がない。私は大義のために敢あえて悪の汚名を受けよう。自らを汚す覚悟もなしに大望を果たせるとは思っておらん」

「あ？　何だと？」

「貴様に制裁を加える。二度と立ち上がれぬ程に痛め付けられることになるだろうが、正義のためだ。甘んじて受けよ」

　その口ぶりとは裏腹に、中２ヒミコから感じられるのは嗜し虐ぎやくの念。むしろ嬉うれしくてたまらぬといった風。カズヤを傷付けること、それ自体に喜びを見出しているようだ。

　カズヤは目を瞬またたいて、

「痛め付ける？　オレを？」

　吹き出してしまった。

「おもしれーじゃねーか！　どうやってオレを制裁するのか教えてくれよ！　オレをぶっ飛ばせるのか、おめー？　つーか、オレを痛め付けてどうなるってんだ？」

「貴様はこいつのよすがだと言っただろう」

　中２ヒミコは言い聞かせるように、

「貴様をこいつの前で痛め付ける。泣き叫さけぶ貴様を前にして、こいつに囁ささやいてやるのだ。これ以上吸収されるのを拒むのなら、お前のよすがは更に惨ひどい目に遭わされることになる、と。ふ、ふ、ふ。そうやって、抵抗の意思を自ら放棄させる。貴様がいたぶられる様に、この偽者が耐えられるとは思えん。本当に貴様を大切に思っているならな」

「だから、どうやってオレを痛め付けるってんだよ？」

「……そのために僕がここにいる」

　声がした。坎かん面めん御ご前ぜんのところからだ。だが、それは先程までのくぐもった声ではない。ぼそぼそとした喋しやべり方でもない。どこか揶や揄ゆするような、感情のこもった声だった。

「……もういいでしょう？　僕はこのために協力してきたのですから」

「ああ。任せよう」

　中２ヒミコが短く言った。

　その時、カズヤの携帯が鳴り出した。発信者名を見ると、明あ日す香かからだとわかる。カズヤは油断なく中２ヒミコや坎面御前を見比べながら、携帯を手て探さぐりで操作。

「……おい、今取り込み中だ。後に……」

「もしもし？　叢むら雲くもカズヤですか？　聞きなさい。あなたと幽ゆう霊れいさんが別れる理由などないのです。占うらないをすると不幸が訪れる、そのような話は噓うそでした。全てはそう思わせるように仕組まれたことだったのです」

　明日香の声。どこか早口で、

「坎面御前達は、あなたと幽霊さんを引き離そうとしています。これまでの全ては、そのために仕組まれた罠わなでした。そんな手に乗ってはいけません」

「ああ？　何のことだよ？」

　カズヤも問い返さざるを得ない。

　そのカズヤを前にして、最早坎面御前は嘲ちよう笑しようを隠そうともしなかった。

「まったく……あなたはなんて愚おろかなんだろう？」




　　　◇




　久く城じよう明日香には秘策があった。カズヤをしゃんとさせるための秘策。

　カズヤと袂たもとを分かったという幽霊を探し出して謝罪する。もちろん、カズヤがだ。カズヤを連れていって頭を下げさせる。それでわだかまりはなくなってすっきりするだろう。

　今のカズヤは全然カズヤらしくない。彼女の知っている叢むら雲くもカズヤは気に入らないものはとにかくぶっ潰つぶす、粗そ忽こつな乱暴者である。運命から知恵の輪まで、あらゆるものを拳こぶしで解決するのが明あ日す香かの知っているカズヤだ。それがいいとは言えない気もするが、カズヤはそうであってこそカズヤなのだ。今のように、手をこまねいて落ち込んでいる姿は見ていられない。

　状況に流されるより、自分で状況を動かす。たとえそれがめちゃくちゃで短絡的であろうとも、自ら動くのがカズヤであるべきだ。

　明日香はそう思う。

　それが今できなくなっている。幽ゆう霊れいさんとの仲なか違たがいでくよくよしているからだ。なら、さっさと仲直りしてもらおう。そういう目もく論ろ見みである。

　ただ少し問題がある。

　この秘策だと、まず幽霊を探し出さねばならないのだが、久く城じよう明日香は霊が見えない。幽霊の言葉もわからない。このままでは久城明日香の秘策は頓とん挫ざしてしまう。

　明日香はその解決法を考えた。

　自分に見えないのなら、見える人に探してもらえばいい。カズヤが幽霊を見られるのと同じように、他にも見える人はいるに違いない。そうでないと困る。

　そういう思いのもと、明日香はネットで検索してみた。

『幽霊が見える人』で検索。約76万件ヒット。

　こんな検索条件では絞しぼり込めない。もっと詳細に検索しなければ。いや、『幽霊を見る方法』を検索して自分で探せるようにした方がいいのではないか？

　などと思いつつ『幽霊が見える人』『八や俣また町』で検索。ここ八俣町で幽霊が見える人に限定してみればかなり絞り込めるはず……。

　だが、それで示された検索結果に明日香は眉まゆをひそめる。

　それは本来検索しようとしていたものとは言えない。最近、八俣町で奇跡を行う占うらない師がいるという噂うわさ、それに関するものだった。実際にその力を目まの当たりにしたというブログ。

「……坎かん面めん御ご前ぜん様は幽霊が見える人で、霊の導きによりあらゆるものを見通す……」云うん々ぬん。

　明日香の中で何かが引っかかる。書かれている中身が、叢むら雲くもカズヤの身に起こったことと重なって見えたからだ。どことは言えないが、どことなく感じる類似性。

　その理由を突き止めるため、明日香はその内容を更に詳くわしく読み進める。それは以下のような奇き妙みような内容だった……




　……その人は30半ばくらいに見えました。背広姿。普通のおじさんです。ちょっとイメージ違うな、とわたしは思いました。それもそのはず、その人は占い師本人じゃなかったんです。信奉者だって言いました。

　わたしは占い師に占ってもらえなくてがっかりです。でも、そうしたらおじさんは変なことを言い出しました。もう占うらないは終わっているって。わたしがここに来ることも、これからここで起こることも、占い師が先に占っていて全てわかっているって。

　わたしはびっくりしました。というのもその後、本当におじさんの言う通りのことが起きたからです。

　歩いている男の人が財布を落とす、とおじさんが言ったら、本当に目の前で男の人が財布を落としました。

　その財布を女の人が拾って男の人に渡す、とおじさんが言ったら、本当にそうなりました。

　また、その男の人と女の人が実は小さい頃別れた幼おさな馴な染じみだっていうのも本当でした。

　まさかそんな偶然の再会があるなんて！

　でも、二人に話を聞いてみたら本当にそうだったんです。

　で、占い師さんが占った結果だと、この二人は再会をきっかけに付き合いだして、８ヶ月後には結婚するって！

　そう言われて、何だか二人も幸せそうで、こんな出会いとか運命みたい。

　わたしはもうすっかり、まだ会ってもいない奇跡の占い師のことを凄すごいと信じてしまいました。

　で、その後いよいよわたしについての占いを聞くことになったんですけど……。




「……では、ここからが本題です。あなたの占って欲しいこと、すなわちあなたの進路に対する、御ご前ぜん様からの答えをお伝えしましょう。ただし、それ相応の対価を支払ってもらうことになるのはご了承……」

「その占いの答えについては言わなくていいわ。噓うそだから」

「は？」

「本当はそんなこと占ってもらいたくてここに来たのではないですから」

　そう言う久く城じよう明あ日す香かはじっと見つめていた。30半ばの男をではない。先程、偶然運命の再会を果たしたという男女の女の方を、だ。そして、見み透すかしたように呟つぶやく。

「……なるほど。これがあなた達のやり口というわけね」

　ブログにあった通りのことが、明日香の目の前で再現されていた。

　見つめられていた女は戸惑っていたが、今、理解がいったようだ。あ、という形に口を開き、

「あんた、叢むら雲くもカズヤの彼女じゃん！　そんな格かつ好こうして……ああ、まずい。迂う闊かつだったね」

　しかめ面つらになる。背の高い女だった。大人っぽい化粧をしているが、実はまだ高校生のサキだ。明日香にとっては、カズヤにちょろちょろ近付いていた相手。その印象が強くて、見忘れるわけもない。

　一方の明日香はゴスロリとは全く共通点のない明るいワンピース姿。女の子女の子している。そんなギャップの激しい姿で言った。

「あなた、例の占うらない師の信奉者でしょう？　それが何の茶番？　そこの男が偶然再会した幼おさな馴な染じみ？　噓うそよね？」

　若い男の方が血相を変えて、

「いや、俺達は本当に幼馴染みで……」

「あなたも占い師の信奉者というわけね」

　明あ日す香かの言葉に、若い男はぐっと詰まった。

　明日香は30半ば男に視線を戻し、

「つまり皆グルだったということ。信奉者達で示し合わせて、あなたが言った通りのことをやっていた。別に予言でも予知でもなく、予あらかじめ予定の行動を取っていたにすぎない。そういうことでしょう？」

　明日香は辺り一帯を見回して、

「この辺りにいるほとんど全ての人が信奉者なのではなくて？　大勢でグルになって、占い師を訪ねてきた人をこうやって騙だましているのね。予言が当たるはずです。そうなるように動いているのだから。そうやって、占い師には全てを見通す不思議な力があるように見せかけていた。何でも見通すという力を信じさせるために。何と大がかりな小細工を弄ろうすることか」

　嘆たん息そくする。

「そうやって、占いに縋すがる人を食い物にする……とんだ凄すご腕うで占い師ですね」

　30半ば男は沈ちん黙もくしている。若い男もだ。いつの間にやら、他にも周りの通行人連中がぞろぞろと明日香の周りに無言で集まり始めるではないか。ただ一人、サキだけが腰に手を当て首を横に振る。

「やれやれ。まあ、いずれこんな引っかけ方、ばれると思ってたけど。それで？　これに何か問題でもあるの？　あんたに何か関係ある？」

「これだけ大掛かりなことをするのです。叢むら雲くもカズヤを騙だますのも容易たやすかったでしょう？」

　明日香の言葉に、サキは口を閉ざした。だから、一方的に明日香が喋しやべることになる。

「話は聞きました。彼が占ったら、運命に歪ゆがみが生じる。その歪みが大きくなると次第に占いは当たらなくなり、しかも彼の周りに不幸まで訪れ始める、と。それで、実際に彼があなたや街中の通行人を占ってみても当たらなかったそうですね。でも、それも今回のやり方と同じこと。彼の周りの者全てがグルになって口裏を合わせていただけ。占いが外れたように見せていただけ。あなたが噓うそを吐ついていると疑うことまではできても、まさか偶然通りがかっただけの通行人までグルだとは彼も思わなかったでしょうね」

　そうして、明日香は突き詰める。

「……更に看かん過かしえないことがあります。叢雲カズヤの周辺に不幸が降りかかるようになる……これもまたあなた方の仕業ではないのですか？　彼の店の女の子を突き飛ばして怪け我がをさせたり、店にネズミを放ったり、探偵事務所に火をつけたり……全て、坎かん面めん御ご前ぜんの言った通りになるように、あなた方が動いていた。予言に合うように現実を捻ねじ曲げていた。そういうことなのでしょう？」

「……だとしたら何だ？」

　30半ば男が吐はき捨てる。急に荒すさんだようだ。

　明あ日す香かは結論づけるように言った。

「つまり、叢むら雲くもカズヤが占うらなったから不幸がもたらされるのではない。あなた方はただ、彼にそう信じ込ませたかった。今回の件は全てそのためにあなた方が仕組んだことだった、と。……ようやく確信できました。叢雲カズヤと彼に取り憑ついている幽ゆう霊れいさんには、何も仲なか違たがいする理由はない。あなた方によって、お互いに対する不信感を持たされただけ」

　明日香は憤ふん然ぜんと携帯を取り出した。サキがそれを見て、口の端を吊つり上げる。

「あーらら？　あんた、そんなもん出してどうするつもりなの？」

「もちろん、彼に伝えます。全てはあなた方の仕組んだ罠わなだったことを。それを知れば、彼も考えを改めるでしょう」

「……あっそ」

　明日香はカズヤの携帯番号を呼び出し、発信する。

「……もしもし？　叢雲カズヤですか？　聞きなさい。あなたと幽霊さんが別れる理由などないのです。占いをすると不幸が訪れる、そのような話は噓うそでした。全てはそう思わせるように仕組まれたことだったのです……」

　そう話す明日香の傍そばで、サキが30半ばの男に尋たずねる。

「だってさ。どうする岡おか崎ざきさん？」

「……やっちまうか」

　岡崎と呼ばれた男は、目を剣けん吞のんに光らせた。




　　　◇




　カズヤは携帯に耳を押し付ける。

「おい、どうした！　おい！」

　突然、切れた。一方的に言うだけ言って、切れてしまった。向こうで何かあった気配がした。

　くそ、あのガキ、どこから電話してきやがったんだ！　場所わかんなきゃ、助けにもいけねーじゃねーか！

　悪態を吐つきかけるカズヤに坎かん面めん御ご前ぜんが声をかけてくる。

「お電話は終わりましたか？」

　その慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口ぶり。

　どこかで聞き覚えがある。と、カズヤは頭の片隅で思った。それは記憶の底からの警告。

「……どうやら、明あ日す香かさんが僕の下請け連中に確保されたようですね。いずれそのつもりではありましたが、彼女自らやってくるとは」

　明日香のことを知ってやがる。そして、この見下した言い回し……。

「彼女はよくよくそうなる運命の下もとにでもあるのでしょうね。放っておいても、僕の手の中に転がり込んでくる。そして、利用される。人質として、僕のための駒こまとして」

　間違いねえ。カズヤは確信した。

「……そうか。考えてみりゃ、おめーのやりそうなことだぜ……。こういう大掛かりでまどろっこしい企たくらみは！　なあ、北きた大おお路じ!?」

「ようやくお気付きですか。でも、もう遅い。あなたの切り札は僕の手の中にある」

　坎かん面めん御ご前ぜんがローブを脱ぐ。そこから現れたのは若い男だった。ローブに覆われていて体格がわからなかったが、こうして見るとかなり良い。ラガーマンのよう。にこやかに笑い、いかにも好青年といった風。ただし、カズヤに向けられるその眼まな差ざしは鋭するど過ぎる。目は笑っていないというやつだ。

「僕はずっと待っていたんですよ。あなたを叩たたきのめすこの瞬しゆん間かんを……あなたから全てを奪ってその顔を歪ゆがませる時を」

「相変わらずの心の歪みっぷりだな、おめー」

　カズヤは以前、この北大路と対たい峙じしたことがある。その際は、北大路をぶっ飛ばして二度と明あ日す香かにちょっかいを出さないよう、十分釘くぎを刺したのだが。
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「懲こりずに、またこの街に戻ってきやがったのか」

「あなたに復ふく讐しゆうするためにね。今の僕には地位も金も必要ない。ただ望むのは、あなたが絶望に顔を歪ゆがませるのを見ることだ。そのためにこの幽ゆう霊れいや金で動く連中を使ってここまでお膳ぜん立だてしたのです。ようやく願いが果たせそうですね」

　にこやかにカズヤに話しかけてくる。

「おめー、この幽霊が見えてんのか？　そんなこといつの間にできるようになった？　魔法のヒキガエルでも舐なめたのかよ？」

「あなたのおかげですよ」

　そう言って、北きた大おお路じは胸ポケットから何かを取り出す。それは緑色をしていた。青味がかってトロリとした光こう沢たくを放っている。カズヤには見覚えがあった。いや、見覚えがあるどころではない。探し求めていた物だ。

「そいつはオレのヒスイ……」

「あなたが落とした物です。僕が回収させてもらいました」

「返せ！　それは店長から貰もらった物なんだよ！　ずっと探してたんだ」

「そうはいきません。僕はこの石のおかげで今こうしているのですから」

「何？」

「僕はこの欠片かけらを拾ったことで、この幽霊と交信できるようになったんです」

　中２ヒミコも口を開いた。

「この者の恨うらみの念と私の憤ふん懣まんが共きよう鳴めいしたのだ。互いに貴様らへの意趣返しを望んでいたからな。このヒスイがそもそも私の宿っていた宝具だった。が、いつしかヒスイは割れ、私も本物と偽者に別れてしまった。偽者はこの片割れのヒスイに宿っていたが、貴様と出会うことで貴様に乗り換えたようだな」

「そういう訳で、最初は割れたヒスイを合わせれば分裂した卑ひ弥み呼こも元に戻ると思ったのですが、そうは簡単にはいきませんでね。もう一方のヒスイの片割れもこのように手に入れたのですが、それだけではダメでした。この世界への執しゆう着ちやく、よすがを持ってしまった霊はヒスイをくっつけただけでは元には戻らない。こちらの本物に吸収させるためには、その霊の心を屈服させなければいけないようなのです」

「そう。貴様はそのための生いけ贄にえだ、叢むら雲くもカズヤ」

　北大路と中２ヒミコがカズヤを挟はさむように言った。

「あなたはこれから僕に叩たたきのめされる」

「そして、私はこの偽者に叢雲カズヤを救って欲しければ抵抗を止やめるようにと命令し、完全体へと戻る」

　カズヤはやれやれと首を振る。

「……おめー、すっかり幽ゆう霊れいと仲良しか。おめーがそういうのを信じるとは思いもしなかったぜ」

「今の僕は何であろうと使いますよ。あなたの顔を屈くつ辱じよくで歪ゆがめさせるためなら、霊であろうと、こういう手段であろうと、ね」

　そう言って、北きた大おお路じはカズヤに鈍にぶく光るものを投げてきた。かちゃり、と音立てて落ちる。手て錠じようだった。

「何だよこれ？」

「それを自分の手にはめてください」

　北大路はこともなげに言う。

「あ？　おめー何言ってんだ？」

「その手錠で自らを拘こう束そくしろと言っています。早く。もちろんご理解いただけると思いますが、こちらには明あ日す香かさんがいることをお忘れなく」

　オブラートに包んだ脅きよう迫はくだった。

「……こんなもんに頼るとはな……。怖こえーのかよ？　オレにぶっ飛ばされるのが」

「窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむと言いますしね。僕はあなたを追い詰めるのに手を抜かない。ああ、当然ですけれども、明日香さんがどうなっても構わないなら、そのままで結構ですよ」

「てめえ……！」

　怒いかりが湧わいてくる。怒りのあまりか、カズヤはぐらついた。それを見て、北大路が笑う。

「さあ、どうします？　手錠をしますか？　それとも明日香さんを見捨てますか？」

　選択を促うながされた。カズヤは無言で自らの手に手錠をはめる。がちゃり、と。そして、

「……これだけでいいのか？」

「はい？」

「オレの手を封じただけで大丈夫なつもりかよ？　おめでてーな。オレの足も縛しばった方がいいんじゃねーか？　そこまでやっても、おめーはまだオレには勝てねーと思うけどな」

　その言葉に北大路はにこやかだ。ナイスジョーク、とでも言いたげに。

「本当にあなたは面白い人ですね」

「あのな、オレは怒ってんだよ……へらへらしてんじゃねえ」

　言葉通りだった。カズヤの内心は怒りで満ちている。それはもちろん、北大路や中２ヒミコ達への怒りもある。だが、それ以上に怒っているのは自分自身についてだ。横たわり意識のないヒミコを見ていると刺激されてしまう。

　こいつがこんな風になってるのも、明日香がとっつかまってるのも、全部オレが馬ば鹿かなせいだ。

　明日香の言葉が耳の奥で蘇よみがえる。




『……信じてもらえないのは辛つらいことだとご存知のはずでしょう？　……なのに、どうしてそのあなたが幽ゆう霊れいさんのことを信じてあげなかったのですか？』




　……その通りだよ。くそっ。

　そう思うと、自らを拘こう束そくする手て錠じようも当然の報むくいのように思えてくる。

「……だがな。それでもオレはおめーにはやられねーよ！　わかってんだろ？　おめー、忘れたのか？　前回、おめーがどんな目に遭ったか」

「前回とは状況が違いますよ」

　北きた大おお路じは嫌いや味みなくらいにこやかだ。

「前回のあなたには偽ヒミコが憑ついていた。彼女の力を使っていたからこそ、あなたは僕に勝つことができた。でも、今、あなたの切り札である彼女は僕達の手の中にいる。あなたをこっそりサポートする霊はいない。占うらないであなたを有利にすることはできない」

「おめー、勘違いにも程があんだろ!?　こいつの占いなんかなくても、オレは十分おめーに超圧勝だったっつーの！　……あと言っとくけどな、オレの中じゃ本物のヒミコはこいつ一人なんだよ。偽とか言ってんじゃねえ。潰つぶすぞ」

「口先だけは達者ですね」

　北大路は駄だ々だっ子を相手にする大人のような笑え顔がおで、

「わかりました。実際にやってみればわかることです」

　腰を落として低く構える。以前も見た、タックルを狙ねらう動きだ。カズヤは舌打ち。

「まだわかんねーのかよ……でも、いいぜ。売られたケンカは買ってやんよ」

　カズヤは構えを取るでもない。かかってこいや、と言った風。余裕の対応。というか、あからさまな挑発だった。

　その挑発に乗ったわけではないだろうが、北大路が次の瞬しゆん間かん、動く。地を這はうように低位置からタックル。それに対して、カズヤは膝ひざを合わせた。いや、合わせようとした。だが、

「ぐ……ッ!?」

　カズヤの足は刈かり取られ、地面に背中から叩たたき付けられた。受身も取れない。息が詰まる。すぐに北大路が上にのしかかってきて、殴なぐられる。顔を頭を、タコ殴り。カズヤは腕を上げて防ごうとした。が、何としたことか、その腕は弱々しくまるで防御の態ていを為なしていない。腕ごと顔を殴られる感じ。すぐにカズヤの鼻から出血した。が、北大路の手は休まることがない。ごっごっ、ごっごっ、と規則正しいリズムで頭と拳こぶしが音立てる。

　それが５分も続いただろうか。その間、カズヤは「ぐうっ」とか「かっ」とか声を漏もらすしかできない。

「……どうです？」

　北大路は落ち着いたものだった。

「以前とは状況が違うと言ったでしょう？　これであなたも、自分はボロ雑巾のように惨みじめだと自覚してくれたと思います。何か言いたいことがあるのではないですか？」

「……」

　カズヤは北きた大おお路じにのしかかられ身動きもできないまま。いや、口から、べっ、と血を吐はきだして呻うめくくらいはできた。

「おや、殴なぐられ続けて意識もはっきりしませんか？」

　北大路のすまし顔。それをカズヤはきっ、とはっきりした視線で見上げた。

「……こんなもん……」

　ゴッ、と北大路の拳こぶしが叩たたき付けられ、鈍にぶい音。北大路は朗ほがらかに、

「何です？」

「……効かねーんだ……」

　ゴッ。

「もう一度どうぞ」

「……ハンデに決まってんだろ」

　カズヤ、絶え絶えに語る。更に、

「……普通にやったんじゃ……オレの超圧勝で終わっちまうから、おめーにハンデをやってんだよ」

　血に塗れた顔で、にっと笑った。

「……ま、これでもまだオレの完勝くらいで終わっちまうからな。……もう少し殴っていいぜ？」

　北大路はそんなカズヤの申し出ににこやかな対応。

「どうぞ、そんなお気き遣づかいなく。いいですよ？　反撃してくださって。……どうしました？　できませんか？　それはそうですよね。体にも痺しびれが出てきて、自由が効かないのでしょう？」

　北大路は勝ち誇ほこった。カズヤから身を起こし、見下ろしてくる。

「まったく、あなたはなんて愚おろかなのでしょうね？　先程、僕があなたに渡した薬が、僕の言った通りの薬だなんて思わないでしょう？」

　カズヤは痺れる腕で身を起こした。滑こつ稽けいなほどのろのろと。

「ああいう勧め方をすれば、きっとあなたは飲んでくれると思っていましたよ。霊力を高める薬？　そんな物あるわけがない。あなたがあの瓶びんの中身を飲んだ時、僕は笑い出すのを堪こらえるのに苦労しました。知らない人から物を貰もらっちゃいけませんと習いませんでしたか？」

　そうして、北大路はようやく身を起こしたカズヤの顎あごを蹴けり上げた。鈍い音。

「さあ、これから楽しい時間が始まりますよ。祈ってください。あなたの幽ゆう霊れいがさっさと吸収されることを選ぶように。だって、それが遅れれば遅れるほど、あなたは不幸なことになるのですから」










　　　４　元ヤンVS復讐者、そして彼女のオヤジ




　まどろみの中にいる。

　はっきりしない意識に囁ささやかれるのは呪のろいの言葉。

「……もう諦あきらめろ……」

「……これ以上あがくな……」

「……辛つらいなら消えてしまえ……」

「……後は任せて楽になればいい……」

「……貴様なぞいなくても誰も困らない……」

「……それどころか厄やつ介かい者もの扱いされていることに気付いていないのか……」

　ヒミコはそれらの言葉にイヤイヤをする。

「……何を拒む……？」

「……貴様は必要な存在ではない……」

「……役立たず……」

「……いると迷惑……」

「……嫌われている……」

「……貴様の大事な相手から嫌われているのに何な故ぜ存在していられる……」

「……消えれば楽になるしこれ以上嫌われずに済む……」

　ヒミコはうわ言のように口走った。

「それでも！　それでもわたしは消えたくないんです！　カズっちさんに見つけてもらったわたしは……寄る辺べなくただ浮かんでいたわたしを見てくれたカズっちさんと一いつ緒しよにいたい……消えたくないよ……」

「……貴様は拾われた犬だ……」

「……貴様がいかに媚こびようと……」

「……貴様の大事な相手がお前を見ることはもうない……」

「……捨てられたのだ……」

「……もういい……もう休め……」

「……私の中で一つとなれ……」

「……そこには不安もなく悲ひ嘆たんもない……」

「……平穏が待っている……」

　ヒミコは身を丸めた。それらの囁きを全身で拒絶する。

「嫌いやです！　嫌！　わたしは……消えたくない！　消えたらそれでおしまいじゃないですか！　もうカズっちさんと会えなくなる……そんなの絶対に嫌！」

「強情な！」

　囁ささやき声が大声に変わった。苛いら立だった様子がありありと出ている。

「貴様は何のために生まれたのだ!?　叢むら雲くもカズヤと一いつ緒しよにいるためか!?　貴様はそんなことのためにこの世にあるのか!?　違うだろうが！」

　激しくヒミコを揺ゆさぶる声。揺さぶられたヒミコはあやふやな口調で呟つぶやく。

「わ、わたしがこの世にいる理由……？」

「世界を災さい厄やくから救う、そのために私はここにいる！　なのに貴様は使命を忘れ、己のエゴのためだけに力を使っている……！　愚おろかしいにも程がある！　今すぐその力を私に返せ！　貴様は消えろ！　私こそがその力を正しく使えるのだ、破片の片割れよ」

　使命……。

　ヒミコの頭の奥で何かが瞬またたいた。

『……占うらなって人を不幸から救う。そんなことして、幽ゆう霊れいにどんないいことがあるのよ？』

　サキという少女の言葉が蘇ってくる。突き付けられた疑問。

　わたしは何な故ぜ占いをしなければならないの？

　困っている人を助けたい……でも、何故？

　わたしが占いをするのは人が不幸になるのを防ぐため……何故そんなことをしなくてはいけなかったんだっけ？　それは……、

「災厄を防がなくちゃ……もう二度と皆に……八や俣またの、いや、ヤマタイの人々に不幸がもたらされないように……」

　わたしが守らなくては……。

　もう二度とあんな思いはしたくない……。

　ヒミコの頭に、闇やみの中泣き叫さけぶ子供のイメージが浮かぶ。焼ける家々。倒れ伏し血を流す人々。それはヒミコの心を酷ひどくかき乱す光景だ。嗚お咽えつが漏もれる。

　未来が見えた。暗い未来が。だから、それを変えようとした。でも、人々は未来を変えることを望まなかった。いや、変えられると信じなかったというべきか。

　どうせ無む駄だだ……。

　もしかしたらそんな悪いことは起きないかもしれないし……。

　未来を変えるとか言って、苦労するばかりで面倒だ……。

　そんな風に、自らを改めることなく、自らに都合のよい未来だけを見たがった。そうして、ヒミコの見えた通りに実現していく未来……。

　結局、未来は変えられないの？　……ダメだ、そんな風に諦あきらめてしまっては……！

　ヒミコは、次こそは、と思ったのだ。次こそは災厄から人々を守る、と。

　世界が災厄に陥おちいったら不幸な人が増える……なら、不幸な人を減らさなければ……不幸な人が少なければ、それは災厄が起きていない証あかし……。不幸な人を一人でも減らすことが災厄を遠ざけることに繫つながる。

「……でも、災さい厄やくって……？」

　ヒミコは思い出しかけていた。勾まが玉たまの中に宿って、いずれ復活するであろう災厄の源みなもとを封じるという使命……。

　だが、その思いの流れを断たち切るように断じられる。

「貴様はもう思い出さなくてもいい。私が覚えているからだ。貴様は私にその未来を見る力を返せばいいだけだ」

　そこでヒミコは気付く。先程から自分に囁ささやいていたのは、自分自身だということに。

　ヒミコは目の前の相手を見た。ヒミコだ。だが、少し違う。少しばかり成長した姿。中学生くらいのヒミコ、中２ヒミコ。そうだ、わたしは確か彼女に出会った。その姿を見た瞬しゆん間かんに彼女の中に吸い込まれて……どうしたんだろう？　何をしていたんだろう？

「私と貴様、元々は同じ存在だ。目的も同じ。ならば、目的を達成するために一つになるべきだ。貴様が私に吸収されてこそ、大願は果たされる」

「で、でも、それだと私はカズっちさんと二度と会えない……」

「そこまで叢むら雲くもカズヤが大切か。貴様を信用せずに見捨てた男だぞ。貴様のことを不幸をもたらす厄やつ介かい者ものと怖おそれ、遠ざけた。そんな奴やつに何を義理立てする？　もう消えてしまってもいいだろう」

「そ、それでもわたしはカズっちさんのこと嫌いになんかなれない！　だって、わたしを見てくれたんですよ。たった一人でいたわたしを！　カズっちさんがいなかったらわたし……この世にいないも同然だったんです。カズっちさんはわたしにとって離れても離れきれない存在なんです。……たとえ憎にくまれ口を叩たたかれたって、さよならと言われたって、本当はさよならなんかしたくない……！」

「……それは私だってそうだった！　私だってずっと一人だった！　なのに貴様は……！」

　中２ヒミコは言葉を飲み込んだ。

「……まあいい。なら、それだけ大事な叢雲カズヤだ。貴様はまさか見捨てはすまいな？」

「え？　どういう意味ですか？」

「まどろみから覚めると良い。目の前で何が行われているかその目で確かめろ」

　辺りの光景がぼんやりと焦しよう点てんを合わせ始める、薄暗がり。ビル壁に囲まれた空き地。狭せまい。壁には落書きが為されているようだ。廃棄されたソファや古タイヤの間に、人が倒れている。

　はっとした。カズヤだ。倒れているのは叢雲カズヤその人。そして、その脇わきに立つ男の酷こく薄はくな笑えみ。カズヤはその男に踏ふみ付けられていた。ギリギリと。

「な、なにをしてるんですか!?」

「さっきから目の前で起こっていたことを見ていなかったのか？　貴様の大事な叢雲カズヤは、貴様のために痛め付けられている。貴様が私に抗あらがうのを止やめるまで、それは続く」

「このようにね」

　脇わきに立つ男が、カズヤの脇腹を蹴けった。つま先がめり込む形で。鈍にぶい音とカズヤが息を吐はき出す声がした。

「止やめてください！　……あなたは、悪相の人!?」

　ヒミコはカズヤに暴力を加えて泰たい然ぜんとしている男の正体に気付く。北きた大おお路じ幹みき泰やす。かつて北大路の手相はそれまでの環境が激変し、トラブルに見舞われる未来を示していた。その男が落ちぶれて今ここにいるのか。

「以前はお世話になりましたね、悪あく霊りようさん」

「ええ？　あなた、わたしの姿が見えるんですか!?　どうして!?　前はそんな素振りなかったじゃないですか」

「あなたが宿っていた勾まが玉たまに触ふれたことと、こちらの本物の卑ひ弥み呼この働きかけのおかげでしてね。僕もあなたの姿を見ることができるようになりましたよ。おっと、まだ卑弥呼の言うことを聞いて吸収されたりしないでくださいよ。あとしばらくは抵抗していてください。僕はまだこの野良犬を躾しつけてやりたいのでね」

　もう一撃、カズヤを蹴り付けた。

　ぐっ、と堪こらえるような息を漏もらすカズヤ。よく見れば、カズヤの両手は繫つながれていた。手て錠じようをかけられている。反抗できないように、手を出せないように。ここまでするのか、とヒミコは腹の中に熱いものを感じる。それは憤いきどおり。

「止めて！　止めてくださいってば！」

　ヒミコはカズヤのもとへ飛んでいこうとしたが、果たせない。足が、体が、闇やみに囚とらわれている。その闇は中２ヒミコの足元から伸びていた。

　北大路が楽しげに笑う、

「どうです？　前回はあなたが裏で彼をサポートしていたから遅れを取りましたが、そのような卑ひ怯きような真ま似ねを封じてしまえば、この通り。彼は僕に手も足も出せない。彼のような野良犬が僕に勝てるわけなどないんですよ」

「ひどい……ああ、すみませんカズっちさん。わたしが前みたいにカズっちさんを助けてあげられれば良かったのに！」

　その声にカズヤが反応する。途切れ途切れに、

「……謝んじゃねーよ……そもそもオレがおめーを……助けてやるんだからよ……」

　這はいつくばりながら、それでもカズヤは上から目線で、

「オレがこいつをぶっ飛ばして帰るんだ。おめーはそこで黙だまって見とけ……。余計なことすんじゃねーぞ！　いいな！　……だから二度と……勝手に消えんじゃねーぞ」

　そういうカズヤの顔面が踏ふみにじられる。

「僕に許可なくお喋しやべりは止めてもらえますか？」

　口を封じるように靴を押し付ける北きた大おお路じの姿に、ヒミコはおろおろと、

「そんなことしたら駄だ目めです！　すみません、もう止やめてください！」

「だから言っているであろう。貴様が諦あきらめれば、全ては丸く収まる」

　中２ヒミコが囁ささやいてきた。

「貴様という偽物の人格が消えた後、貴様の力だけを私の中に取り入れる。それで一つになった私が災さい厄やくを封じてくれよう。貴様が真にこの世界の幸福を願うのなら大人しく消えるがよい。あとは私が引き受ける。叢むら雲くもカズヤから忌き避ひされるほど信頼を失った貴様にはもう何もできないのだから。安心せよ。私達の願いはもともと一つなのだ」

　中２ヒミコは微ほほ笑えんだ。

「さ、参れ」

　そして、自分の胸元をはだける。例の黒い闇やみがぽっかりと開いていた。中２ヒミコは慈じ愛あいに満ちた表情だ。その苦しみから私が救ってやろうと言わんばかり。だが、その眼まな差ざしは猛もう禽きん類のよう。

「そんな……わたしは……わたしは……」

　ヒミコは躊躇ためらう。

「……止めろって言ってんだろ！　んな奴やつに食われちまうんじゃねーよ！」

　カズヤが喚わめいた。北大路が舌打ちし、

「許可なく喋しやべるなと……む？」

　眉まゆをひそめる。カズヤを踏ふみ付けている足先に、ぐぐっ、と抵抗感があったからだ。体を起こしかけている。

「……まだ動けるような状態では……？」

　北大路の疑問になど目もくれず、カズヤはただヒミコに語りかけた。

「……悩んでんじゃねーよ、おめーは！」

「で、でも、わたしが消えないとカズっちさんがどうされることか……」

「……全然こんなの効いてねーっての……！　それにオレはまだ……おめーに……借りがあるんだよ！」

　歯を食いしばる間から、カズヤが途切れ途切れに叫さけぶ。

「……おめーの占うらないでオレの周りが不幸になる……ありゃ大ウソだった。……ここのゲス野郎共がそう仕組んだペテンだったんだよ……！　おめーは何にも悪くねえ！　おめーが気に病やむようなことは何一つなかったんだ！　……こいつらは人を騙だまして不安にさせて、そこにつけ込んでニヤニヤしてるような奴やつ等らだ。……こんな奴等の思惑通りに動かされるなんて、我が慢まんならねーだろうが！」

「我慢ならぬ、だと？　私は正しいことをしているだけだ。この世を災厄から救うという使命のために動いておる。それをその言い様、不敬なり。そもそも、災厄からこの世を守るための力を自らの小さな満足のためにのみ振るう、貴様らこそ悪ではないか！」

　中２ヒミコが激げつ昂こうする。だが、北きた大おお路じは冷笑する。

「僕等が悪い？　騙だまされたあなたが悪いの間違いでしょう？　騙されたのは、あなたがこの悪あく霊りようのことを信じていなかったからこそ」

「……ああ、そうだ。オレが悪い」

　カズヤがあっさり認めたので、ヒミコも北大路も虚を突かれたように黙だまる。

「……オレ、明あ日す香かに言ったことあんだよ。信じろ、自分の選んだ道を、自分の未来を……って。勝手に背負いこんで勝手に結論出すんじゃねえ！　とも言ったな」

　カズヤは踏ふみにじられたまま、淡たん々たんと語る。

「お笑いだ。人にはそう言ってたのに、オレ自身がそうできてなかった。オレはおめーの占うらないを手伝ってやってもいいぜって言った。おめーのことを、その、少しは認めてやったんだ。そのつもりだった。でも、そうじゃなかった。……こんな簡単にこいつらのペテンに踊らされてた……オレは自分の言った言葉を、自分で信じられていなかったんだ。その挙あげ句く、オレの周りが不幸になるならオレが占いを止やめれば、なんて勝手に結論出して……」

「……な!?」

　北大路が驚きよう愕がくの呟つぶやきを漏もらす。カズヤが北大路の足を押しのけて、ぐいっと身を起こしたからだ。

　北大路は足を跳はねのけられてたたらを踏む。そして、カズヤを見み据すえた。

　動ける体ではないはずなのに。

　なのに、カズヤはきっぱりと言う。

「自分を信じてたら、揺ゆるがない。相手の手に乗って、揺らいじまったオレがバカヤローだった。すまねえ」

　頭を下げるではないか。

　ヒミコはあんまりにもびっくりして口あんぐり。

「ちょ……ちょっとカズっちさん!?　どうしたんですかっ!?　毒でも飲んだんですか!?　らしくない……らしくないですよ！　カズっちさんがわたしに謝るなんて……」

「らしくねーのはおめーだろ。おめーは、自分が消えれば……、なんて考えるようなしおらしいキャラじゃねーだろーが！　腰低い振りして、その実図々しいのがおめーの本性だって知ってんだよ、こちとら」

「すみませんカズっちさん、それは偏見ですよ！　勝手にカズっちさんの中のわたしのイメージを押し付けないでください！　本当のわたしはちょっとしたことでも傷付いて泣いちゃうような繊細で優しい好感度満点美少女占い師でしかないんですよ！」

「よーし、その調子だ。大分取り戻してきたみてーじゃねーか」

　カズヤは口の端を片方、ニヤリと上げた。

「それでこそおめーだよ。自分で自分のこと美少女とか平気で言える面つらの皮の厚さ。こっちがちょっと優しくしたらすぐつけ上がる調子の良さ。……まったくロクでもねーな……」

　そこでようやく北きた大おお路じが口を挟はさむ。ふう、とため息を吐つき、

「まるで僕が悪役のような状況ではないですか……あなた達は現状を理解していないのですか？　よくそんなふざけた会話をしていられるものですね」

　カズヤの様子を見て余裕を取り戻したのか、

「あなたは体を起こすのがやっとの状態でしょう？　僕の攻撃を避けられるはずもない。痛め付けられるだけのサンドバッグだ」

　北大路の挑発に、カズヤもサメのような笑え顔がおで応えてやる。

「だって余裕だし？　前もそうだったろうが。おめーなんざ腕や足が痺しびれてたって……」

　と、ずきりと痛みが走り、カズヤの笑えみが剝はがれた。

「……余裕だって言って……んだよ」

「ほう？　ならば、あなたの本気を見せてもらえるよう保険をかけてあげましょう」

　北大路はカズヤの目の前で携帯を取り出す。これ見よがしに通話し始めた。

「……明あ日す香かさんを捕まえていますね？　その娘は丁重に保護しておいてください。ええ、僕がそちらに行くまでは」

「おめー、どこに電話してんだ？　これからオレにボコられるってのに随ずい分ぶん余裕じゃねーか」

　カズヤは内心の焦あせりを表に出さぬようにして言う。ヒミコが囁ささやいてきた。

「……今感じました！　明日香さんが危ないです！」

「……んなことくれーオレだってわかるよ」

　続けて、ヒミコは訴えかけてくる。

「助けられるのはカズっちさんだけなんですよ！　すみませんけど、早く立ってください！」

　北大路が携帯をしまいながら笑った。

「あなたがそこまで強いと仰おつしやるなら、僕を倒すのも簡単でしょう？　早く、僕を倒して明日香さんを助けに行ってはどうですか？」

「てめえ……こんな手を使うとは、大分落ちぶれたんじゃねーのか？」

「ほう？　何を仰りたいのですか？　続けてください」

「言い訳できない、オレの悔くやしがる顔を見たかったんじゃねーのかよ。前のおめーはそうだった。完全に屈服させたい、っていう勝ち方に拘こだわってただろ。そいつの得意なことでも何でも自分の方が上だって示して、あらゆる点でこいつには勝てないっていう風に心を折る。なのに、こんなやり方でオレの動どう揺ようを誘うようになるなんてな。そうでもしないとオレと殴なぐり合いで勝てる自信ねーってか？」

「……あなたに泥を塗られてから、勝ち方に拘るのは止やめたのですよ」

　北大路から笑みが消えた。

「今はただ、あなたの惨みじめな姿が見れればいい。毒さえ飲まされなければ……！　人質を取られることなく本気で戦えていれば……！　と悔くやしがるあなたの顔が見られればね。完全に負けを認めた顔でなくていいのです。あなたの歪ゆがんだ顔を見るだけで満足ですとも」

「……そう言いながら、おめーは前に負けたのはヒミコの占うらないの所せ為いだ、占いさえなければって悔しがってるわけだ」

　北きた大おお路じが口元を歪めた。が、何かを堪こらえるように飲み込む。

「……何とでも言えばいい。あなたが今ここで何を僕に言おうとも、明あ日す香かさんを救う助けにはならない。僕の信奉者の中には、ただ金で雇われただけのゴロツキがいましてね。金になるなら、どんな非道な行為も喜んで行うんです。早く彼女を助けに行かなくていいんですか？　一応、僕も彼女とは婚約までした仲ですしね。彼女が酷ひどい目に遭うのを見るのは忍びない。さあ、是ぜ非ひ、あなたの強さを見せてください」

　だが、そこで話の腰を折られる。北大路の携帯が鳴ったのだ。その顔がしかめられる。

「……余計な連絡は不要だと言いつけておいたのに……ん？　違う、誰だ？」

　北大路は携帯の画面に目をやって、不審げに眉まゆをひそめる。それから耳に当て、

「……どちら様でしょうか？　どうやってこの番号を……む？」

　驚いたように声を上げ、

「……なぜ……あなたから連絡くださるとは……僕はもう用済みではなかったのですか？　何を考えておられるのです……？」

　そして含み笑い。

「……なるほど。あなたにとっても大事なモノですからね。ないとお困りでしょう。……わかりました。ええ、いくらあなたに捨て駒ごまにされたからといって、その仕返しに手を出したりはしていませんよ。……僕の番号を把握しているということは、もちろん彼女が今いる場所もご存知なのでしょう？　すぐに僕が行って対応いたしましょう。あなたもそちらにいらしてください。……よい取り引きができると信じております」

　通話を終えた北大路、

「……どこで嗅かぎ付けたのやら……」

　と独りごちた後、カズヤに向く。

「急用ができましてね。あなたと遊んでいる時間がなくなりました。……あなたはここで寝転がっているといい。明日香さんが自分の手の届かない所へ行ってしまうのに何も手を出せない、という後悔を胸に刻みながらね。これから先、悔み続ける人生を送ってください」

「おい、そりゃどういう意味だ!?」

　カズヤの問いかけに、北大路は笑う。せせら笑う。

「あなたが動けるようになった時、全ては終わっている。そういうことですよ。その時のあなたの顔を見るのが、すごく楽しみだ」

　北きた大おお路じは身を翻ひるがえした。大おお股またでビルの合間から出ていこうとする。だが、その行動に疑義をもったのはカズヤだけではない。

「貴様、どこへ行くつもりだ？」

　中２ヒミコが北大路に鋭するどい声をかける。

「何をしている!?　こいつらを放っていくのか!?　早くこの偽者を屈服させ、私と一つにしないと……」

「急いでいると言ったでしょう」

　その声は傲ごう然ぜんとして冷然。

「あなたは僕の言うことを聞いていればいい。下請けが口を挟はさむことではない」

「な、何を！」

「あなたは僕がいなければこの世界に何も干渉できない。あなたに叢むら雲くもカズヤを痛め付けることができますか？　叢雲カズヤを人質に、そこの悪あく霊りようを屈服させられますか？　……僕の指示通りにしていなさい」

「き、貴様だとて、この偽者を消さねば叢雲カズヤに勝てぬだろうが！　そのためには私の協力が必要で……」

「最も早はや必要ないのですよ」

　北大路はにっこりと笑う。

「この状態で叢雲カズヤには打つ手はない。ここで僕が戻ってくるまで引っくり返っているだけだ。……正直、今では僕とあなたは対等な力関係にはないのです」

「き、貴様……！　叢雲カズヤをここまで追い詰めるのに、私を利用するだけ利用して……！」

　中２ヒミコが激げつ昂こうする。対照的に、北大路はしれっとしたもの。

「で、どうします？　僕との関係を解消してどこへなりと消えてくれても構いませんよ？　どうせ、あなたも自分の目的を達成したら僕を捨てていなくなる予定だったはず。……つまり、あなたの目的が達せられなければ、あなたは僕に依存し続けるしかない。僕の方が有利な立場・関係を維持できる。なのに、どうして僕があなたのために尽じん力りよくする必要があります？　あなたのような信用できない霊のために？」

「ぐ……汚いぞ、貴様……」

「この待遇が不満なら、一人で彷徨さまよい続けるといい。……それが嫌いやなら、口を挟むな」

「……く……」

　中２ヒミコは喘あえぐ。

　それらのやり取りを終えて、北大路は最後にカズヤに挨あい拶さつする。

「では、しばしお別れしましょう。……すぐにあなたの情けない顔を見に戻ってきますよ」

「おい、待て！　逃げんのか、コラァ！」

　カズヤの声が空しく響いた。

　こうして、その場にはカズヤとヒミコが残される。

「あああ、すみませんすみません。あの人達が向かった先っておそらく明あ日す香かさんの所ですよ。明日香さんの運命が悪い方向へ悪い方向へどんどん転がり始めているのを感じます……！」

「……だろうな」

　カズヤは痺しびれた体に手て錠じようをはめられ、為なす術すべもないといった態てい。

「ああ、どうしましょう……このままじゃ……」

「……」

　カズヤは無言で息を吐はいた。

　くそ、明日香にまずいことが起きかかってるのに、オレは助けにも行けねーのか？　どうしたらいい？

　体の痺れはまだ引かない。半身を起こしたのはいいものの、手錠をはめられた状態でこれ以上動けそうにない。

　カズヤは歯嚙がみした。と、その様子をヒミコがじっと見ているではないか。

「……んだよ？」

「わたし、カズっちさんを信用していいですよね？」

「ああ？」

「カズっちさんのことを信じてるからこう言うんですけど……すみません、そんな毒ぐらいでへこたれるなんてカズっちさんらしくないですよ！」

「何だと？」

　ヒミコは祈るように、だが、どこか上から目線で、

「過剰な期待をカズっちさんにかけているのは重々承知してますけど、立ってください！」

「おめー、他ひ人と事ごとだと思って無茶言うな！　……本当は結構痛いてぇし、やべぇんだよ！」

「わたしの知ってるカズっちさんは何があっても逃げたりしません。真正面から馬ば鹿かの一つ覚えで殴なぐり込み！　それがカズっちさんですよね？」

「……おめー、オレのことなんだと思ってんだ……？」

　カズヤがげんなりする。と、

「お願いしますぅ……このままじゃ明日香さんに取り返しのつかない不幸が……」

　ヒミコは両手を握り締めてお願いポーズ。うるうるした目で見つめられた。捨てられた子犬見たいな目。

「……くっそ、しょーがねーな！」

　カズヤはやけくそで喚わめく。

　するとヒミコは、うんうん、と頷うなずいて、

「ようやくやる気になってくれましたか。……本当に、カズっちさんってチョロくて便利ですね。素敵」

「……ああ？」

「カズっちさんて、ちょっと煽あおったりカワイイ顔して見せれば、すぐお願い聞いてくれるでしょう？　こちらとしてはすっごく楽というかお手軽というか。操縦するのが簡単で初心者にも安心、て感じです」

　にこっ、と良い笑え顔がお。

「おい、何だその、こいつチョレえ！　みてーな面つら!?　お願いすりゃオレは何でもやると思ったら大間違いだぞ、コラァ！」

「またまたぁ。もうバレバレですよ。カズっちさん、女の子と付き合ったことないでしょう？　だから、こんな簡単なんですよね？」

「な……！」

　触れてはならぬラインを踏ふんだ。更に越境。

「女の子には不器用っていうか、素人しろうとっていうか……ふふ」

　ヒミコの笑顔が含み笑いに変わる。それは見み透すかした笑い。そう、まるで彼女いない歴＝年齢を見破ったかのような……。

「て、てめええええっ！」

　怒いかりやら何やらで、カズヤは爆発した。

　ミリミリ、と変な音がしたかと思うと、ぶちっ。

　手て錠じようがぶち切れていた。

　更に、自由になった両腕をついてカズヤは立ち上がる。勢いをつけて一気にばねみたいに跳はね起きたのだ。薬が効いていて、己の意思で動かせないはずの筋肉を無理やり動かすという荒あら業わざ。どっどっどっ、と鼓こ動どうが跳ね上がっていた。アドレナリンが大放出されているらしい。血圧が急上昇。それで薬の成分が希釈されたとでもいうのか。その代償として、頭が痛い。締め付けられるような頭痛。鼻血まで吹き出す。

　そんな鬼き気き迫せまる表情で、

「おめー、オレのことナメてんじゃねーぞ!?　オレが女と付き合ったことねーとか……おめーに見下される覚えは……！」

「さすがカズっちさん！」

　ヒミコが手を叩たたいて喜んだ。

「だから、好きなんです！　ほんとにもう、どうしてこう無理なことを、強引に押し切ってくれちゃうんですか？　ヒーローなんですか？」

「……ああ？」

　ヒミコは心底嬉うれしそう。

「わたしの信じた通りにやってくれる、それでこそカズっちさんですよ」

　カズヤは我に返ったように、自らを見下ろす。手錠を引きちぎり、今立ち上がっている姿を。

「……はめたな、おめー」

「ええ、全部計算の上です。やっぱり、カズっちさんはチョロくて好きです！」

　こいつ、わざとやりやがった。わざとオレをぶち切らせるようにあんな……。

「……別に、おめーに何か言われなくても、このくらいケチャップの蓋ふた捻ひねるよーなもんなんだよ！　余計な知恵回しやがって……」

「はい、すみません、そうですね」

　ヒミコがニコニコしながら言う。

「カズっちさんならやってくれると思ってましたから」

「……つーかな！　オレが女に慣れてねえとか、おめー絶対ぶっ飛ばすからな！」

「はいはい、すみませんすみません」

「……こんな誠意のないすみません初めて見た」

　カズヤはヒミコの言葉に頭を抱かかえながら、

「……後で覚えてろよ……」

「ところで、そんなどうでもいいことは放っておいて……」

　ヒミコが表情を改める。

「それより今は明あ日す香かさんを助けに行きましょう」

「奇遇だな。オレもそのつもりだ」

　カズヤはヒミコに同意する。そして、

「北きた大おお路じの野郎はオレが無様に引っくり返ったままでいることを期待してんだろ？　でもオレ、丈夫さには自信あるからよ。逆に、あいつの思惑をひっくり返してやろーじゃねーか！」

　サメのように笑った。




　　　◇




　背の高い少女（サキといっただろうか？）が眉み間けんにしわを寄せるのが見えた。

「今、御ご前ぜんから連絡があったんでしょ？　こいつを丁重に扱えって」

　そう言って、明日香を指してくる。親指でクイッと。ぞんざいな扱いだ。

　なのに、明日香は抗議の声も出せない。猿さる轡ぐつわを嚙かまされているからだ。拘こう束そくされ、床に転がされている。

　場所は坎かん面めん御前の信奉者達が集つどう一室。カズヤ達が以前に訪れた場所だ。ビル内に連れ込まれて監禁状態にある。危機的状況といえよう。

　信奉者達は数多い。五〇人もいるだろうか。だが、そのいずれもが心底坎面御前の占うらないを信じている者ではない。金で雇われたスタッフのようなものだ。特に今、明日香を剣けん吞のんな目で睨にらみ付けている岡おか崎ざきという男はその中のリーダー格のようで、

「お前は黙だまってろ」

　イラつきを隠さず高圧的。

「御ご前ぜんの言うことでもそれは聞けない。こいつは俺達のやり口を知ってしまっている。今までやってきたこともな。……口封じが必要だ。ちょっと怖い目に遭ってもらうしかないな」

　サキが口を尖とがらせて、

「でも、それは御前の命令と違う……」

「黙れ。こっちの身の安全が第一だ。こいつにタレこまれでもしたら俺の手に縄なわがかかる」

「そんなのあんたの問題じゃん。あたしは巻き込まれたくないね」

「そんな言い分が通るかよ。お前にも付き合ってもらうぞ。こいつをいたぶる手助けをしてもらう。共犯になってこそ秘密が守れるというもんだ」

　信奉者達が顔を見合わせる。サキは最も早はや嫌けん悪お丸出しで、

「だからぁ！　あたしを巻き込むんじゃねーよ！」

　それに岡おか崎ざきの目がギラリと光った。

「馬ば鹿かが！　今更無関係でいられると思うなよ！　従えないなら、お前も同じ目に遭わせてやるしかないな。……それで少しは従順になるだろう」

「ちょ……止やめろよ！　触さわんな！」

　岡崎の目配せに反応した信奉者達に、サキが取り押さえられる。

「……いいか。御前だって俺達がいなけりゃやっていけないんだ。こいつの口封じは御前のためにもなるんだ」

　そう言って、岡崎は明あ日す香かの前に立つ。下げ卑びた笑いを浮かべている。

「……早速始めようか？」

『こんな奴やつに……！』

　明日香は挑みかかるように岡崎を睨にらみ上げる。

「いいねえ。その目が懇こん願がんの目に変わったらと思うとぞくぞくしてきた」

　岡崎の手が明日香の胸元に伸びてきた。ブツっと服を引きちぎられる。耳じ目もくに晒さらされる小ぶりな胸。

　明日香は羞しゆう恥ちに肌を赤く染める。

「……むぐ……ッ！　ぐぐむっ！」

　だが、上げられるのは唸うなり声だけだ。

「……俺は相手を物みたいに扱うのが大好きなんだ」

　岡崎はまるで歌うかのように呟つぶやいた。その手が胸の奥へと。明日香は身を縮ちぢめる。それが今の明日香にできる僅わずかな抵抗。

「んんーっ！　んんんーっ！」

「いいねえ。もっと騒さわいでみせろ」

　その時だった。エレベーターの到着音が、ちん、と鳴った。

　エレベーターの扉が開き、

「……何をしているんですか？」

　背の高いがっちりとした体格の男。それが穏やかな声で信奉者達に呼びかけてきた。

「ご、御ご前ぜん様……」

　そう呼ばれる男の姿を目にして、明あ日す香かは目を見張る。

『北きた大おお路じ幹みき泰やす。あの男が坎かん面めん御前だというの？　この騒そう動どうの黒幕……？』

　明日香にのしかかるようにしていた岡おか崎ざきは飛び退のいて、

「ご、御前様!?　先程の電話ではこちらにはまだいらっしゃらないはずでは……」

「状況が変わりましてね。ところで、あなたは何をしているのですか？」

　にこやかだった。楽しげに見える。

「い、いえ、これは冗談というか余興のようなもので……」

「ほう。僕が到着するまで丁重にと申し付けておいたはずですが、冗談、ねえ？」

「いやあ、これもおもてなしの内でして……」

　北大路の右腕が岡崎の首を鷲わし摑づかみにした。

「ふざけるな」

　そのまま、ぐい、と持ち上げる。岡崎の顔がうっ血していく。

「……が……げ……ッ！」

「彼女の価値を下げて、僕に損害を与えようというのですか？　指示通りにできない下請けなら首を切るしかありませんね。文字通りの意味で」

　ぎりぎりと締め上げ。岡崎は両足をバタバタさせているが、空を搔かくばかり。

「……ま、待って……すみませ……」

　岡崎は最も早はや虫の息。

　ふ、と北大路の手が緩ゆるんだ。どしゃり、と腰から落ちる岡崎は酷ひどく咳せき込んだ。

「……これからお客様が来ます。粗そ相そうのないようにしてもらわねば困ります」

　北大路が冷たく言い放つと、信奉者達は皆頭を下げた。

　それから北大路は明日香を見下ろしてくる。

「やあ、お元気そうでなにより」

　拘こう束そくされた明日香に、そう微ほほ笑えむではないか。

「僕が来なければ大変なことになるところでしたね。僕はあなたの恩人ということになるのかな？」

「むぐぐが」

『あなたが……黒幕だったのですね！』

　明日香はそう言いたかったのだが言葉にならない。

　北きた大おお路じは愛想よく頷うなずく。

「僕も会えて嬉うれしいですよ。どうですか、こちらでの生活は？　僕もあれ以来、すっかり変わりましてね」

　そう言いつつ、遠くを見る。

「……僕の周りにいる下請けもすっかり質が落ちてしまい、申し訳ない。……落ちぶれたものです。おかしいでしょう？」

　そう言って微ほほ笑えむ。

「これまで散々僕を利用してきた連中も掌てのひらを返しましてね……そう、あなたのお父上もそうだ。これというのもあのヤンキーのおかげです」

　そう呟つぶやいた北大路の目が暗い光を放ったように見えた。カズヤのことだ、と明あ日す香かは察する。

「その彼も今は心底反省したようですよ」

　北大路は明日香の反応を探さぐるようにねめつけてきた。

「彼は先程、僕に泣いて許しを請こいましたから」

「ふむぐ!?」

『どういうこと？　彼に何をしたの？』

　明日香は問い質ただしたかった。が、叶かなわない。

　反論も何もできない明日香を前にして、いよいよ北大路の舌は滑なめらかになる。

「明日香さんにもお見せできればよかったのですけれどね。彼がボロ雑巾のようになった姿を。彼は自分が助かるために言いましたよ、明日香さんはくれてやるから自分だけは助けてくれ、と」

「んんーっ！」

『そんなわけありません！』

　明日香のそんな心の叫さけびが北大路に伝わったのか、

「では、彼が助けに来ないのは何な故ぜでしょうね？　大切なあなたがこんな目に遭っているのに、どうして来ないのだと思います？」

　ネズミをいたぶる猫ねこのような瞳ひとみの輝き。

「……彼はあなたのことを見捨てたのですよ」

　北大路は勝ち誇ほこる。

「あなたが自分の手の届かない所へ行ってしまうのを、彼は指をくわえて見送るつもりなのです。そうすれば許してもらえると思って、卑ひ屈くつに愛想笑いさえしていましたよ」

　カズヤを貶おとしめるその悪意に、明日香は嫌けん悪おの念しか抱いだけない。と、北大路の言葉の一節に引っかかる。

『……手の届かない所へ行ってしまう？　私が？』

「……いずれにせよ、あなたはもう彼に会うことはない」

　北きた大おお路じは気分よさそうに話を続けていた。

「あなたには取引材料としての価値がある。よかったですね。あなたの身に危害が加えられることはありません。そして、僕にとってもこれは復権の足がかりとなるでしょう……。あなたは引き渡され、あのヤンキーには手出しはできない世界へと帰ることになる。……ふふ、いずれあなたの顔は絶望に歪ゆがむ。それが今から楽しみです」

　このとき、信奉者達の注意は北大路達に集中している。だが、その内の一人が気付いた。

「……あれ？　エレベーターがまた動いてる……」

　いつの間にか１階に戻っていたエレベーター。それが、今再び上昇してきているところだった。

　北大路もそれに気付く。そしてにこやかに、

「お早いお着きだ。先程の電話ではもう少しかかるかと思ったのですが……。さあ、お客様の到着ですよ。皆さん、失礼のないように。……本来なら、あなた方が目にすることさえできないような方なのですから」

　ちん、とエレベーターの到着する音。その場の全員がエレベーターに顔を向けた。

　がー、とエレベーターの扉が開く。北大路がそのタイミングぴったりに、

「ようこそ。まさかあなた自らが今更この僕に会いに来てくださるとは……」

　だが、エレベーターは空だった。誰もいない。

　なに？　と北大路が眉まゆをしかめるのと同時に、

「おらっしゃあああっ！」

　叫さけび声とガラスの砕くだける音。更に、怒いかれる獣けものが飛び込んできた。どこから？　窓からだ。５階にあるこの部屋へ、窓の外から突撃してきた獣がいる。

「な!?」

　信奉者達は虚を突かれて狼ろう狽ばいする。その間に、その獣は暴風を巻き起こす。

「がっ！」

　その暴風に巻き込まれた信奉者達が次々に吹き飛ばされていった。いや、それは獣でも暴風でもなくて、

「おらああっ！　奇襲成功！」

　カズヤだった。驚いて棒立ち状態の信奉者達を、当たるを幸い、次々に叩たたきのめしていくではないか。

「ぐげ」

　不運な信奉者の腹に一発。そいつは身をくの字にして、顔から床に突っ伏す。

「な、なん……!?」

　次の信奉者は言い終わる前に横っ面つらを蹴けり飛ばされ、壁に激突。ぶつかった反動で２メートルほど跳はね返るくらいの衝撃だ。

「き、貴様！」

　ようやく反応できた信奉者が摑つかみかかる。と、カズヤはくるりと身を翻ひるがえした。背中を見せられて、え？　と信奉者は一いつ瞬しゆん遅れる。そこに予期せぬ方向からこめかみに打撃。体を回転させながらの裏拳だ。ぱーん、と乾いた音が響いた。まるで拳けん銃じゆうで脳を撃うち抜かれたよう。くたくたと、信奉者は膝ひざから崩れ落ちる。

「なんだてめえは！」

　信奉者の中でも特にガタイの良い、そして人相の悪い男が吠ほえた。明らかに暴力で飯を食っている男だ。用心棒といったところか。タフネスさには自信がありそう。

　その男のみぞおちに、素っ気なくカズヤの拳こぶしがめり込む。ガタイの良い信奉者は胃の内容物をまき散らしながら、のたうち回った。

「おら、次は誰だ！」

「野郎！」

　木刀を振りかぶった信奉者が二人、同時にカズヤへ襲いかかる。振り下ろされる木刀。カズヤはそれを最小限の動きで避よけた。ゆらり。あるべき手応えがない。信奉者達にとって、それはまるで陽かげ炎ろうに切り付けたような感覚だったろう。

　そして、パパン、と心地よいくらいの打撃音が響く。連打された拳の音が重なって聞こえたのだ。木刀を取り落とした信奉者が二人、同時に床に倒れ込んだ。

　この時点で信奉者達の何人かに怯おびえが生まれる。

「ひ、ひひぃ!?」

　カズヤの怒いかりはそれらの連中にも平等に襲いかかる。

　身を竦すくめて立ち尽つくす信奉者に、顎あごがずれるほどのハイキック。ごりゅ、と鈍にぶい音がして、

「あ……あ、が」

　言葉を発せなくなった信奉者は目を白目にして昏こん倒とうする。

　反射的に壁際まで逃げた信奉者達はすぐに逃げ場を失い、

「あ、あわわ……」

「……元気だったか？」

　むんず、と後ろ頭を握られる。握り締められる。万力のよう。

「あががが！」

「じゃあ、元気でなくなれや！」

　そのまま反対側の壁まで投げ捨てられる。逃げようとしていた他の信奉者に激突。いっしょくたになって床に転がった。

「な、な、なんだ、こりゃ……!?」

　まだ咳せき込んでいた岡おか崎ざきは凝固して目を見張る。そして、危険を悟さとった。今や、そのヤンキーが自分を凝視しているのに気付いたからだ。ガン見されている。

「おい、おっさん……」

　低く響く声。地獄の底から呼びかけられたらこんな感じだろうか。

「確かおめー雑誌の記者だったよな……？」

「お、おい……」

　岡おか崎ざきはおっかなびっくり、口を開く。そして、一世一代の大勝負。にっこりと笑って、敵意のなさをアピール。

「私はまだ何もしていないよ？　落ち着いて……」

　言いながら、素早く手を懐ふところに。そして、しゃっ、とナイフを走らせ、

「あっ」

　カズヤの手刀でナイフを叩たたき落とされた。乾いた音を立てて、ナイフが転がる。カズヤはそれを見つめつつ、

「良かったな、スクープやるよ。……おめーが記事になれ！」

「や、やめ……！」

　岡崎は、顔面を叩き潰つぶされて意識をなくした。

「どうして……どうやってここまで来た!?」

　北きた大おお路じが立ち尽つくしながらカズヤに叫さけんだ。

「言っただろ。あんなもんよゆーだって」

「ここは５階だぞ。それを窓から……」

「ああ、これか？　隣のビルの屋上から、一気に飛び込んだんだよ」

　カズヤはあっさりと無茶なことを言う。

「無茶苦茶だ……一歩間違えれば墜落死ではないか……」

「はあ？　バカじゃねーの？　オレがこんなんで死ぬわけねーっての」

　カズヤは余裕を見せてやった。

「……そうか。またか」

　北大路の表情が歪ゆがむ。

「また、あの悪あく霊りようの力でも借りたのか。なるほど、屋上から飛び移っても墜死しないと占うらなわれれば、そのような無茶も可能という訳だ。そうでなければこんなバカな真ま似ねができるわけがない。また占いに頼るとは、どこまでも卑ひ怯きような奴やつ」

「卑怯とか、おめーが言うか!?　つーか、オレはこんなんで一々占ったりしねえ……」

　北大路はカズヤの言を遮さえぎる。

「だが、今度こそその悪霊の力をあなたから奪い去る。卑ひ弥み呼こ、偽者を吸収しろ。もうしくじるな。命令だ」

「……勝手なことを」

　苦々しげに中２ヒミコが呟つぶやくのがカズヤには見えた。だが、

「……皆、一斉にかかれ」

　北きた大おお路じが信奉者達に命ずるのを聞いて、ヒミコ達のことまで気を回せなくなる。

「……毒に侵おかされた体でよくここまで、と褒ほめて差し上げたいですが、さすがにマナー違反ですよ」

　北大路は不意打ちの混乱から立ち直ったのか、余裕の口調に戻っていた。

「……上等だ。かかってこいや、コラァ！」

　カズヤは襲いかかってくる信奉者達に大見得を切る。




　それらを脇わき目めに、中２ヒミコが石のような声でヒミコに告げてくる。ただし、その石の下は溶よう岩がんだ。

「貴様……いい加減にしろ。これ以上、貴様等の仲良しごっこに付き合ってはいられない。……不快だ！　貴様は私に吸収されねばならない！　さあ、私に従え！」

　噴出する溶岩。そして、中２ヒミコは胸元を露あらわにしてきた。黒く塗り潰つぶされた胸から闇やみが漏もれ出る。

「全てを諦あきらめて、私の中へ戻るのだ。この世への執しゆう着ちやくを捨てろ。私と一体化して、大望を果たせ。それが世界を災さい厄やくから救う正しき道だ」

「嫌いやです！」

　中２ヒミコが費やした言葉に比して、ヒミコは簡潔に答えた。

「すみませんけれど、わたしはこれからもカズっちさんと一いつ緒しよにいたいんです！」

「バカめ！」

　中２ヒミコは憎にく々にくしげに、

「ならば、もう一度貴様をこの私の胸の奥の闇に引き摺ずり込んでやる！　貴様を捕えたあの時と同じようにな。そうすれば、貴様はあの男と一緒になどいられぬ。私の中の牢ろう獄ごくでもがくことになる。私にはそれができるのだぞ！」

「でも、そうやってわたしを無理やり取り込んでも、わたしが折れない限り、わたし達は決して混じり合わない……そうですよね？　だからこそ、あなたはわたしにカズっちさんのいたぶられる姿を見せた。わたしにこの世にいることを諦あきらめさせるために……」

「なら、あの男を殺す！　あの男が傷つくだけでは足らぬというなら、殺させる！　それでもいいのか！」

「……すみませんけれど、もうそんな脅おどしには乗りません」

　そう言うヒミコの表情はもう迷いのないもの。

「だってカズっちさんなら、あなた方に負けませんから。何をされても」

　先程までの、自分が消えれば……などという弱気は消えていた。

「……それなら……それなら……」

　中２ヒミコは次の言葉を見出せない。カズヤを盾に取った脅きよう迫はくも効果なく、もはや打つ手なしといったところなのか。遂には形なり振ふり構わず懇こん願がんするように、

「……貴様は私に吸収されるべきなのだ……どうしてそれがわからない？　……私には貴様を吸収する以外道がないのだ……頼む、わかれ。そうすることで、私を見下したあの男と対等の立場に立つこともできる……貴様は私のために吸収されるべきだ」

　ヒミコは首を横に振る。

「何と言われても、わたしはカズっちさんを信じてます」

　その言葉が、中２ヒミコをいたく刺激したようだ。激げつ昂こうする。

「信じる？　信じれば奇跡が起こるとでも？　では、私に教えてくれ。その信じるに足る根拠を。それができたら負けを認めてやる。だが、できないのであれば貴様が負けを認めろ！　貴様らにここからどうにかする手段などない！　見ろ！　あの男が相手にする人数を！　たった一人で！　さあ絶望しろ！　絶望するべきだ！」

「逆に教えてください。どうしてあなたはそんなに必死なんです？」

「必死？　私が？」

「ええ。……北きた大おお路じさんの言うことにどうして従うんです？　あの人はさっきあなたに酷ひどいこと言ったでしょう？」

　自分の方が上だ、嫌いやなら消えろ。北大路は中２ヒミコにそのようなことを言い放っていた。それまで中２ヒミコの力を利用しておいてそう言ったのだ。そのような扱いを受けていながら、中２ヒミコは未だ北大路に対して献身的にさえ見える。

　が、中２ヒミコは頭を振った。

「違う！　あの男に従っているのではない！　私は貴様に奪われた力を取り返して災さい厄やくを防がなければならない。だから、貴様を吸収するのだ」

　ヒミコはその言葉に首を傾かしげる。

「……本当にそれだけですか？　何だか……わたしにはあなたがあの人に気に入られたくて頑張ってるみたいに見えるんです」

「な……！　戯ざれ言ごとを！　違う違う違う！　私は貴様等のような生ぬるい絆きずななど信じない！　……そんなものを盲もう信しんして、この絶望的な状況を覆くつがえせると思っているのだとしたら愚おろか極まりない！　貴様は愚かだ！」

　中２ヒミコの挑むような口調。

　だが、ヒミコは落ち着いていた。むしろ、微ほほ笑えんで、

「なら、カズっちさんが負けない理由を教えてあげます」

　中２ヒミコに語りかける。

「カズっちさんがここまで頑張っているのに、わたしがへこたれてたらまた馬ば鹿かにされちゃいますからね。……本気を出します」

「何？　何をする気だ？」

　そう問う中２ヒミコの前で、ヒミコは光を発し始める。本気モードだ。幼児体型だったヒミコの手足はすらりと伸び、あどけない表情も妖よう艶えんなそれに変わる。すぐに、露ろ出しゆつ度の大きい大人のヒミコが現れていた。

「ふ、ふしだらな！」

　その姿を見て、中２ヒミコは嫌けん悪おの表情。嚙かみ付くように、

「そのようないかがわしい姿を取るな！　恥はずかしい奴やつめ！」

「ほう？　恥ずかしいとはこれ如い何かに？　誰に対して恥ずかしいのだ？　妾わらわの姿を見られる者などおらぬだろう」

「叢むら雲くもカズヤと北きた大おお路じがいるだろうが！」

「ふむ？　お主はあの二人に見られるから恥ずかしい、と？　それはつまり、二人を異性として意識しておるということか。霊れいの分際で？　……もしかしてお主、思春期なのか？」

「ふ、ふざけるな！」

　中２ヒミコは耳を赤くして叫さけんだ。それから、努めて呼吸を整え、

「……それでどうするのだ？　その姿を取ったところで、実体を持たぬ貴様に何ができる？」

「もちろん、この姿になったのならば占せん術じゆつを為なすに決まっておろう」

　本気ヒミコはまるでつまらぬように呟つぶやいた。
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「占うらないで状況を変える、と？　だが、誰を見るのだ？」

「妾わらわ自身をだ」

「……は？」

　中２ヒミコは言葉を継つげずにいる。対して、本気ヒミコは淡たん々たんと、

「この状況を打開するにはどうすればよいか、妾自らが妾の手相を見て占うと言うておるのだ」

　自らの手を見出したではないか。

「見よ、妾の手相は覇は王おう相。このようなところで大望を果たせぬまま終わる相では非あらず」

　そう言って、ずい、と差し出された本気ヒミコの手相は知能線と感情線が一いつ緒しよになって一直線に伸びた相。マスかけとも呼ばれ、古来英雄や偉人に見られる相と言われている。

「つまり、貴様らが如い何かなる小細工を弄ろうそうとも、妾の行く手を阻はばむことはできぬ。そう運命が定められておるのだ」

「な、何をバカな！　私は貴様でもあるのだぞ！　その手相は私にも当てはまるではないか！」

「ところがのう、そうでもないのだ」

　本気ヒミコは人の悪そうな笑え顔がおを浮かべた。

「手相は変わる。手相は環境や本人の意思によって変わるものでな。例えば、同じ遺伝子を持つ双子でも手相は違う。年輪のように、手相にはその者が歩んできた道筋が刻まれるのだ。同じ人間でも進む道を違たがえれば、全く違う場所に行きつく。それと同様に、同じ手相を持っていたとしても、異なる歩みを進めれば全く違う相が現れる」

「……何が言いたいのだ？」

「貴様と妾とでは大きく異なる点がある故ゆえのう。……妾には叢むら雲くもカズヤがいる。貴様にはおらぬ」

「何を言って……」

「妾には運命線の横に寄り添う線がある。これぞ姉妹線、危機に陥おちいった時手を差し伸べてくれる相手がいるという線よ。妾は叢雲カズヤとともに歩んできた故に、このような相が刻まれた。……では、貴様は？　貴様の相に姉妹線は刻まれているか？」

「そ、それは……」

　中２ヒミコは自らの手を確かめる。真っ直すぐに伸びた運命線。その傍かたわらに寄り添うような姉妹線はなかった。

　本気ヒミコが言う。

「貴様のこれまでの歩みにおいて、貴様はそのような相手を作れなかった。そういうことだ。貴様には信じられる相手がおらぬ。運命を預けられるような相手を貴様は手にしておらぬ。……そこが、貴様の運命は行き詰まり、妾の運命は遮さえぎられぬ、違いの源みなもとよ」

　本気ヒミコは嫣えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「叢雲カズヤは負けぬ。妾の手相に表れた運命が彼奴あやつに預けられておる故な。大事なことなのでもう一度言うてやろう。叢むら雲くもカズヤは負けぬよ。何をされても、何があっても、な」

　一方で、中２ヒミコの表情が歪ゆがむ。それは怒いかりというより、悔くやしいといった顔。

「……なぜ貴様だけ……っ！　なぜ貴様はそのように強い繫つながりを保てるのだ！　私だって誰かに見つけて欲しかった……！　けれど、私には貴様のような力はない……災さい厄やくを封ずるという使命だけを背負って、その重責に押し潰つぶされそうになって空回りするばかり……一人でずっと苦しかった。なのに、私と同じであるはずの貴様はあんな男に見つけられて苦しみも孤独もなく、信頼と絆きずなで結ばれている！　……許せぬ……許してたまるものか！　その絆を私に返せ！　それは本来私が手に入れるべきものなのだ！　返せ！」

　そう語りつつ、次第に中２ヒミコの言葉はしりすぼみになっていく。

「……返してよ！　……返して……そんなのってずるい……私ばっかり一人で……もういやぁ……」

　終しまいには肩を落とし、はらはらと落らく涙るいするではないか。

　そこで、本気ヒミコは光に包まれた。本気モードが解除されたのだ。しゅるしゅると大人の姿が縮ちぢんでいく。

　そうして子供の姿に戻ったヒミコは、中２ヒミコの涙を見て痛みを感じた。胸に刺さる。その姿は自分の姿でもあったからだ。カズヤに信じられていないと思ったあの時の自分。一人ぼっちだという、暗くら闇やみ。

「あ、あのう……すみません、確かにわたしはカズっちさんに見つけてもらいましたけれど、あなただってずっと一人という訳ではないでしょう？」

「……なに？」

「あなたも北きた大おお路じさんに見つけられて、二人で組んでいたわけじゃないですか」

「……あの男は、私を利用するだけだ」

　中２ヒミコは呟つぶやく。

「貴様らへの復ふく讐しゆう。いや、叢むら雲くもカズヤへの復讐か。それだけが奴やつを動かしている。……貴様らへの恨うらみを晴らす。……その目的で私達は互いに必要とし、繫つながったのではなかったのか……！」

　中２ヒミコは自らに言い聞かせるようだ。

「……奴には私が必要だと、役に立つのだと認めさせたかった……奴が私を切り捨てたりしないように……一いつ緒しよにいられるように……だが、ダメだった。結局、奴は叢雲カズヤから貴様を引き剝はがすための道具として、私を見ているに過ぎない。貴様を吸収して消すための道具。……どうして私は気付けなかったのだろう……私達の間に絆は無い。……貴様達とは違う。貴様にはわかるまいな」

「……信じられていないんですね。お互いに相手のことを」

　ヒミコはぽつりと言った。

　それがどんなに苦しいことか、ヒミコにはよくわかる。

　そうか、やっぱり彼女はわたしなんだ。彼女の苦しみはわたしの苦しみ……。

「わかりますよ」

　ヒミコは共感していた。

「一人は辛つらい……信じてもらえないのは辛い……よくわかります」

「貴様が？　あの男からあんなにも必要とされ、ともにいるのが当り前のような顔をしている貴様が？　わかるだと？」

「わかります」

　ヒミコははっきりと言った。

「あなたはわたし、なんですから。あなたは一人じゃない。わたしにはカズっちさんがいます。だから、あなたは一人じゃないんです」

「私が……一人ではない……？」

　ヒミコは中２ヒミコにおずおずと近寄った。そして、そっと寄り添う。

「ええ……あなたの寂しさも悲しさも、わたしにはわかります。同じわたしなんです。そして、このわたしの寂しさや悲しみを、カズっちさんはわかってくれるんですよ。ね？　カズっちさんと離れたくないって気持ち、あなたにもわかるでしょう？」

「……」

　ヒミコに頭をもたれさせ、中２ヒミコは黙だまって目を閉じる。

「もし、あなたが辛かったり悲しかったりする時は……わたしが一いつ緒しよにいますから」

「一緒に……」

　中２ヒミコは繰り返した。

「……それは……ああ、そうか。こうすればよかったのか……」

「え？」

　ヒミコが戸惑う。と、中２ヒミコの体が光り、薄らいでいくではないか。

「私達は一体化する。一緒になるのだ。そうすれば、私はもう一人ではない……ようやくわかった。貴様は……私をこの辛い荒れ地から……誰にも顧かえりみられることなく必要ともされない暗くら闇やみから、私を救ってくれるのだな……もっと早くこうしていればよかった……」

「あ、あの、あの……」

　消えゆく中２ヒミコに向けて、ヒミコはへどもどする。中２ヒミコが自分の中に浸しん透とうしてくるのを感じていた。

　最後に中２ヒミコは邪じや気きのない笑え顔がおで、

「ありがとう」

　消えた。

「あ、え!?」

　ヒミコは動どう揺ようして叫さけんでしまう。頭の中がざわざわする感覚。熱さを感じた。
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「どういうことですか……」

　ヒミコはきょろきょろと見回すが、中２ヒミコの姿はない。

『……合ごう一いつしたのだ』

　頭の中で声がする。

『私が貴様を吸収するのではなく、私が貴様の中に入り込んだ。私達はようやく一つに、元の私に戻ったのだ』

「ええ!?　あ、あのう、すみません、あなたわたしですか？　……何だか頭がおかしくなりそうです」

　ヒミコは眩暈めまいを感じてふらつく。頭の中の声は繰り返していた。

『……災さい厄やくを防げ、それが私の使命だ』

「……一つになったって言っても、わたしって見た目的には変わらないんですね」

『そこは私も予想できなかった。合一し元の私に戻ったからには、最も力ある老婆の姿にでも成るのかと思うておったが』

「そ、それはならなくて正解でした！」

　ヒミコは焦あせったように呟つぶやいてしまった。

『……これから貴様は思い出すだろう。何をすべきかを……私が消えていくにつれて、な……』

　中２ヒミコの声は次第に薄らいでいく。ヒミコの中で存在が消えていくのがわかった。そして、消え際の言葉がヒミコの胸をひっかく。

『……私は一いつ緒しよになれた……しかし、そうしたらあの男は……残された北きた大おお路じは……どうなるのだろう……本当に一人ぼっちに……』

「あの……あのぅ……」

　ヒミコはどう声をかけたらいいのかわからない。さようなら、というのも変だ。消えるといっても、結局は自分自身なのだから。ヒミコの中にあり続けるのは間違いない。別れというのは少し違う。

　だが、北大路にとってはそうではなかった。

「……どうしました？　偽者を吸収するのにいつまで手間取って……どこへ行ったのです？」

　カズヤと対たい峙じしていた北大路が、苛いら立だった声で中２ヒミコに問いかけていた。信奉者達はあらかたカズヤに叩たたきのめされ、そうでない者は既に逃げ去っている。手下を失い、気付けば中２ヒミコも消えた。しかも、偽者であるはずのヒミコのみが浮かんでいるのだ。問わずにはいられない。

「……どこへ消えた？」

「あのぅ……すみません、もう一人のわたしならわたしの中に戻りましたけれど」

　ヒミコが遠えん慮りよがちに応えた。一応、自分に問いかけられたのだと思ったからだ。

「戻った……？」

　北大路は一言呟つぶやき、それから目を見開いた。

「まさか、あの無能、取り込むつもりが逆に取り込まれたというのですか？　なんという役立たずだ！　何な故ぜ僕の指示通りに動かない！　言われたこともできないような下請けだったとは。どうして皆、僕の足を引っ張ることしかできないのか……！」

　端正な表情が歪ゆがむ。酷ひどく醜みにくい。

　ヒミコは自分が罵ののしられたかのように（実際そうなのだが）身を竦すくめ、

「す、すみませんすみません。でも、わたしは、あの、一生懸けん命めいわたしを吸収しようと頑張っていたと思います、よ？　わたしはああいう性格ですから口には出しませんでしたけれど、あなたの役に立ちたいと思っていて、あなたと信じあえる仲になりたいと願っていました。わたしってそういうところあるんですよねー。あ、え？　か、カズっちさんは関係ないですよ!?　何しげしげと見てるんですか！　こっち見ないでください！　と、とにかく、わたしはわたしを見つけてくれたあなたに尽つくしたいと思っていたんです。あなたの願いを叶かなえる役に立てば、信じてもらえると思って……」

「馬ば鹿かなことを！　幽ゆう霊れいなど誰が信じるものか！」

　北大路が吐はき捨てた。

「気持ちの悪い！　信じる？　私達はそのような繫つながりを求めてはいなかった。卑ひ弥み呼こは災さい厄やくとやらを防ぐために偽者を吸収したい。私は叢むら雲くもカズヤの傍そばから卑弥呼の偽者を消し去りたい。ただ、お互いの利益が重なったので手を組んだに過ぎない。……しかし、それも台なしだ！　手を組んだ相手が無能過ぎた。……このような相手としか手を結べなかった、我が身の不幸を呪のろうしかない」

　カズヤは妙みようにムカついた。

「……おめー、自分と組んでた相手を随ずい分ぶんくそみそに言うなぁ？　何か見ててみっともねーンだけど？」

「何もできない無能ならまだしも、足まで引っ張られては看かん過かできませんからね」

　ヒミコが瞳ひとみを潤うるませた。

「あのぅ、わたしが言うのも何ですけれど、わたしが可哀かわい想そうです……こんな……こんな報むくわれないで消えてしまうなんて」

　それに対して、北きた大おお路じは自じ嘲ちようする。

「私の方がよほど報われない。ここまで手をかけて進めてきた計画が、役立たずの所せ為いで破たんしてしまったのですから」

　カズヤはうんざりした。だから、言った。

「……あー、もういいわ。黙だまれよ。……なんかよ、おめーの話聞いてると……オレん所の幽ゆう霊れいが凹へこむみてーだから、黙らせてやんよ」

「ほう？　随分と幽霊に優しいですね」

「んだとコラぁ!?　……おめー死んだな。これから死ぬわ」

「……無能な下請けの所為で手順が狂いました。仕方がない。今のあなたなら、たとえ幽霊の力を借りようとも僕の敵ではないでしょう。今度はあなたが敗北する番です」

　そういう北大路は湿った笑えみを浮かべた。

「オレがおめーに負けるかよ」

「いいえ、負けますよ。あなたの顔は悔くやしさに歪ゆがむ。その顔を見たなら、僕の勝ちだ。そのためなら外げ道どうに落ちても構いません」

　一旦言葉を切り、カズヤに何かを促うながすかのよう。

「……お忘れですか？　僕の手の中には明あ日す香かさんがいる」

　北大路は足元に転がる久く城じよう明日香の喉のどに手をかけた。

「あなたが余計な手出しをしたら、明日香さんは地獄を見ることになる」

「てめえ……！」

「ああ、その顔です。あなたのその、後悔に苛さいなまれる姿を見せてもらいましょう。それが僕の勝利だ」

「……そこまでクズになりやがったか！」

「クズで結構！　僕にはもうそれしかない！　もう何も残ってはいない！　地位も名誉も全て失われた。そして、幽霊にまで裏切られる始末です。もう、あなたの絶望を見るくらいしか僕には残されてはいない！」

　北きた大おお路じの目は常じよう軌きを逸いつしていた。憎にくしみと怒いかりが溢あふれ出ている。どろっとした淀よどみ。

　ヒミコが叫さけぶ。

「あ、あの！　すみません、このままだと本当に酷ひどい不幸が明あ日す香かさんに……！」

「言ったはずだぜ。オレは負けねーって。だから……」

　その後の言葉が続く前に、カズヤの顔がぶっ飛んだ。北大路の拳こぶしが打ち抜いたのだ。

「か、カズっちさん!?」

　が、

「……おめーもオレがこのクズ泣かしてやるの信じて待ってろ！」

「っ！　ハイッ！」

　カズヤは奮ふるい立つように言い、ヒミコがそれに応える。

　再び、カズヤの顔が弾はじかれた。

「そんな状態で何ができる！」

　北大路が吐はき捨てる。

「……なんだ、結局こんなもんかよ？」

　カズヤはゆっくりと北大路を見返した。

「さっきからこの程度じゃ、この先いくらやっても終わんねーぜ？」

「強がりを！」

　更にもう一発。今度は振り下ろすようなフック。カズヤの頭ががくんと垂れる。

「ああ、これで少しは気が晴れるというものだ。悔くやしいでしょう？　あなたは明日香さんを人質に取られて手も足も出ない。彼女の前で、ただ僕に打ちのめされるだけ。さあ、あなたの顔を……歪ゆがんだ顔を見せてもらいましょう」

　カズヤはまたもゆっくりと頭を上げた。唾つばを吐く。

「おめー、何か勘違いしてねーか？　明日香を人質にされてるから手が出せない？　違うね。手を出す必要がねーンだよ」

「ほう？　何を囀さえずるおつもりですか？」

「おめーのパンチなんか効かねーんだから、手を出す必要がないって言ってんだ。アリがクジラに嚙かみ付いたとして、クジラはそれを本気で潰つぶそうとするか？　知ったこっちゃねーだろうよ。アリのやってることが小さくて、気にもならねーのさ」

「自分がクジラだと？　随分、足元のふらふらしたクジラですね」

　北大路はカズヤの有り様を見て、口元を片方吊つり上げた。

　カズヤは先程、手て錠じようをはめられた状態で殴られ続けていたのだ。今にも倒れそうに見えても不思議はない。

　だが、それが逆にカズヤの恐ろしさを体現しているともいえる。

　あれほど痛め付けられたのに、それでも今、カズヤはここに立っているのだから。

「ばーか。クジラに足元なんかねーよ、知らねえのか？」

　子供みたいな揚げ足取りをして見せる余裕さえある。北きた大おお路じは苛いら立だったように、

「皮肉は通じる相手に言わなければ、薄ら寒くて仕方がなくなりますね」

　拳こぶじを固めた。

　大振りの右フック。カズヤにとって、避よけることは容易たやすかっただろう。だが、カズヤはそれをまともに顔で受けた。衝撃で体ごと横に跳とびそうになる。右足を差し出して、体を支えた。踏ふみ止とどまる。

「……なあ、おめー、ほんとに全力でやってんのかよ？」

「……お望みなら二度と立ち上がれないようにして差し上げますよ」

　そして繰り返される殴おう打だ。殴打。殴打。

「ど、どうしたんですか、カズっちさん!?　どうして避けないんですか!?　わざわざぶたれるなんて……！」

　ヒミコが背後でおろおろしている。が、カズヤは、

「うっせー！」

　一いつ瞬しゆん、カズヤの気が背後に逸それた。それを狙ねらい澄ましたかのように、北大路がカズヤの横っ面つらを張り飛ばす。それは会心の一撃。北大路はニヤリと笑った。だが、

「……なん！　だと……？」

　カズヤは倒れない。倒れかけた体を捻ねじ曲げ、勢い付けて立ち直る。

「……こんなパンチじゃ倒れねんだよ！」

　叢むら雲くもカズヤは倒れない。何をやっても、倒れない。

　そんな考えが、北大路の中に忍び込み始める。

「……どうしてだ……」

　北大路はカズヤのボディに体重を乗せた一撃をぶち込む。重い一撃だ。普通なら、腹の中の空気が全部吐はき出され、呼吸もできずに喘あえぐことになるだろう。なのに、カズヤは一瞬身をくの字に曲げただけだった。すぐに立ち直り、まるで悠ゆう然ぜんとしたもの。

「……なぜ倒れない……？」

　ストレートの威力で、カズヤの顔が仰のけ反る。首を持っていかれるかのような衝撃だろう。なのに、カズヤは平然と、そして真正面から北大路を見返してくる。その目は少しも生気を失っていなかった。

　北大路はそんな顔を見たくなかった。何をされても屈しない眼まな差ざし……。

　だから、叫さけんでいた。

「……あなたにやられてから……こんな姿に身をやつし、どれだけ辛しん酸さんを舐なめてきたと思っている！　もう、あの時の僕じゃない！　このような底辺まで落ちて、僕は変わったんだ！」

　カズヤの顔を親の仇かたきが如ごとく殴なぐり付けた。

「負けられない、負けられるか！」

　その拳こぶしの下から、カズヤがニヤリと笑いかける。

「……へえ。おめー変わったって、手相でも変わったのか？　おめーの運命は変わったのかよ？」

「うるさい！　……いい、加減に、倒れろっ！」

　殴り続けたせいだろう。息を切らせながら、北きた大おお路じは再び殴った。

「……いくらやっても無む駄だだってのに……しつけー野郎だな！　でも、オレだってしつこさなら負けねーンだよ！」

　鈍にぶく重い音。硬いもの同士がぶつかり合う音が響き続ける。飛び散る血。

　それでもカズヤは倒れない。

「おめーがどんだけ汚ねえ手を使おうとも……おめーがどんだけ全力でぶん殴っても、オレには敵かなわねーって教えてやんよ！」

　むしろ、ますます言葉に力を増すかのよう。

「おめーのやり口だぜ！　どうやってもオレには敵わねーって諦あきらめさせてやる！　おめーの心を折ってやるってんだよ！」

「何をやっても、敵わない、だと!?　……ふふ、それは……」

　北大路はすっと目を泳がすと、床に落ちていたナイフに素早く飛び付いた。先程、岡おか崎ざきが取り出して、カズヤに突き立てようとしたナイフだ。

「……これを食らっても、同じことが、言えますかね!?」

　北大路が身を屈かがめてカズヤに突進する。その手の中に白刃が閃ひらめいた。

「カズっちさん!?」

　ヒミコの悲鳴。

　カズヤと北大路が交こう錯さくする。どん、と北大路の体がカズヤにぶつかった。

　それは奇き妙みようにゆっくりとした間ま。二人は立ち尽つくす。

「……」

「……」

　どちらも言葉を発さない。発せないのか。荒い息遣づかいのみが繰り返される。

「カズっちさん……！　カズっちさん……！」

　両手を組み合わせて、ぎゅうっ、と握り締めるヒミコ。あまりに強く握り締めたのだろう。指先が白くなっている。感情が爆発しそうなのを無理やり蓋ふたしている感じか。

　カズヤは、そんなヒミコの祈りの視線を受けている。

　なら、倒れてはならぬ。

　それは理屈ではない。

　叢むら雲くもカズヤはそういう生き物だからだ。

「……くっそ……しんどいことばっかやらせやがって……！」

　カズヤは絞しぼり出すように呻うめく。そして、脇わきで押さえた北きた大おお路じの右手を、ぎゅうと更に締め上げた。

「……ぐっ……！」

　北大路の右手から、ナイフがぽとりと落下した。カズヤは間一髪で刃やいばをかわし、その刃を持つ北大路の右手をホールドしていたのだ。

　更に、二人が交こう錯さくしたあの瞬しゆん間かん。実は、二人の額ひたいと額が正面からかちあっていた。頭突きである。そして今、ナイフを取り落とすとともに、北大路の体から力も抜けた。頭への強い衝撃で最も早はや立ってもいられない。平へい衡こう感覚が失われていた。へたへたと座り込む。視界はぐらんぐらんだ。

　対するカズヤは仁に王おう立ち。しっかりと地に足をつけ、北大路を睨にらみ付ける。そして、

「……おめー、もっと頭使えよ」

　互いに頭を使ったこの対決。それに対する見事なドヤ顔勝利コメントだった。

「これでも……だめだと……？」

　北大路の声はそれまでの自信に満ちたものではない。まるで別人のようだ。

「……殺す気でやったのに……それすら通じない……」

　一方ヒミコは、

「カズっちさん！」

　ぱあっと光が射さしたよう。飛び上がらんばかりの様子だ。

　それを見て、カズヤは舌打ちせんばかり。

「……だから、おめーがおねだりしたからオレはまだ立ってるって訳じゃねーぞ！　勘違いすンナよ!?　別におめーなんかいなくても、オレは全然余裕でこの場に立ってたっつーの！」

「はい！　はい！　すみません、そうですね！」

　ヒミコはカズヤの周りを跳はね回るように飛ぶ。

「……でも、カズっちさん。あの、頭を使えっていうのはちょっと違うんじゃ……」

　カズヤはハエでも払うように、ヒミコをしっしっと邪じや険けんにした。そうして、見下ろす。未だ腰を落としてへたり込んだままの北大路を。荒い息のまま、肩だけが揺ゆれている。

「……何な故ぜだ……？」

　北大路はやっとのように呟つぶやく。

「……何故ここまでやって勝てない……？」

　カズヤは黙だまって見下ろすのみだ。だから、北大路は一人、自問を続ける。

「……僕の何が悪い……？　もう、全てを失ったというのに……倒すことに全てを捧ささげたというのに、それでも勝てないのか……？」

　何もない。それは昔のオレもそうだった。

　と、カズヤは顧かえりみる。

　だが、今はある。スターライトという居場所があるし、店長や店のみんなという大事な人達もいる。……明あ日す香かや、クソ忌いま々いましいけどヒミコだってオレにはいる。でも、こいつにはもう誰もいない。

　……ヒミコ達がいたからオレは今、立っていられる。でも、こいつは違う。だから……立ち上がれない。

「……もう……終わりだ……僕には何もない……」

　瞳ひとみから光が失われていくようだった。北きた大おお路じの歪ゆがむ口先は自らを嘲あざける。

「……僕のこれから先はもう決まっている……負け犬として惨みじめに生きるだけ……」

　かっ、と再び瞳に光が戻った。負の光が。

「……そんな屈くつ辱じよくに耐えられるものか！　ならばいっそ……！」

　それは自壊の眼まな差ざし。己の内に向けられた視線だ。自らを責め苛さいなむ剣。ゆえに、北大路の目は見開かれていても、何も見えてはいなかった。

　が、

「……甘えてんじゃねーぞ」

　カズヤの中指が視界に入ってきた。親指によって引き絞しぼられた状態。それが放たれる。強烈な打撃が北大路の眉み間けんに炸さく裂れつ。

「……っが!?」

　でこぴんだった。北大路は意識を引き戻される。

「な、何をするっ!?」

　己に向かいかけていた怒いかりと憎にくしみの光が、再びカズヤに向けられた。それを受けて、カズヤは嘯うそぶく。

「何もしねーで愚ぐ図ず愚図考えて、おめー本当はバカなんじゃねーの？」

「な、何を……っ！」

　そのやり取りに割り込んでくる者がいる。

「す、すみません、待ってくださいカズっちさん！　もう、もうそこまでにしてあげてください！」

　ヒミコが必死な表情をしているのだった。カズヤは眉まゆを上げ、

「どうした？　こいつを庇かばうのか？」

「あのう……もう一人のわたしが言ってるんです……そこまでにしてあげてくれって」

　ヒミコが躊躇ためらうように言った。カズヤはそれを聞き、一旦黙だまる。

「……おめーの中に入り込んだおめーが、そう言ってるのか」

「はい」

　カズヤは北きた大おお路じを睨にらんだ。

　こいつにはもう誰もいない……って訳じゃねーってことか。

「……わかってんよ」

　カズヤはそう呟つぶやくと、北大路に手を伸ばした。胸倉でも摑つかむのか。と思ったら、その手は北大路の手に向けて差し出されている。

　そのまま北大路の手を取った。

「……な、何を……？」

　意図を摑めぬ北大路が眉み間けんにしわを寄せている。それに対してカズヤは、

「オレが直じき々じきに見てやるよ。おめーの手相が前に見たときと比べて本当に変わったのかどうか。おめーが本当に変わったのかどうか……」

　そう言いつつ、北大路の手を見つめた。

「……おめーの感情線は相変わらずだな。先端が中指の下までで薄い。相変わらず自分本位で人のことなんか見向きもしねえエゴイスト……ただ、この相は気持ちの切り替えが早はえーってことでもある。……おめーってできる奴やつ、ではあるんだよな……。この前、オレ達に潰つぶされたってのに、こんな短期間でまた信奉者とか組織して手下を揃そろえたのは正直すげーよ」

　カズヤは自分の見立てを自分の言葉で語る。その際、ヒミコを顧かえりみたりしなかった。

　ヒミコが見守る中、カズヤは言う。

「そして、運命線だ。小さな、でも、見過ごせねー違いが出てるぜ。前に見たおめーの運命線は先端が短い横線で止められていた。障害線ってやつに止められてた相だった。でも、今……それは消えてる。それどころか、運命線に接して四角い線ができかけてる。これは九死に一生を得るとか揉もめ事を回避できる表れだ。……おめー、心を入れ替えろよ。そうすりゃ、おめーは抜け出せる。そう出てるぜ」

　カズヤの話を聞いて、北大路は首を横に振った。

「……何の……つもりだ……やめろ……気休めは、やめろ！　何が手相だ！　そんなものを見たところで、僕にはもう何にもない……！」

「何もねーわけねーだろ！　……おめーのことをちゃんと心配してる奴がいるんだよ。こいつの中にな」

　カズヤは、ぐい、と親指でヒミコを指差した。そして、続ける。

「それに、たとえもう何もないなんて未来が決まっていようとも、一歩踏ふみ出すかどうかはてめー次第だろ。そんで未来ってのは……いや、手相ってのは変わるもんなんだぜ」

　カズヤは北大路から手を放した。

　北大路は呆ぼう然ぜんと、カズヤから放された自分の手を見つめているようだ。

　その姿を、ヒミコは気がかりそうに見つめつつ、

「……カズっちさん……明あ日す香かさんを連れて早くここから出ましょう」

「ああ」

　ヒミコの言葉に呼応するように、カズヤは床に転がされていた明あ日す香かを担かつぎ上げた。

「手間ばっかかけさせやがって……行くぞ！」

　そして、カズヤはヒミコの先導に従い、退室していった。

　室内に残された北きた大おお路じは、手を見つめたまま呟つぶやく。

「……助けられた、というのか……この僕が……？　……あの幽ゆう霊れいに？　それにしても……」

　北大路は唇くちびるを嚙かみ締めた。息を詰めて、何かを我が慢まんしているかのよう。そして。

「……あんな奴やつに言われるとはな……頭を使え、とか……ふ、ふふ、ふふふふ……はははは！」

　吹き出す。それは邪じや気きのない笑い。鬱うつ屈くつが浄化され、心の底から面白がっているようだった。




「……遅くなって悪かったな」

　カズヤは明日香の拘こう束そくを解きながら言う。

　北大路達のいたビルから出た道端だ。人通りはない。

　明日香にはカズヤの服がかけられている。おかげで、はだけて下着の見えている胸元は隠れていた。

　やたらと手間がかかり、ようやく結び目をほどくと、

「……あ」

　がっしり。強く抱き締められた。

「……来てくれると……来てくれると信じていました！」

　カズヤの体に激痛が走る。あれだけ殴なぐられた体を、ぎゅっとされたのだ。

「イテテ、痛いてーって！　ちょっ、待て、おめー……」

　カズヤはそこで言葉を途切れさせてしまった。抱き付かれて、明日香の体が震えているのが肌でわかったからだ。彼女がしゃくりあげるのも。

「な、何だよ……」

　泣いてんのか？　カズヤは明日香の予想外の態度に慌あわてふためく。てっきり、助けに来るのが遅いだの何だの言われると思っていたのだ。なのに、この反応。

「ちょ、そんな……な、何だよ、おめーらしくねえ……」

　カズヤは、どうしたらいいんだ？　と助けを求めてしまう。女の子に抱き付かれるとか、そういう展開は苦手なのだ。

「すみません、カズっちさん。わたしの占うらないでは、こういうときは素直になると吉、ですよ」

　ヒミコの囁ささやきに、カズヤは問い返す。

「素直、だと？」

「カズっちさんが、明日香さんにこういう場面で言わなくちゃいけないことを、素直に言ってあげるべきです。そうしたら……きっといいことが起きます。わたしの占いは絶対当たるんですから」
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　ヒミコはやけに自信に満ちた表情だった。

　その一方で、明あ日す香かは震え声でカズヤに語りかけてきた。

「……助けに来てくれると……あなたが私を見捨てるわけはないと……」

「ん、んだよ、おめー、オレが助けに来るかどうか心配だったのか？　もしかして、来ねーんじゃねーかって疑ってたのか？」

「ああ、ごめんなさい、あなたがあの男に酷ひどい目に遭わされたと聞かされていたのです……あなたが無事でよかった……！」

　こいつ、こんな目に遭いながら、オレのことを心配してたのかよ!?　自分のことより、オレの身の安全を考えて……。

　この時、カズヤは胸の奥がじーんと痺しびれたように感じた。それは感動といっていい。

　カズヤは一旦は何か言いかけた。が、すぐに口を噤つぐむ。むう、と口を結んで視線を横に泳がし、

「……その……ちゃんと言わなきゃならねーと思うから言うけどよ……」

　カズヤはヒミコの助言を受け入れることにした。

「……はい？」

「だから、なんつーか……おめーがあいつらのやり口を教えてくれたおかげで助かった、ってことだよ……あいつが悪いわけじゃないってわかったから……」

　明あ日す香かがまじまじと見つめてくる。ので、カズヤは居心地が悪い。更に、明日香が笑ったりするので、カズヤの尻しりが痒かゆくなる。

「んだよ!?　何笑ってやがる!?」

「今そこに幽ゆう霊れいさんはいるのですか？」

「……ああ」

　一層微ほほ笑えむ。

「信じられたのですね。また、以前のように」

「……まあな。これもおめーのおかげだよ」

　カズヤは一旦言葉を切った。まじまじと明日香を見つめる。目を見て、

「ありがとう」

　今度は素直に言えた。ありがとう、と。

　ところが、それを聞いて今度は明日香の方が急に挙動不審になるではないか。

　はっ、としたように自らを顧かえりみている。はだけかけた服のまま、カズヤに抱き付いている自分を。

　どーん。

　カズヤは突き飛ばされた。

「……な、何を……あなたが、そんな、素直にありがとうだなんて……は、恥はずかしくないのですか!?」

　明日香は耳まで赤くして怒っているようだ。

　カズヤは訳がわからない。

「な、何だよ!?　急に何すんだよ!?」

「何をするのか、聞きたいのはこちらです！　その……き、気持ち悪いことしないでください！」

「気持ち悪い!?　それ、酷ひど過ぎねえ!?」

「そ、そんな真ま面じ目めな顔で、あ、ありがとう、だなんて……叢むら雲くもカズヤらしくありません！　いつもはもっと軽い口調なのに……もう、本当に何なのですか!?」

　カズヤは頭を抱かかえてしまう。さっきまでのは何だったんだよ!?　と。

　そして、

「おめーの占うらない、外れてんじゃねーか！」

　素直になったらこの有様、ということでカズヤはヒミコに文句を言うのだった。

　だが、

「……あれ？　カズっちさん、近くに不幸になりそうな人の気配がします」

　ヒミコはそれどころではないようだった。カズヤに囁ささやいてくる。

「そこの物陰です。すみませんけれど、助けてあげてください」

「……ああ!?」

　路地裏の暗がりだった。カズヤの視線に、がたっ、とゴミ箱が倒れる。

「誰だ？」

「……見つかっちゃったか……」

　暗がりから、両手を上げて人影が出てくる。背の高い影。サキだった。いつの間にか、先程の乱闘から逃げ出していたらしい。信奉者の外がい套とうは脱ぎ捨てている。

「てめえ、陰に隠れてオレ達を見張ってたって訳か。まだやる気かよ？」

「降参降参。そんな気はもうこれっぽっちもないよ」

　といって、サキはまだ北きた大おお路じが残っているであろうビルを見上げる。

「……御ご前ぜん様はやられちゃったんでしょ？　……ここに残ってたのは御前様がどうなったか見届けるつもりだったからなんだけど……。でも、これでおしまいかー。また新しいバイト先見つけなきゃ」

「バイト？　このインチキの片棒担かつぐのがバイトかよ？」

「そうだよ。あたしはただ雇われてただけ。……どうする？　あたしも他の連中みたいにぶっ飛ばす？」

　サキはぐいっと顎あごを突き出す。挑むようにも、自らの首を差し出すようにも見えた。対して、カズヤは顔をしかめて、

「……オレは女は殴なぐらねーよ」

　信奉者達を叩たたきのめした際も、女は逃げるに任せていた。

「……変な奴やつ」

「ああ？」

「あんた、あんな目に遭わされたのに怒ってないの？　あたしはあんたを惑わした。それでも殴らないの？」

「しつけーな。なんだよ、殴られてーのか？　おめーまさかＭか？」

　カズヤが言うと、横から明あ日す香かが口添えしてくる。冷静さを取り戻したらしい。

「待ってください。彼女は私が彼等に捕えられた際、手を出さないように主張してくれました。その所せ為いで、自らの身に危険が及ぶ羽目になるにもかかわらず。彼女に手を出すのは思い止とどまってください」

「だから、言われなくても殴りゃしねーよ」

　カズヤが言うと、サキは何な故ぜか難しい顔になる。

「へえ……。いや、あたしが知ってる連中の中じゃそういうの珍しいからさ。……んー……悪かったね。あんな目に遭わせて」

　カズヤ達に頭を下げてくるではないか。

「正直言うと、あんたのこと別に憎にくいわけでも嫌いなわけでもないしさ。まあ、ちょっとはムカついたけど」

「ムカつく？　オレ、おめーに何かしたっけ？」

「あんた、あたしのこと占うらなったでしょ？　あれでムカついた。占いなんかであたしの何がわかる、って。あたしのことなんか知りもしないくせに。だから、あんたの占いなんか当たってないって言い張った。ま、どっちにしろそう言うように御ご前ぜんから指示されてたんだけどね」

「……じゃあ、やっぱあの手相は当たってたのかよ！」

　カズヤが問いかけると、サキはそっぽを向いた。

「さあ、どうなんだろうねえ？　まあ、言いたいことはそれだけ。見逃してくれるって言うんだから、あたしはさっさと退散するよ。じゃあね」

　そこでカズヤの背後から囁ささやき声がしてきた。

「……この子、このままだと同じようなことを繰り返して、いつかしっぺ返しを受ける気配が濃厚です。取り返しのつかない不幸がこの子に訪れることになります……」

　その言葉に、カズヤは手を伸ばしていた。しっかとサキの手を握り、放さないようにする。

「ちょっと!?　何のつもり？」

「もう一度占ってやるよ」

「はあ？　なんで？」

「いいから」

　カズヤは強引にサキの手を見る。

「……ま、見てもこの前と変わりゃしねーか。……この感情線からすると、おめー、根は素直で情が深いタイプのはずだろ？」

「は？　あたしが？　だから全然外れてるって」

「でなきゃ、どうして北きた大おお路じ……御前のことを見届けようなんてここで隠れてたんだ？　さっさと逃げりゃよかったのに」

「そ、それは……」

　サキは口ごもる。

「あいつに義理立てしてるってわけだ……なあ、おめー、もうこういうのに関かかわるの止やめろよ。体力的にも無理してんだろ？　そんな無理してまで、こういう世界にいることねーだろ。普通に学校行って真ま面じ目めに生きろ。親の所せ為いにすんな」

　親の所為、という言葉に明あ日す香かの肩口がピクリと震えた。が、カズヤは気付かない。

　サキは面倒くさそうに、

「なんであたしがあんたにそんなこと言われなきゃなんないの？　関係ない……」

「おめーが心配だからだよ」

「はあ？　はああ!?　あんたが？　あたしを？　どうして!?　あたしはあんたを嵌はめようとした相手なんだから、それを心配するとか意味わかんなくない？」

「不幸になるのがわかってて、それを見て見ぬ振りすると気分悪わりーんだよ、オレは」

「……そんな奴やつ、いるわけが……普通じゃないよ、あんた何なの？　大体、あたしにはもう学校になんて居場所がないんだから……」

「大丈夫だ。それはおめーの思い込みだぜ」

　カズヤはサキの手相を見ながら力強くいった。

「兆きざしは見えてる。おめーは根が素直な分、思い込みが激しいってことだよ。……おめーのダチは誰もおめーのことを避けたりなんてしてねーよ」

「……どうしてそんなことまで……あんたって本当に変な奴だね」

　呆あきれたようにサキは呟つぶやく。そして、

「……そんなにあたしのことを心配してくれるって……そういうことだと思っていいんだよね？」

「は？」

　サキが恋する乙女のような眼まな差ざしでカズヤをもじもじと見つめ、そっと寄り添ってきた。体が触れるギリギリのラインまで接近。

「お、おめー、何やってんだ!?」

　明あ日す香かから黒いオーラが発せられ始める。

「……占うらないにかこつけて何をなさっているのですか？」

「いや、これは全然違うだろ!?　そういうんじゃねーだろ!?」

　サキは更にもじもじとカズヤの陰に隠れるようにする。

「は？　何だおい!?」

「……あんたが悪いんだよ……あたしに優しくなんかするから……こんな気持ちに……」

「オレが悪いのか!?　いや、オレはただ占いで不幸を防ごうと……」

「……叢むら雲くもカズヤ、それが最後の弁明ですか？」

　慌あわてふためくカズヤと、対象的に奇き妙みように落ち着いた口調の明日香。

　そこでサキがぷっと吹き出して、

「……あはは、おもしれー」

　カズヤと明日香を指差して笑う。実に楽しげな笑え顔がおで。

　ヒミコが背後からため息を吐ついてきた。

「あの、すみませんけど、カズっちさん達完全に遊ばれてます……」

　からかわれた。そう気付いたカズヤは悔くやしげに言う。

「くっそ、おめー、やな奴のくせにいい笑顔持ってんな」

「うっさい。占いで勝手なこと言ってくれたお返しだよ。じゃ、元気でね」

　サキは人の悪い笑顔で走り去った。

「おい、待てよ！　まだ話は……」

　だが、ヒミコは満足げだ。

「……さすがカズっちさんですね。あの子はきっと不幸にはならないでしょう。……本当にカズっちさん、占うらない師として独り立ちできますね」

「あ？　でも、あいつオレの言うことなんか聞く気なさげだったじゃねーか」

「いいえ。ちゃんとあの子に届いてましたよ。ちょっと一ひと筋すじ縄なわではいかない子ですけど、きっと危険な道からは遠ざかると思います。カズっちさんのおかげで」

「そ、そうか？」

　そんなカズヤを剣けん吞のんな目で見つめる明あ日す香か。

「……私はまだ先程の件について納得していないのですが？」

「だから、からかわれただけだろーが！　あいつの言ってたこと聞いただろ!?」

「からかわれたのだとしても、あなたは本気に受け取っていたようですが……？　機会さえあれば誰でもいいという、そういうふしだらな考え方をしているのでは……？」

「してねーよ！」

　二人は往来でやり合うのだった。と、

「微ほほ笑えましいね、明日香」

　声がかけられた。声の方向を見て、明日香が目を見張っている。

　なんだ？　とカズヤも振り返ってみた。

「どうやら怪け我がもなく無事なようだね。実に重ちよう畳じよう」

　ロマンスグレーの紳士。八や俣また町のホテル街には似つかわしくない人物だった。猥わい雑ざつな場所自体がミスマッチ。英国庭園でお茶を飲んだり、緑の狩り場で鳥撃うちでもしている方が似合っている。そんな男が立っていた。

　カズヤは眉み間けんにしわを寄せる。

　どこかで見たことがあるような……？　そうか、明日香に似ているからか。

「どうしてここに……？」

　明日香が呟つぶやく。紳士は優しい笑え顔がおでそれに応える。

「父親が娘を迎えに来る。何か疑問を持つようなことかね？」

　父親？　こいつが明日香の父親？　と、カズヤも目を丸くした。

　明日香の父親というと、久く城じよう家の当主ということになるのか？　この国有数の大金持ちのはずだ。そして、明日香を政略の道具として北きた大おお路じとくっつけようとしていた……。

　娘のことなど道具としか思っていない冷血漢。そのはずなのに、この柔にゆう和わな表情は何だ？

　カズヤは想像していた冷血親おや父じのイメージと実物とのギャップに戸惑った。

　明日香が絞しぼり出すような声で繰り返すのが聞こえた。

「どうして……どうしてここに……？」

　明あ日す香かの父親は困ったように首を傾かしげる。

「どうしたのかね？　北きた大おお路じ君がお前を保護してくれたと聞きつけたから大急ぎで迎えに来たまでの話じゃないか。……その北大路君はどこかな？　ああ、いい。いなければいないで何も問題はないからね。彼のことなど、お前はもう気にしないでいいんだよ」

　父親はあくまで柔らかだ。明日香を思いやるように言う。

「すまなかったね。お前の気持ちも考えずに彼との縁談など進めてしまって。お前が彼を嫌うのも当然だった。あのような詰めの甘い男では久く城じよう家のためにならないものね。慧けい眼がんだったね。明日香は昔からそういう目は確かだったもの。さあ、家に帰ろう」

　迎えに来たのか、明日香のことを。カズヤは妙みように心揺ゆすぶられる。

　いつかはこうなる気がしていた。久城明日香はもともと住む世界が違うのだ。わかっていたはずだ。こんな危険で猥わい雑ざつな場所にいるより、明日香にとってもその方がいい……。

　その明日香、絞しぼり出すような声で言う。

「……お父様、お父様は私のことを何だと思っておられるのですか？」

「お前は久城家の大事な一人娘さ。決まっているだろう。その幸せを願わない親がいるものか」

「……では、なぜ今まで私を放っておいたのです？　なぜ今になって私を迎えに来たのですか」

　明日香の目はどこか縋すがるようだった。父親に正しい答えを求めている。その父親は満面の笑えみで、

「ようやく、お前に相応ふさわしい相手を用意できたからだよ。今度は間違いのない相手だ。政界のサラブレッドといわれる有望な政治家だ」

　それは本当に娘のことを思いやる親のように見えた。

「前に使いをやった時、お前は話も聞かずに逃げてしまったそうだが……今度は悪くない話だと思わないかい？」

　明日香の口調は決然としたものだった。

「……私は今さら戻りません」

　それが意外だったのか。父親は片かた眉まゆを上げて、

「どうしたんだい、明日香……？　私はお前の幸せを思って……」

「本当に私の幸せを思うのであれば……。私にはやりたいことがあるのです」

「やりたいこと？　それはどんなことだい？　今すぐそれに見合った最高の教育環境を整えてあげよう。技術や資格は立派な財産になるからね」

　明日香は僅わずかに天を仰あおいだようだった。

「私のやりたいことはそういうことではありません。私はこの街で生きていきたい、ただそれだけです。それを私から取り上げようとしないで」

　父親はため息を吐ついた。

「明日香……お前は自分一人でここにいるつもりかい？　私や久城家の力があるからこそ今この場にいられるのだよ？　そんな勝手なことを言って、自分一人だけで生きているつもりならそれは間違って……」

「私は一人で生きてなんかいません」

　きっぱりとした言葉。

「私はこのカズヤさんや所長やヒナさんといった周りの人達と一いつ緒しよに生きています。私がようやく見つけた生き方なんです。それを今さら取り上げようとしないでください」

「明あ日す香か、それは……」

「どうか、お願いです。お願いですから……」

　明日香のどこか寂しげな懇こん願がん。それを見て、父親は言葉に詰まったようだった。

「……しかし……今度は本当に良い結婚相手を見つけたんだよ？　絶対に間違いのない人物だ。久く城じよう家にとっても素晴らしい相手でね……」

「そもそも、私はその方とは結婚できません」

「何な故ぜだい？」

「私にはもう好きな人がいますから」

「何だって？　それは誰だね？　もしかして幼おさな馴な染じみの雄ゆう介すけ君か？　しかし、彼はお前を幸せにできる器ではない……」

「違います！　私の好きな相手は、お父様の目の前にいる人です」

「？　誰だい？」

「この叢むら雲くもカズヤです」

　きっぱりと言った。

「……え？」

　カズヤは呟つぶやいた。

「……え？」

　カズヤはきょろきょろした。

　明日香の父親は一いつ瞬しゆん目を見張り、

「彼、だって？」

　カズヤを見つめてくる。値ね踏ぶみするように。

「……え？」

　カズヤは繰り返した。

「……これが……？　まさかこんな……」

　父親のため息。

「……やはり母さんの子だね……一度はその道を通らないではいられない、か……」

　父親は首を振った。

「……そうか。わかったよ。お前は自分で居場所を見つけたんだね？」

　そして茫ぼう洋ようと、

「……変わったなあ……いつも私の言うことを聞いていた明あ日す香かはもういないのかい……？　なら……親としてそれを認めるのにやぶさかではないよ。カズヤくん、といったかな？」

　父親はカズヤに声をかけてきた。明日香があんなことを言い出すまで、まるで路ろ傍ぼうの石のように無視していたのだが。

　父親は頭を下げてきた。

「娘をよろしくお願いします」

　紳士に頭を下げられるという得難い経験にカズヤは更に慌あわてる。

「え……何？　何が？　何なの？　オレは別にお願いされるような……え？　何を？」

　カズヤのことなど再び無視。父親は明日香に向き直っていた。穏やかな口調。

「……だが、明日香。覚えておいで。お前はいつでも久く城じよう家に戻ってきて良いのだよ。私達は家族なんだからね」

　それだけ言うと、父親は明日香達に背を向けた。紳士らしい優ゆう雅がな足運び。すぐに黒塗りの車が父親の前に止まる。大きな車だ。八や俣また町に乗り入れるのも大変だろうに。

　父親は最後に明日香に手を上げると、黒塗りの車に乗り込んだ。静かに、車は滑すべり出していった。

「……まさかお父様が一人でこの場に現れるなんて思いもしませんでした」

　ぽつりと、カズヤの横で明日香が呟つぶやいた。カズヤは呆あつ気けに取られるばかりで、今もまともに言葉を発せていない。

「…………な、なあ……何？　さっきのあれ……」

「いやぁ～、ついに言ったねえ！　明日香ちゃん、思い切ったねえ！」

　どこに隠れていたのか。

　草くさ田だ日ひ名なが明日香に駆かけ寄ってきた。探偵の小こ森もりもその後ろから、やれやれと首を振りつつ、

「強引に家に戻されるかとひやひやしたよ」

　日名は膨ふくれたように、

「あの人に連絡入れたのは所長でしょうに！」

「最悪の事態を防ぐためだ。北きた大おお路じ達にお嬢じよう様への手出しをさせないために仕方なく、だよ。……謝礼も入ったがね。それにお嬢様ならうまく切り抜けてくれると期待していた」

「そうそう、それですよ！　明日香ちゃん、いい感じに結婚話をうやむやにしましたね！　お父さん、結構ショック受けてたんじゃないですか？　思ったよりあっさり引き下がっちゃいましたし」

「……ああいう風に言えば引き下がってくれる、と見越してのことです」

　明日香が言う。

　小森は気がかりそうに、

「だが、よかったのかね？　帰らなくて？」

　途端に、明あ日す香かが膨ふくれっ面つらになり、

「……所長は私の話を聞いていなかったのですか!?　私は皆と一いつ緒しよにこの街で生きたいのです」

「しかし、ここが危険な街なのは本当のことだし、ヤクザや犯罪者といった法の通じない連中も多い。それにまた君が巻き込まれる可能性もある。そう考えると、君が家に戻るのも十分あり得る選択肢だろう」

「……でもその時は……きっと彼が……」

　明日香はカズヤの方をちらりと見たようだった。

「ほう！　彼が？　彼がねぇ～？」

　日ひ名なが目をどす黒く輝かせて聞き返す。

「！　……な、何でもありません。戻りましょう！」

　明日香は我に帰ったかのよう。

　きっ、とカズヤの目の前に立ち、指を突き付けて、

「先程のあれは、お父様からの話を断るための方便というものです！　勘違いをしないように！」

　足早に立ち去ってしまう。

「……いやぁー、これで明日香ちゃんが大幅リードですね！　所長はこれからどう巻き返すおつもりですか？」

「君が何を言っているのか、心の底からわからん」

　日名と小こ森もりも明日香の後を追う。事務所に戻るのだろう。

「……え？」

　まだ状況が把握できていないカズヤが残された。

「……あのすみませんカズっちさん、大丈夫ですか？」

　後ろから、ヒミコが気き遣づかうように囁ささやいてくる。が、

「……えーと……つまり……好きっていうのは方便で……え？　……でも…………ていうか、どっちなんだよ……？」

　混乱はまだ続いているようだった。










　　　エピローグ




　神かみ無なし神社。

　八や俣また町東公園に隣接する神社だ。その社やしろへ向かう道をカズヤは歩いている。

　境けい内だいに入った。

「……えーと、カズっちさん？」

　背後からヒミコが囁ささやいてきた。

「わたし達って今回のことでより絆きずなが深まったと思うんです。そこら辺を踏ふまえてお話ししましょう、ね？」

「……んだよ、その話の持っていき方は？」

「いえいえ、あのう、つかぬことをお伺うかがいしますが……何でまたこの神社に？　……もしかして、またお祓はらいしようなんて……」

「んなわけねーだろ」

　カズヤはじゃりじゃりと玉石を踏ふんで先を行く。

　社の前に宮ぐう司じが待っていた。ゆでダコのような大男だ。その男が厳おごそかな声で、

「ミサキちゃん、まだぁ？」

　ミサキ大好きで『スターライト』常連客の生なま臭ぐさ宮司だった。カズヤを見て催さい促そくする。

「ミサキちゃんとの焼き肉デートをセッティングしてくれるというから手を貸すと言ったんだが？」

「すみませんね、お客さん。ミサキちゃん、また遅刻してるみたいで……」

　カズヤは頭を下げつつ、

「先にこっちの用件済ませてもらっていいですか？」

　と、カズヤは懐ふところからヒスイを取り出す。二つに割れたヒスイ。合わせればぴったり合致する。北きた大おお路じを倒した時、取り返しておいたものだ。

「ああ、確かにこれはうちの神社に奉ほう納のうされてたものだね」

「これって、詳くわしくはどういう代物なんすか？」

「吾わが神社にはヤマタノオロチの骨と呼ばれているものが納められていてね。言い伝えでは、それは災さい厄やくをもたらすといわれているんだ。このヒスイはそれを鎮しずめるために一いつ緒しよに奉納されたものだと聞いている」

「……それがどうして神社から外へ出てオレの手に？」

「いやあ、何な故ぜか割れちゃってね、そのヒスイ。しかも、その片割れがどこか行っちゃってさあ。一応謂いわれのあるものだから、どうしたもんかと思ってたんだけど、丁度たまってたツケの代わりに御宅の店長にあげたんだよ。しかし、その片割れも見つけて揃そろえて持ってきてくれるとは」

「……あんたひでーな。まあ、いいや。とにかくこれを元に戻せば、その災さい厄やくをもたらすってやつは鎮しずまるんですね」

「まあ、そうなるね」

「じゃあ、これを」

「奉ほう納のうするというんだね？」

「ええ」

　カズヤはあっさりと言った。店長から貰もらった大切なお守りであるヒスイを手放すという。

　ヒミコは目を丸くして、

「カズっちさん？　いいんですか？」

「これで、おめーも少しは安心だろ？　気休めにはなるんじゃねーの？　おめーが封じられてたヒスイを元の神社に戻して災厄の元を鎮めておけば、悪いことも起きねーだろ」

「……わたしのために？　わたしが災厄を防ぎたいって思っているから、そのために……？　そこまでしてくれるなんて……やっぱり、わたし達って強い絆きずなで結ばれたんですね！　たとえ何があろうとも、最後はカズっちさんとわたしがいれば何とかなりますよ！」

「こっ恥ぱずかしいこと言うんじゃねーよ！」

「えへへ、わたし達は今回のことでより絆が深まりました！　それはもう新たな力が目覚めちゃうくらいに！　では早速ですけれど、すみません、焼きそばパン買ってきてください。あとフルーツ牛乳も。わかってるとは思いますけど、99％のやつ」

「おめーの絆パワーは人をこき使うことにしか発揮されねーのか!?」

　だが、その絆パワーのおかげか否いなか。二人のやり取りの横で、二つに割れていたヒスイがひたりとくっついていた。最も早はや、元通りの勾まが玉たまだ。カズヤ達はその変化に気付いていない。ただ宮ぐう司じだけが、ん？　とヒスイに目をやった。そこへ、おーい、と声がかけられる。ミサキだった。

「遅れちゃった、ごめーん」

「ミサキちゃんきたー！」

　宮司が崩壊した。が、

「……あれ？」

　ぞろぞろとスターライトの面々が一いつ緒しよにやってくるではないか。従業員総出のようだ。女の子達が喧かまびすしい。

　その中から店長が、

「バーベキューって素敵ねぇ。たまにはお店のレクリエーションでこういうのもいいわぁ」

　下げ種す井いがひーひー言いながらバーべキュー用具一式を担かついでいるのも見える。

　宮司は仰ぎよう天てんした様子。

「境けい内だいで何をするつもりですか!?　罰ばちが当たりますぞ！　というか、ミサキちゃんと焼き肉デートっていうから……」

　カズヤはしれっと言う。

「バーベキューも焼き肉も似たようなもんじゃないすか？」

「こ、これはどういうことだね!?　約束では……」

「あれー？　約束では、ミサキちゃん（とその他大勢）との焼き肉デートって言ったんすけど、聞こえてませんでした？」

「騙だましたなああああよくも騙したぁあああ！」

　喚わめく宮ぐう司じ。

「いやいや、でもミサキちゃんと一いつ緒しよにバーベキューならいいじゃないですか。それほど噓うそ吐ついたわけでもねーし」

「二人っきりでデートじゃないし！　じゃなくてだね！　神社でバーベキューとか神様に申し訳ないと思わないのかね！」

「神社の敷地内で肉とか焼いちゃ駄だ目めなんすか？　そこは固いこと言いっこなしで。縁日みたいなもんだと思えば……」

「縁日は公共に開かれたものなの！　そういう公的な祭事は警察やら周辺住民やらに許可を取ったり色々あるんだよ！」

　宮司の言葉にカズヤは大きく頷うなずく。

「じゃあ、このバーベキューも皆でやりゃいいんだろ？」

　という訳で、『スターライト』の関係者だけでなく、そこらの人も集まっての大バーベキュー大会となった。

「この前のネズミ騒さわぎで迷惑かけちゃったお客さんとかも招待しといたのよぉ」

　店長が上じよう機き嫌げんでカズヤに話しかけてきた。

「カズヤくん、よくこういうの企画してくれたわねぇ。ご褒ほう美びにお肉あげる」

「すみません店長。まだ生です。焼けてません」

　下げ種す井いは妙みように張りきっている。実はアウトドアが好きらしい。

　そんな姿を見ていて、カズヤはふとすまない気持ちになった。

　この人の万馬券、北きた大おお路じ達に盗まれたんだよな。オレの周りで不幸が起きてるように見せかけるために……。

「あの、下種井さん。万馬券残念でしたね」

「ん？　何の話だ？」

「今度、取り返しときますんで」

「だから、何の話だよそれ？」

「え？　だって下種井さんこの前万馬券当たったって……」

「はあ？　んなもん当たってたらこんなとこで肉焼いてねーよ」

「だから、その、万馬券失なくなったって」

「ん？　……あ……」

　下げ種す井いは、やべえ、と思い当たった様子。

「あれは、その……元からねーよそんなもん！」

「は？」

「当たったなんて噓うそだったっつーの」

「へ……？　な、なんでそんなことを!?」

「……うるせーな！　もし本当に当たってたら何か奢おごんなくちゃならねーだろうが！　でも、全部スって、んな金なかったんだよ！　だから当たったけど失くしたってことにした。何か悪いか!?」

　開き直った。

　もうこの人は本当にどうしようもない。

　カズヤは脱力した。

　……でも万馬券当たったらオレに奢らなくちゃとか思ってたのか。そういうとこ妙みように律りち義ぎっていうか……変なとこで憎にくめねーンだよな……。

　そろそろ肉が焼け始めて、

「はい、カズっち、あーんして！」

「……さっさと食べなさいよ。いいところが焼けてるでしょう？　私が取ってあげたのが無む駄だになるから、早く」

　ミサキとアケミ姉さんに囲まれた。他にも、

「カズにゃん、一いつ緒しよに食べるとおいしいね。ほら、わたしも食べさせてあげるからあーんして？」

「何でおめーらまで来てんだよ！」

「あ、あたしはただ環たま江えが行くって言うから、その付き合いで……別にあたしが来たかったわけじゃ……」

　環江と希のぞ美みまで一緒になっていた。

「希美ちゃんもカズにゃんに、あーん、てしてあげたら？」

「絶っ対っ！　死んでもっ！　しないっ！」

　となると当然、

「これは……！　ハーレム展開ですね！　カズヤさん総受け！」

「肉はいい……おっぱい的な意味ではなくて」

　小こ森もり達探偵事務所の連中も当然のように参加していて、

「……叢むら雲くもカズヤ……少しお話をしましょうか……？」

　女の子達に囲まれたカズヤを前にして、妙に落ち着いた声の明あ日す香かもいるのだった。その声は覚悟の完了した者のみが出せる声である。

[image: ]

「な、なんだその目は!?　ちが……違うぞ!?　オレは別に……！」

　カズヤの背後から、カズヤを導く声がする。

「大丈夫ですよ」

「これのどこが大丈夫だ!?」

「ですから大丈夫ですって！　わたしの占うらないによると、この後カズっちさんが皆から白い目で見られて最低男の称号を授けられるだけですし。わたしは全然困りません」

「……おめー本当に良い死に方しねーぞ？」

　幽ゆう霊れいに死に方を説くカズヤだ。

　ふと、明あ日す香かを見る。平然としていた。この前のことなどなかったかのよう……。

　カズヤは思い切った。口に出して、告げる。

「……なあ。結局、この前のあれって……どっちなんだ？」

「……どちらとは、どういうことですか？」

「おめーが、その……オレのこと好きとか言ったのは、方便、噓うそだって……そういうことなのか？」

　明日香は答えない。だから、カズヤは自らの思いを告げることにした。当り前のことを確認するかのように。

「まあ……なんつーかよ。おめーはオレのこと信じるって言ってくれたよな。だから……オレもおめーのこと信じるぜ」

　明あ日す香かは向き直る。カズヤの目を見た。何かが通じあった。明日香の口も開かれる。

「……わかっているでしょう？　あれが私の本心かどうか……だって私とあなたは似ているのですから」

「似てる？　そうか？」

「ええ。あのような場面であなたならどう思っていて、どう言うか。それを考えてみれば、自おのずと私の本心も……」

「何やってんの、カズっち？」

　明日香が言い終わる前に、ミサキがひょいと話しかけてきた。

「ほら、皆、待ってるよ！」

　ある意味絶ぜつ妙みようのタイミング。機を逸そらされて、明日香は口を噤つぐんでしまう。動物的な勘、とでもいうべきか。ミサキは何かに突き動かされて、二人の間に割って入ったようだった。それに対して、よくやった！　とでも言わんばかりに小さく拳こぶしをグッとするアケミ姉さんの姿。ほっとしたような息を吐つく環たま江えと希のぞ美み、ニヤニヤといつものように意地悪く笑う下げ種す井い、その下種井を見てニヤニヤといつものように違う方向性で笑う日ひ名ながいた。

「あらあら、楽しそうでいいわねぇ。うふふ、これからも頑張ってもらわないとぉ」

　それら全部の様子をまとめて見て、店長が微ほほ笑えむ。

　カズヤは何な故ぜかため息を吐つきたくなった。そこへ、

「あのう、すみませんカズっちさん。ちょっとお伝えしておいた方がいいことがありまして……」

　ヒミコが申し訳なさそうに注進してくる。

「何だよ？」

「あのですね。カズっちさんの手相なんですが」

「オレの手が？」

「結婚線が出てます」

「え」

「噓うそです」

　しれっと。そして、カズヤの反応を見て心底楽しそうに笑う。幸せそうだ。

　カズヤの方は一いつ瞬しゆんの空白の後、

「……てめえええ！」

　いつもの様子でツッコミを入れる。それはヒミコに対する引け目や負い目などない、遠えん慮りよのないもの。仲が通じあった者同士でしかできないやり取りだ。

　つまり叢むら雲くもカズヤは平常運転、今日も独り言を言っているのだった。

　そして、多分これからも。







　　　あとがき




　知人が言いました。

「良い作品という物は得てして、作者が自分の内面をよく描えがいているものである」

　なるほどそれも道理である、と私はあんまりよくわからないながらもそうした方が格かつ好こういい気がしたので、深く同意したものでした。

　では、自分の内面を描くにはどうすればよいか？

　自分の内面というものをよく観察することこそ肝要でありましょう。

　というわけで、胃カメラを飲んできました。

　これで、今まで誰の目にも晒さらしたことのなかった自分の内面というものがたちまち露あらわに。

　ただ、胃カメラを飲むには事前に準備や心構えが必要なのです。まず、前日の夜９時からごはん抜きで我が慢まんしなければなりません。また、胃カメラを飲む直前に大変不快な味のする痺しびれ薬を口に含みます。口の中の感覚がなくなって変な感じでした。そのような手順を踏ふんで、ようやく口の中から喉のどの奥へと胃カメラが挿入されていくわけです。

　もう、すぐにウップスオエーしたくてたまりません。喉を異物がごそっと潜もぐり込んでいく感触がもうオエーです。どうも自分には胃カメラを飲む才能はないようでした。

「はい、ゲップしないでくださーい」

　無理！

「……これからお腹なかの中に空気入れますから、ゲップしないで」

　そうしないと綺き麗れいに見られないのだと言われましたが、無理なもんは無理だこのやろー。

　オエップオエップえづきながらの時間の長かったこと、筆舌に尽つくし難し。

「はい、苦しかったら言ってくださいねー」

「オエップげえええ（はっはっは、こちとら口の中に管突っ込まれてるのに無茶を言うね）」

「どおれ、中身は……くっくっく、綺麗なピンク色じゃねえか」

「オエップオエップ（見るな、見るなああぁあ！）」

「……あれ……？　と思ったら潰かい瘍ようがあるな……」

「オエップ（……え？）」

　というわけで組織を取るために胃の腑ふを抉えぐられ、検査の結果を待っています。シャレにならないことになってしまいましたが、また皆様のお目にかかれる日が来ることを願っています。




　私の今後の健康状態とかどうでもいい話はさておき。

　前巻に引き続きイラストを担当してくださった堀ほり愛あい里りさん、担当様はもとよりアスキー・メディアワークスの皆様方、それとこの本を読んでくださったあなたに、心からの謝辞を。
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検査の結果は良性でした。

繰り返す。

検査の結果は良性でした。

これは訓練ではない。

よし、５行埋まった。
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日本一ソフトウェア所属のデザイナー兼イラストレーター。ビックリマン漢熟覇王、ＰＳ３ソフト迷宮塔路レガシスタにてキャラデザを担当。春になったら盆栽を始める予定。
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